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• • 裟
業
技
術
協
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の
現
状 2

2

 

海
外
翡
業
協
力
時
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O
l
o
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N

 

7
農
業
協
力
事
業
の
概
要

C
3
 
，
 

一
九
七
〇

い
た
だ
い
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。

9
 

本
特
集
を
紺
集
す
る
匠
あ
た
り
左
記
の

レ
ポ
ー
ト
か
ら

多
姶
に

引
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せ
て

-
J
 

と

わ

り
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農
林
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国
際
協
力
課
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国
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誅

海
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技
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団

戯
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端
）

①
 で

あ
る
。

股

業

土

木

大

久

保

菩

隆

栽 普

培

大

丸

圭

人

及

駿

河

俊

太

郎

団

の
供
与
を
行
い

、

長

中

川

現
在
派
遣
中
の
専
門
家

竜
（
四
名
）

そ
の
大
部
分
が
既
耕
地
で
あ
る

。
本
計
画

本
地
区
は
マ
ガ
サ

ワ
ン

川
（
西
北
端
）

ヽ

，，ミ

ン

ガ

ラ

ン

JI! 

本
地
区
は
、
ミ

ン
ド
ロ
島
東
北
部
匠
あ

っ
て
カ
ラ
パ

ン
市

と
ナ

ウ
ハ
ン
市
の

中
間
た
位
置

し、

国
道
沿

い
の
展
示
効
果
の
高
い
約
一

、

0
0
0
2
の
地
区

に
狭
ま

れ

た
沖
和
平
野
で

、

は
マ
ガ
サ
ワ

ン
川
よ
り
三

．
五
t
8
¥
m
e
c
Q
水
を
ポ
ン
プ
掲
水
し

、

の
安
定
し
た
収

位

を
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ヽ
ヽ
ン
ド
ロ
品
ナ
ウ
ハ
ン
地
区

元
石
川
県
殺
試
場
長

O
T

C

A
嘱
託

東

北
農

試

元
ィ

ン
ド
派
遣
専
門
家

O
T

C
A
吼
託

岩
手
県
耕
地
整
備
課

す
で
に
五
年
間
た
わ
た
る
協
力
が
院
始
さ
れ
た
。

二
ヵ
年

五
ヵ
年

二
ヵ
年

遺
し

、
必
要
た
資
槻
材
を
供
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
十
囮
年
六
月
協
定
の
締

必
要
な
資
椀
材

乾
期
4
t
o
r
v
h
a

三
ヵ
年

（
東
南

結
後

、
九
月
両
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
山
名
の
尊
門
家
を
派
遣
し

、

す
る
た
め
パ
イ

ロ
ッ
ト
フ
ア
ー

ム
を
設
置
し

、

そ
れ
を
指
導
す
る
専
門
家
を
派

施
設
の
建
設

と
、

乾
燥
、
籾
米
す
る
た
め
の
ラ
イ
ス
セ

ン
ク
ー
の

建
設
と
い
う
地
城
米
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。

ま
た

、
営
煤
技
術
を
普
及

が
計
画
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
水
稲
の
二
期
作
を
目
的

と
し
た
か
ん
が
い
排
水

米

増

産

協

力

事

業

食
糧
自
給

化

四

ヵ
年
計
画
の
一
環
と

し

て、ミ

ン
ド

ロ
島

ナ
ウ
ハ

ン
地
区

、

イ
テ
島
サ

ン
‘‘、
ゲ

ー
ル
・

゜

フ

ィ

リ

ッ

ヒ

ン
• • 

ア
ラ
ン
ア
ラ

ン
地
区
の
米
増
産
モ
デ
ル
団
地
の
建
設

米
を
貯
蔵

、

． 
レ／
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② 

• • 
栽

培

か

ら

貯

蔵

加

工

に

至

る

ま

で

の

． 

ン

タ

ー

計

画

陀

閲

連

し

た

も

の

で

あ

り

、

の

た

め

に

、

両

地

区

妃

そ

れ

ぞ

れ

ム

を

設

置

し

、

も

の

で

あ

る

。

モ

デ

ル

団

地

を

設

定

し

、

フ

ィ

リ

ッ

ピ

ン

匹

お

け

る

米

増

産

・

フ

ァ

ー

ム

計

画

の

実

施

を

通

じ

て

、

一

貫

し

た

新

技

術

を

導

入

し

よ

う

と

す

こ

の

団

地

匠

か

ん

が

い

施

設

の

整

備

を

行

な

い

、

こ

こ

で

い

う

米

作

セ

ン

ク

ー

計

画

と

は

、

約

一

、

o
o
o
ha程度の米
作

計

画

地

域

に

も

増

産

の

た

め

の

各

種

技

術

の

没

透

波

及

を

は

か

ろ

う

と

す

る

ハ

イ

ロ

ッ

ト

-
O
O
埓

程

度

の

バ

イ

ロ

ッ

ト

こ

の

稲

作

．

ハ

イ

ロ

ッ

ト

裁

業

土

木

土

性

清

稔

栽

培

大

坪

栄

一

郎

上

白

及

山

川

元

イ

ン

ド

派

逍

尋

門

家

元

イ

ン

ド

派

遣

専

門

家

貶

地

閲

発

板

板

公

団

-. 

・

フ

ァ

ー

ム

は

．

フ

イ

リ

ッ

ビ

ン

政

府

の

米

作

セ

博

団

長

北

川

作

吉

郎

現

在

派

遣

中

の

再

門

家

（

四

名

）

こ

る

に

頭

首

工

を

娼

設

し

、

こ

の

計

画

の

完

成

に

よ

り

乾

季

四

t

o
n
¥'h
aの
収

量

を

安

定

し

て

あ

げ

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

殷

林

省

海

外

技

術

協

力

官

る

。

は

各

所

に

ク

リ

ー

ク

が

あ

る

の

で

こ

れ

を

整

備

し

、

一

、

0
八

六

ha
の

水

田

を

か

ん

が

い

す

る

も

の

で

あ

る

。

作

が

行

な

わ

れ

て

い

る

。

本

計

画

は

マ

イ

ニ

ッ

ト

国

道

椀

し

か

も

洪

水

の

危

険

の

少

な

い

地

帯

で

現

在

は

畑

本

地

区

は

地

形

上

二

つ

の

団

地

匠

別

れ

、

四

〇

キ

ロ

の

と

こ

ろ

に

位

置

し

、

本

地

区

は

水

源

に

近

く

、

周

辺

の
フ

ァ

ー

二
ヵ
年

五
ヵ
年

五
ヵ
年

二
刀
年

排

水

路

と

し

て

利

用

す

ま

た

、

地

区

内

匠

・

七

キ

ロ

の

と

ニ

・

七

三

t

o
n
¥
s
e
cの
水

を

取

水

し

、

そ

の

中

央

に

県

道

が

走

つ

て

い

る

。

マ

イ

ニ

ッ

ト

川

の

左

岸

に

展

開

し

て

い

る

。

本

地

区

は

レ

イ

テ

島

東

北

部

ク

ク

ロ

バ

ン

市

か

ら

道

路

沿

い

に

西

南

約

レ

イ

テ

島

サ

ン

ミ

ゲ

ー

ル

・

ア

ラ

ン

ア

ラ

ン

地

区
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な
ど
の
技
術
協
力
を
主
た
る
事
業
と
し
て

、

こ
の
計
画
を
推

進

の
技
術
的
訓
練
を
行
な
い
、

必
要
な
場
合
は
日
本
匹
お
い
て
受
入
研
修
を
行

と
。
③
こ
の
米
作
セ
ン
ク
ー
計
画
匠
関
係
す
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
側
の
技
術
者

る
計
画
で
あ
る
。

し
か
し
一
挙
に

こ
の
一

、

0
0
0
h
a
程

度
の
モ
デ
ル
団
地

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
種
々
困
難
も
予
想
さ
れ
る
の
で
こ
れ
と
併
行
し
て

、

ト
・
ま
ず
―

o
o
h
a
程
度
の

パ
イ
ロ
ッ
ト

・
フ
ァ
ー
ム
を
設
囲

し
、

フ
ァ

ー

ム
内
の
道
路
、

か
ん
が
い
排
水
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
。

イ
ロ
ッ
ト
フ
ア
ー
ム
に
お
け
る
試
験
研
究
お
よ
び
背
及
活
動
を
通
じ
て

、

画
地
区
匠
お
け
る
栽
培

、

な
う
こ
と
。

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

。

¥1) ． 
ノ‘

ィ
口

ツ

• • 
貯
蔵
、

お
よ
び
調
整
技
術
等
の
改
菩
を
は
か
る
こ

● 

計

(2) ． 
ノ‘
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(3  4年 4月～ 4 5年 7月）

(1) 

• • 
調
査
お
よ
び
指
導
助
言
を
行
な
っ
た
。

計
画
の
概
要

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
は
国
内
の
食
糧
自
給
の
達
成
、

②

西

部

ジ

ャ

ワ

食

碩

増

産

協

力

業
協
会
か
ら

「
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
の
稲
作
」

と
し

て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

名
の
専
門
家
が
派
遣

さ
れ
、

イ

ン
ド

ネ
ジ
ア
の
稲
作
技
術
全
般
に
わ
た

つ
て

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
か
ら

ヵ
年
間

． 
小
島
一
政
氏
を
団
長
と
す
る
四

①

稲

作
技
術
の

勘

歪
お
よ
び
指
導
助
言
（
コ
ロ
ン
ポ
計
画
に
よ
る
）

こ
れ
ら
の
主
な
協
力
匠
つ
い
て
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

区
分 野 人数分

稲 作 4 

個
喪 蚕 1 

別

援 家 菩 2 

助 そ の 他 1 

小 計 8 

詢 稲 作 4 0 

プ 査
とうもろこし ， 

ロ

ジ 指 漁 業 1 2 

工 導 小 計 6 1 

ク
要 稲 作 5 

卜

協 とうもるこし 6 

力 漁 業 4 

員 小 計 1 5 

投資前甚礎調査 8 

F A 

゜
基金等 5 

ノE3 計 9 7 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
専
門
家
の
派
遣
は
昭
和
三
十
囮
年
か
ら
四
十
五
年

七
月
末
ま
で
に
九
七
名
匠
及
び

、

の
協
力
分
野
の
内
訳
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
時
の
調
査
報
告
は
国
際
箕
糧
農

米
の
輸
入
解
消
な

全
派
遣
数
の
六

・
八

％
を
占
め
て
い
る
a

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
専
門
家
の
派
這
実
改

イ

ン

ド

ネ

シ／

ァ

そ

- 6 -



(2) 

業
協
力
に
関
す
る
協
定
が
締
結

さ
れ

た
。

和
四
十
三
年
五
月
二
十
九
日
日
本

・

こ
の
協
定
匠
基
づ
玄
昭
和

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
国
政
府
の
間
で
農

す
る
協
力
に
つ
い
て
の
実
施
調
査
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
結
果
を
も
と
匹
昭

れ
、
約

五
週
間
に
わ
た
っ
て
イ

ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
の
森
業
重
点
施
策
に
対

発
協
力
事
業
の

日
褪
林
省
染
政
局
石
井
普
及
部
長
を
団
長
と
す
る
幽
名

の
調
査
団
が
約
三

週
間
匠
わ
た
っ
て

、
農
業
セ

ン
ク
ー
設
置
の
た
め
の

予
備
調
査
を
行
な
う

ち
出
さ
れ
た
。

こ
れ

を
も

と

匠

｀

一
環
と
し
て
、

昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
二
日
農
業
開

石
井
団
長
以
下
九
名
の
調
査
団
が
派
遣
さ

た
め
派
遣
さ
れ

、
詢
査
内
容
を
検
討
の
結
果

、
総
合
的
た
協
力
方
向
が
打

イ

ン
ド

ネ
ジ
ア
政
府
の
要
請
妃
も
と
づ
い
て
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十

技
術
協
刀
の
内
容

水
稲
種
子
生
産
計
画
た
ど
の
指
導
助
言

。

(0) (Bl (Al 

組
合
活
動
、

稲
の
生
産
技
術
、
農
業
槻
械
化

小
規
模
土
地
改
良
整
備

、
農
業
協
同

千
ヤ
ン
ジ
ュ
ー
ル
の
チ
ヘ
ア
雌
場
（
一
、

-
o

u

h
a
)
 
に
お
け
る
水

訓
練
計
画

、

ン
グ
農
業
総
局
技
術
局
農
檄
具
部
門
た
お
け
る
殷
業
機
械
化
に
関
す
る

ス
カ
マ
ン
デ
イ
国
営
農
場
お
よ
び
．
ジ
ャ
カ
ル
ク
郊
外
の
パ
ッ
サ
ル
、
‘
‘

ポ
ゴ
ー
ル
の
ム
ア
ラ
試
験
地
妃
お
け
る
水
稲
優
良
種
子
の
生
産
、

査
お
よ
び
普
及
計
画

、

す
な
わ
ち

わ
が
国
は
イ

ン
ド
ネ

ジ
ア

政
府
の
要
請
を
う
け
て
、

て
い
る
。

ど
を
目
椋
と
し
た
食
糧
増
産
述
動
の
一
環

と
し
て
ピ

マ
ス
計
画
を
推
進
し

る
開
発
計
画
の
推
進
に
協
力
す
る
た
め
昭
和
凶
十
三
年
五
月
か
ら
次
の
三

計
画
に
協
力
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

• • 

農
業
分
野
に
お
け

． 
検

-7 -



• • 力
要
詰
が

、
わ
が
国
匠
な
さ
れ
た
。

こ
れ
匠
応
じ

、

． ． 四十
五
年
―

0
月

に
よ
る
機
材
を
効
率
的
匠
活
用
す
み
た
め
の
土
地
基
盤
整
備
匹
関
す
る
協

二
十
五
万
ド
ル
相
当
分
を
投
入
す
る
計
画
を
含
む

K

R

四
十
三
年
度
妬
お
い
て
初
年
度
六
五

‘

も
妬

、
今
後
の
協
力
方
法
等
匠
つ
い
て
図
係
者
と
討
泰
す
る
た
め

、
農

林

省
九
州
祉
業
試
験
場
土
壌
肥
料
科
第
三
研
究
室
長
橋
本
秀
教
氏
を
団
長
と

す
る
巡
回
指
導
調
益
団
が
昭
和
囮
十
三
年
二
月
十
三
日
か
ら
三
月
五
日
ま

で
派
遣
さ
れ
た

。

な
お

、

て
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
、

害

、
西
加
菜
経
宮

、
農
業
土
木
面
匠
お
け
る
専
門
家
の
負
問
に
応
ず
る
と
と

ま
た
専
門
家
か
ら
の
要
請
匹
よ
り
稲
作
栽
培
匹
つ
い
て
土
壌
肥
料

、
病
虫

機
械

、
試
験
用
機
器
な
ど
の
機
材

が
供
与
さ
れ
た
。

二
五

、
六

0
五
千
円

、
第
三
年
度
分

七
一
六
千
円

、
第
二
年
度
分

三
二
二
千
円
相
当
の
農
業
用

本
技
術
協
力
の
成
果
を
現
地
匹
定
沼
さ
せ
る
た
め
の
一
助
と
し

上
記
チ
ヘ
ア
盗
椒
に
品
染
用
毀
椒
材

（
ケ
ネ
デ
ー

・
＿フ

ウ
ン
ド
）
食
心
援
助
協
定
が
両
国
蘭
で
締
結
さ
れ
た
。

さ
た
チ
ヘ
ア
地
区
匠
お
い
て
は
．
本
協
力
計
画
お
よ
び

K

R
食
粗
援
助

ま
た

、
食
祖
増
産
計
画
の
指
導
普
及
妃
つ
い
て
の
協
力
の
た
め

、

晨

業

機

械

各

務

威

夫

国
際
協
力
課
協
力
官

静
岡
県
孜
官

変
知
県
技
師

煤

業

機

械

芳

賀

――男

元
殷
政
局
肥
科
機
様
課

種

子

検

査

訓

練

関

正
次

極

子

検

査

訓

練

船

田

正

明

団

長

菅

生

恐

馬

元
変
知
県
殷
業
稔
合
試

西
部
・
ジ
ャ
ヮ
食
糧
増
産
技
術
協
刀
団

れ
た

。

四
十
三
年
九
月
五
日

、

（
五
名
）

昭
和

左
記
の

専
門
家
五
名

が
イ
ン
ド
不
シ
ア

ヘ
派
遣
さ

二
年
九
カ
月

二
年
九
カ
月

二
年
九
ヵ
月

二
年
七
ヵ
月

二
年
八
ヵ
月

-8 -



インド ネ、ンア 西 部ジ ャ ワ食糧 増産プロジェクト位樅図

ジャ ワ島

n廿
↓

安

丸

国

勝

美

谷

島

克

彦

JI I 

口

武

高

橋

洋

米

原

宏

田

村

文

雄

津

川

安

正

藤

岡

正

滴

逍
さ

れ

、

土
地
基
遠
整
備
の
調
査

が
行

わ
れ
た

。

（
前

半

）

、
裟
業
協
力
部

長
坂
本
正

そ
の
団
員
は

（
後

半

）

以
下
十
名

の
調
査
団
が
派

二
十
八
日
よ
り
十
二
月
二
十
六
日

ま
で

• • 

O

T

C

A

理
事
吉
原
平
二

郎

． 
-9-
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③ 

• • 
流
通
改
善

清

水

俊

夫

全

賂

連

企
画
調

笹

安

田

主

計

団

長

品

質

管

理

小

室

英

東
部

・
ン
ャ
ワ

三
年

三
年
O
T

C

A

 

二
年
民
間

メ
ー
ズ
関
発
協
力
技
術
団

長
妃
つ
い
て
も
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

ha
に
拡
大
さ
れ

、

東
部
・
ッ
ャ
ワ
匹
お
け
る
と
う
も
ろ
こ
し
院
発
匠
協
力
す
る
た
め
昭
和

囮
十

二
年
十
一
月
匠

実
施
調
森
が
行

わ
れ

、
合
惹
話
事
録
匠
も
と
す
ぎ

本
計
画
は
東
部
・
ジ
ャ
ヮ
州
栽
業
群
及
局
の
直
轄
事
業
で

、
渋
家
と
の
契
約
栽

培
方
式
に
よ
っ
て
と
う
も
る

こ
し
しの
開
発
を
は
か
つ
て
い
る
。

日
本
側
は
専
門
家
匠
よ
る
栽
培
技
術
の
確
立
と
晋
及

、

晟
莱
協
同
組
合
の
育
成
等
に
つ
い
て
指
導
を
行
い

、

機
材
の
供
与

を
行
っ
て
い
る
。

．．
 計

画

の

初

年

度

(
-
九
六
八

／
六

九
年
）

・̀

 

↓、

総
生
産
量
一

輸
出
し
た
。
第
二
年
度
は

． 
こ

の
う
ち
二
六
O
M
T
を
対
日

（一

九
六
九
／
七
〇

年
）
は
栽
培
面
積
四

｀
―
―
―

七

0
年

五

月

た
五

O

O

M
T
を
対
日

輸
出

し

、
八
月
匹
は

引
ぎ
続
含
六

O

O
M
T
が
対
日
翰
出
さ
れ
た

り
第
三
年
度
は
さ
ら
に
一
万

ha

程
度
の
展
開
を
予
想

し
て
お
り

、
再
門
家
の
増
員
や
組

織
の
拡
充
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら

た
本
計
画
の
励
力
期
間

一
八
O

M

T
の
実
絨
を
上
げ

、

（
当
初

三

ヵ
年
間
）

（
海
外
貨
物
検
査
k

k

)

の
延

に
は
契
約
栽
培
面
板
六
八
二

ha

品
種
の
改
善
保
全

四
十
三
年
・西
月
か
ら
六
名
の
再
門
家
が
派
遣
さ
れ
、

東
部
ジ

ャ
パ
の
ト
ワ

P

ロ
コ
シ
開
発
協
力

こ
れ
に
対
し

ま
た
計
画
に
必
要
な
資

協
力
が
開
始
さ
れ
た
。

——• 1 U -



⑥ 
¥1) 

さ
せ

、

ジ
ャ
ヮ
島
を
中
心
妬
食

年
増
加
率

（一

九
五
三

ー
六
七
）

ロ
ッ
ト
事
業
設
立
花
つ
い
て

イ
ン
ド

ネ

ジ
ア

政
府
か
ら
日
本
政
府
に

対

し

落
手
し

た

ジ
ア

開
発
銀
行

(
A
D
B
)
 

地
調
査
を
行
な
い
翌
年
融
資
が
決
定
し

た
。
本
計
画
の
一
環
と
し

て
．ハ
イ

て
協
力
の
要
請
が
あ
り
、
こ
の
た
め
の
予
備
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
毎
年
五

O
)
1
0
0
万
t
の
米
を
輸
出
し
て
い
る
う

え
、
総
人
口
の
七

0
佑
が
集
中
し
て
い
る
ジ
ャ

ワ
に

．お
け
る
米
の
生
産
の

ぎ
な

い
。

は
、
平
均
で
わ
ず
か

0
・
ニ
五
佑
匠
過

イ
ン
ド
ネ
ッ
ァ
政
府
は

、
一

九
六
三
年
に
ピ

マ
ス
計
画
を
発
足

自
給
然
団
指
導
を
進
め
て
い
る
c

さ
ら

妬
融
貸
申
請
を
行
た
い

、
同
年
A
D
B
は
現

一
九

六
八
年
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
は
本
計
画
に
つ
い
て
、

ス
県
の
ク
ジ
ュ
ム
地
区
の
か
ん
が
い
計
画

六
o

o

h
a
)

計
画
の
概
要

中
部
ジ
ャ
ワ

．
タ
ジ
ュ
ム

母
業
開
発
協
力

流
通

改

善

消

水

俊

夫

全

購

連

生

産

技

術

森

田

正

清

生

産

技

術

坂

本

治

彦

生
産
技
術

• • 
福
里
藤
三
郎

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
は
一
九
六
五
年
八
月
か
ら
中
部
・
ン
ヤ
ワ
バ
ニ
ュ
マ

（三

．

生

産

技

術

菅

仁
吉

生

産

技

術

山

崎

俊

次

元
カ

ン
ポ
ジ
ア
派
遣
晨
檄
具
専
門
家

元
カ
ン
ポ
ジ
ア
派
遣
専
門
家

一
年

二
年
四
カ
月

（
先

般
帰
国
）

元
大
分
県
盛
業
技
術
セ

ン
ク
ー

民

間

二
年

二
年
四
カ
月
（
先
般
帰
国
）

元
北
海
道
立
中
央
農
試 ． 

ア

の
工
事
匹

-1 1 -



!2) 

① 

• • の
謝
査
。

画
五

ヵ
年
内
匹
米
を
五

〇

％
増
産
し

、

中
に
入
っ
て
お
り

、

も
と
づ
ぎ

、

る
こ

と
と

な
っ
た
u

の
融
資
対
象
匹
予
定
さ
れ
て
い
る
の
ね

、

コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ

・
サ
ー
ピ
ス
の
二
四
万

u
s
＄

お
よ

び
予
伽
費
の
九

技
術
協
力
の
内
谷

備
状
況

、

昭
和
四
十
五
年
二
月
か
ら

視
行
の
疫
業
経
営

｀
営
燥
技
術

、

予
備
調
査
団
の
調
壺
内
容
検
討
の
結
果

、

． 
晟
民
組
織
等
妃

つ
い
て

日

そ

の

他

ペ

イ

ロ

ッ

ト

地

区

の

か

ん

が

い

。

排

水

施

設

や

巖

道

の

拒

（口＼

‘’ 

ク

規
模
の
決
定

（イ）

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
位
樅
の
選
定

さ
れ

、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
が
成
さ
れ

た
。

志
東
大
名
誉
教
授
を
団
長

と
し
て

予
備
調
査
団
五
名
が

ー
カ
月
間
派
遣

計
画
に
対
す
る
技
術
協
力
調
爺
の

た
め
、
昭
和
因
十
四
年
十
月
福
田
仁

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
政
府
の
要
請
匠
も
と
づ
ぎ

、

バ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

万

o
s
＄
で
あ
る
。

建
設
機
材
の
六
六
万
U
S
＄

と

ク
ジ
ム
か
ん
が
い
計
画
の
事
業
内
谷
お
よ
び
所
要
経
毀
の
う
ち
A
D
B

こ

の
地
城
に
．
ハ
イ

ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
約
ニ

ニ
o
h
a

を
設
置

す

わ
が
国
は

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
要
訥
苓
よ
び
A
D
B
と

の
協
話
に

共
事
業
省
の
水
資
源
稔
局
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
任
任
を
も
つ
て
い
る
。

食
糧
増
産
計
画
の
一
翼
を

に
た
う
も

の
で

あ
り

、
公

ク
ジ
ム
か
ん
が

い
計
画
は

こ
の
経
済
開
発
五
ヵ
年
計
画
の
特
別
計
画
の

米
の
増
産
を
最
優
先
と

し
て
と

り
あ
げ
て
い
る
。

お
り

、
し
た

が
つ
て
炭
業
開
発
の

う
ち

、
と
く
に

か
ん
が
い
事
菜
匹
よ
る

食
税
自
給
の
達
成
を
目
椋
と
し
て

匠
一
九
六
九
年
四
月
か
ら
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
を
実
施
し
て
お
り
、
計

-1 2 -



ク、ジ ュム かんがい計画の事業費

ユ

ム

約

一

（ 単位 us $) 

・

パ

イ

ロ

ッ

ト

計

画

に

関

す

る

協

定

」

が

調

印

さ

れ

た

の

で

、

近
く

R

昭

和

四

十

六

年

二

月

十

六

日

、

ヵ

月

間

に

わ

た

っ

て

、

を
団
長

、
後
半
坂
本
正
氏

(
O

T

C

A

農
業
協
力
部
長
）

を
団
長

と
し

て

十
名
か

ら
な
る
実
施
設
計
調
査
団
を
派
遣

し
、

実
施
設
計
報
告
書
を

と

り

イ

ン

ド

ネ

ン

ア

政

府

と

の

間

で

「
ク

ジ

ま

と

め

る

と

と

も

た

合

意

議

事

録

が

作

成

さ

れ

た

。

前

半

田

所

氏

（
擬
林
雀
晨
政
局
普
及
部
長
）

項 目 外 貨 現地通貨 計 備 考

頭 首 I 203.600 203,600 

喜雙貸賢盆 1, 2 9 3. 5 D D 1, 2 9 3. 5 0 0 

分 水 根 構 4 1 5, 2 0 0 4 1 5,2 0 0 

雑 費 190,200 190,200 

0 0 

予 備 費 90,000 413.500 503.500 

建 舌n几又 機 材 6 6 0, D D D 660,IJOO 

コンサ ルティ ン 2 4 0,0 0 J 2 4 0, 0 0 0 
グ ・サ ー ビス

（小 計 ）
※ 2. 5 1 6. D O 0 3. 5 0 6.0 0 0 ※ 融 資

9 9 0, 0 0 0 

パイロット 計画
※※ 5 0, 0 0 0 2 7 5,0 0 0 ※※  援助

2 2 5,0 0 0 

A ロ 計 1, 2 1 5, 0 0 0 2. 5 6 6, D O 0 3. 7 8 1, 0 0 0 

． ． 

． 
-1 5 -



• • 
1 

｀ ` 
.、

じ
め
畑
作
の
改
良

、
ヽ； • 

I ,.. 

,. 

． 

農
家
の
経
営
改

年3
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

機
材
を
供
与

し
、
約
三
年
間
の
協
力
が
行
わ
れ
る
。
水
稲
二
期
作
を
は

ノ

イ

ロ

ッ

ト

・

.‘
 専
門
羹
（
の
派
遣

フ
マ
ー
ム
地
区
紀
は
五

名
程
度
の
導
門
家
の
派
追

と
資

所
要
淑
械
の
供
与
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

-1 4 -
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⑦
 し

、

• • 
と
コ
ス
ゴ
ロ
の
合
弁
会
社
、
ヽ
ヽ
ツ
ゴ

雨

ス
マ
ト
ラ

。
ラ
ン

ポ

ン
地

域
開
発

の
曲
き

そ
の
結
果
に
つ
い
て
合

意
議
事
録
を
作
成

、

． 

ロ
が
と
う
も
ろ
こ
し
開
発
を
は
じ
め

、

前
記
事
業
内
容
に
つ
い
て
調
祉

‘

調
印
し
て
帰
国
じ

、

理
昆
虫
部
長
を

団
長

と
す
る

六
名
の
農
業
研
究
協
刀
実
施
調
査
団

が
、

な

お

高
級
導
門
家

（
コ
ン
サ
ル
ク
ン
ト
）

研
修
生
受
入
れ

c
 
専
門
家
派
遣
匹
名
程
度
以
上

b
 

に
対
し
て
実
施
す
る
。

協
力
は
R
A
s
e
a
r
c
h
0
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
ori 

C
r
o
p
s
と
総
称

し
、

主
た
る
協
力
対
象
は
作
物
保
設
と
し

、

栄
密
生
理

、

協
力
期
間
は
五
年

研
究
資
材
供
与

昭
和
囮
十
五
年
二
月
二
十
六
日
農
林
省
盈
業
技
術
研
究
所
岩
田
病

二
十
八
日
間
の
日
程
で
派
遣
さ
れ

、

（
ポ
ゴ
ー
IV

旺
在
）

両
国
間
で
協
定
の
作
成
作
業
中
で
あ
る
。

の
短
期
派
逍

南
ス
マ
ト
ラ
の
ラ

ン
ポ
ン
地
城
開
発
は
昭
和
四
十
四
年
暮
か
ら
三
井
物
産

き
い
成
果
を
含
げ
て
い
る
。
詳
細
は
本
ニ
ュ

ー

ス
池
十
四
匠
報
じ
た
と
お
り

生
理
病

、

ウ
イ
ル
ス
病

a 

図
連
分
野
は
施
肥

発
生
予
察
等

F
o
つ
d

P
1,a
n
-c 

以
下
の
内
容
妬
よ
り
実
施
す
る
。

P
r
o
 t
e
e
 t
i
o
n
 o
n
 

I 
.Jレ

ヽ
イ
ン
ド
ネ
ッ
ア
に
対
す
る
染
業
研
究
協
力
は
中
央
炭
業
研
究
所

イ
ン
ド
ネ
ッ
ァ
政
府
と
合
惹
に
逹
し
た
内
容
は

、

凶
名
の
研
究
協
力
予
伽
調
途
団
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た
。

四
十
四
年
九

月

か
ら
十
月
陀
か
け

、
星
出
暁
農
林
省
熱
帯
農
研
室
長
以
下

⑤

中
央
溢
業
研
究

所

（
ポ

ゴ
ー
ル

）
に
対
す
る

研
究

協
力

大
目
下
検
討

作
物
の ＾ ボコ・
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は
P
N
P
す
な
わ
ち
国
有
ェ
ス
テ

ー
ト
血
1
0
が
あ
り

、

こ
れ
に

対
す
る
協
力

の
熱
帯
氷
年
作
物
が
と
り
あ
げ

ら
れ

る
こ
と
は

必
至
で
あ
る
。

ら
'
0

ラ
ン
ボ
ン
の

当
面
の
作
物
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
ジ
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て

も

、

将
来
は
各
種

ラ

ン
ポ

ン
に

今
夏

奢

た
り

、
実
施
調
査
団
が
送
ら
れ
る
も
の

と
思

ロ
種
よ
り
も

、

と
し
よ
う
。

さ
ら
に

増
収
し

、

か

つ
ペ
ト
病
匹

強

い

品

種

の

育

成

を

必

要

は
ま

た
ペ
ト
病
に
汚
染
さ

れ
て
な
い

が

種
子
の
増
殖

、
配
布
な
ど
を
行
う
こ
と
を
計

画

し
て
い

み
。

ラ

ン
ポ
ン
地
城

将
来
は
現
た
作

ら
れ
て

い
る
メ

ト

と
し
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
の
育
種

や

栽
培
法
の
研
究

、
普
及
員
や
農
民
の
訓
練
、

セ
ン
タ
ー
の
予
定
地
は

テ
ギ
ネ
ナ
ン
に
あ
る
現

在
の

ジ
ー
ド

ロ
コ
シ

率
の
大
含

い
こ
と
、

輸
迭
道
が
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
な
ど
で

、

が
い
ち
ば
ん
地
力
の
あ
る
こ
と
、
農
家
の
耕
地
面

秋

が

広

い
こ
と
、

ジ
お
よ

び
ラ

ン
ポ

ン
の
一
＝
地
域
を
調
査

し
た

が
、

中
部

・ジ

ャ
ワ

、

結
論
と
し
て

｀

・
セ
ン
ク
ー

を
つ
く
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

・
フ

ア
ー
ム

ト
ウ
モ

商
品
化

ラ

ン

ポ
ン

O
•

T
•

O
•

A
の
調
査
団
は
予
備

調
査
で
あ
っ
た
が

ス
ラ
ペ

多
弘
保
氏
、

訪
ね
て
い
る
。
大
蔵
省
か
ら
伊
神
英

一
郎
氏
等
の
調
査
団
が
ラ

ン
ポ

ン
地

域

を

幸
夫
氏

マ
ジ
ア
貿
易
開
発
協
会
か

ら
本

名
の
調
査
団
が
ラ

ン
ポ

ン
を
訪
ね
た
。

て
い
る

。

た
。

で
あ
る

。

西
中
啓
二
氏
、

• • 
玉
敏
夫
氏
等
｀ ま
た
去
る
一
一
月
末
農
林
省
か
ら
大
晶

ま
た
近
く

ラ
ン
ポ
ン
の
コ

ク
プ
、
、、

の
東

プ

ラ

ン
バ

ン
ガ
ン
村
で
伊
藤

忠
商

ラ
ン
ポ
ン
を
中
心
と
す
る
民
間

や
政
府
ペ
ー
ス
の
調
査
団
が
引
き
つ
つ
い

四

十

四

年

十

二

月

O
・T
.
C
,
A
か
ら
浦
野
啓
司
氏
を
団
長

と
す
る
六

事
が
ダ
ヤ
カ
リ
ア
と
合
弁
で
と
う
も
る
こ
し
開
発
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ

． 
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港
湾

• • 団
員

寺

本

義

男

吉

JI! 

淳

団

長

細

田

和

男

年

三
月
ー

四
月
妃
か
け
約

ハ
リ
ト
河
総
合
開
発
は
き
わ
め
て
大
規
模
た
開
発
で
あ
る
た
め

の
利
用
匠
は
ま
だ
手
が
つ
か
ず

、
食
温
の
自
給
さ
え

で
き
な

S

状
況
で
あ
：
hノ

九

0
0億
ト
ン
、

頚
源
は
石
油

、
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
、

内
陸
水
路

、

め

て
不
備
で
あ
る
。

調
査
団
の
編
成
は

ha
、
森
林
資
源

二
、

（
社
会

、

道
路

、
通
信
な
ど
ィ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
も
き
わ

い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
う
必
要
が
あ
り

、
予
備
調
査
は
囮

十

五

ヵ
月
間
行

わ
れ
、

十
一
月

の
ニ

カ
月
間

実
施
さ

れ

、

経
済
）

． 

目

下
調

査
計
画
害
の
作
成
中

で
あ

る
。

（
地
城
開

発
）

本
調
査

は
同
年
九
月
か
ら

砂
命
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

、
調
査
も

こ
れ
ら

二

0
0
、

0
0
0
ha
、
畜
栢
誠
二
八
六
百
万
叩
、

鉱
物

牒
地

と
し

て
利
用

し
う

る
土
地
が
約
二
、

二

0
0
、
0
0
0

ハ
リ
、卜
河

流
城
は
五
七

、

0
0
0
血
に

及
ぷ

と
い
わ
れ
、

年
間
流
水
誠
は

水
調
節

、
国
水
力

発
窺
開
発

、
囮
港
湾
水
路
の
開

発

た
ど
を
ふ

く
む

総
合
的

プ
地
域
の
煤
地

拘
発

、

な
も
の
で
あ
る
。

c
l
鉱
物

源
の
開
発

｀
ゆ
森

林

源
の
固
発

、

し
て
き
た
。
要
請
の
内

容
は

国
か
ん
が
い
匠
よ
る
炭
莱
開
発
、
閲
ス
ワ
ン

カ
リ
マ
ン
ク

ン
の

バ
リ
ト

河
流
城
の
開
発
計
画
匹

つ
い

て
技
術
協
力
を
要
請

イ

ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
は
一
九
六
七
年
ご
ろ
か
ら

、

り
あ
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

も
考
え
ら
れ

、
合
せ
て

、

回
洪

わ
が
国
妬
た
い
し

、

⑥

カ
リ
マ
ン

タ
ン
の
パ
リ
ト
河
流
域
総
合
開
発
計
画
糾

歪

南

南
ス
マ
ト
ラ
に
対
す
る
日
本
の
関
心
が
か
な
り
盛

-1 8 -



ン
の
作
成
で
あ
る
。
今
後

、

れ
る

は
ず
で
あ
る
。

地
形
図
作
成

、
水
文
観
測

、

• • 
な
お
い
く
つ
か
の
段
階
の
調
査
が
逐
次
進
め
ら

土
壌
調
査
な
ど
の

実
施

と
開
発
マ
ス
ク

ー
プ
ラ

予
想
さ

れ
る
諸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
図
の
と
お
り
で
あ
る
が

、
次
の
段
階
は

育

木

義

明

渡

辺
水

瀬

幸

坂

口

正

木

村

克

彦

武

．
田

千

ー・葉

山

口

南 尾

雲 ．崎

（
干
拓

、
排
水
）

（
土
壌

、
作
物
）

（
森
林
資
源
）

（
鉱
物
資
源
）

（
港
湾
迪
輸
）

清

（
か
ん
が
い
）

穣 登 明

（
河
川

、
水
文
）

幸

男

（
地
図
作
成
）

（
ダ
ム
•

発
電
）

（
農
業
経
済
）

． 
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地
条
件
等
を
比
較
の
う
え
で
開
発
順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
お
り

、

フ
ィ
ー
・
ン
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
技
術
協
力

で
行
た
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の

助
資
金
の

わ
が
固
の
対
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
援
助
の

一
環
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援

⑪ 
ル
、
合
計
一
、

0
0
0
万
ド
ル
に
相
当
す
る
米
を
供
与
す
る
よ
う
決
定
を
み

、

し
開
発
計
画
お

よ
び
イ
ン
ド
ネ
ツ

ァ
政
府
が
実
施
中
の
三
栢
子
セ

ン
タ
ー
、

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使
用
さ
れ
た
。

ネ
シ
ア
の
米
と
と
う
も
ろ
こ
し
増
産
計
画
お
よ
び
植
物
防
除
計
画
に
使
用
さ

一
九
七

0
年
匠
は

、

実
施
さ
れ
た
。

漁
業
娠
呉
計
画
調
査

一
部
を
漁
業
振
興
計
画
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

、

七
月
に
調
査
団
を
派
遣
し
た
。

し
て
四
ヵ
所
を
挙
げ
て
お
り
、

な
う
こ
と
匠
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の

四
十
五
年
七

イ

ン
ド
ネ
ツ
ア
側
は
本
計
画
の
対
象
地
区
と

調
査
団
は
囮
力
所
の
漁
業
基
地
と
し
て
の
立

調
査
結
果
に
基
ず
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援
助
資
金
た
よ
る
本
計
画
の
実
施
を
行

ク
イ
米
七

0
0
万
ド
ル
お
よ
び
日
本
米
三

0
0
万
ド

れ
た

。

よ
び
染
業
物
資
百
万
ド
ル
を
供
与
し
た
。

こ
の
う
ち
農
業
物
資
は

｀

東
部
・
ッ
ャ
ワ

と
う
も
ろ
こ

こ
の
う
ち
農
業
物
資
は
、

ィ
ン

ド

一
九
六
九
年
た
は

、

タ
イ
米
四
五

0
万
ド
ル

、

日
本
米
四
五

0
万
ド
ル
お

施
肥
効
果
展
示
プ

協
力
を
実
施
中
の
西
部
・
ジ
ャ
ヮ
食
糧
増
産
計
画

、

業
物
資
百
万
ド
ル
を
供
与
し
た
。

わ
が
国
が
技
術

一
九

六
八
年
匠
は

、

⑨

食

積

援

助 • • 
タ
イ
米
三
百
万
ド
ル

、

日
本
米
百
万
2
.

ル
お
よ
び
殷

． 
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• • 
ベ

的
指
導
の
た
め
北
村
純
一
氏

き
萩
含
公
共

の
各
顧
問
の
派
遣
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
で

あ`
り

、

十
一
月
派
遣
さ
れ
た
。

（
海
外
技
術
協
力
官
）

． 
が
二
年
の
期
限
で
昨
年

か
ん
が
い
事
業
の
全
般

業
省
妬
対
し
か
ん
が
い

、
治
水

、
砂
防

、
河
川
し
ゅ
ん
せ
つ

国
家
計
画
庁
匠
経
済
顧
問
と
し
て
馬
場
考
一
氏
が
派
逍
さ
れ
て
い
る
が

、
引

シ
ア
政
府
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
お
り

、
す
で
匠

カ
（
資
金
お
よ
び
技
術
協
力
）

を
S

つ
そ
う
効
呆
的
に
す
る
た
め
イ

ン
ド
ネ

最
近
の
わ
が
国
の
対
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
経
済
協
力
の
拡
大
に
伴

い、

経
済
協

⑪

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
ヘ
ア
ド
パ
イ
サ
ー
の
派
遣

-22-



(2) (1) マ

つ
つ

あ
る
が

、

こ
れ
に
と
も
な
い
労
働
力
の
不
足
が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。

マ
レ
イ
シ
ア
で
は
現
在
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
に
よ
り
ム
ダ
河
か
ん
が
い
計

マ
レ
イ
シ
ア
に
お
け
る

染
業
棧
被
化
協
力

マ
両
国
政
府
間
に
締
結
さ
れ
た
円
借
款
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が

、

工
事
は
ま

い
、
実
施
設
計
書
を
ま

と

め
た
。

こ
の
建
設
費
の
一
部
は
昭
和
四
十
一
年
日

四
十
三
年
四
月
か
ら

一
ヵ
月
間
調
査
団
を
派
遣
し

、

よ
び
経
済
的
可
能
性

に
つ
い

て
の
調
査
を
実
施

し

た
。
す
な
わ

ち
、

昭
和

よ

っ
て
の
交
通
改
善
な
ど
で
あ
る
。
わ
が
国
政
府
は

こ
の
計
画
の
技
術
的
お

ー

ル
に
お
よ
ぷ
既
耕
地
の
排
水
改
良
お
よ
び
塩
害
防
止

、
③
工
業
用
水
の
確

の
干
拓
紀
よ
る
七

0
0
ヘ
ク
ク

ー

ル
の
新
田
開

発
、
②
三

、

の

自

給

率

六

〇

劣

）

匠
、

防
潮
水
門
お
よ
び
蹄
切
ダ
ム
の
建
設
匠
よ
り

、
①
沼
沢
地

そ
の
重
点
政
策
と
し
て

米
の
増
産
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が

、

下
流
部
は
工
業
地
帯
に
属
し

て
い
る
。

ツ
ア
政
府
の
第

一
次
五
ヵ
年
計
画

計
画
の
目
的
は

、

作
、

こ
の
プ

ラ
イ
河
匹
沿
う
沼
沢
地
を
開
発
し

、
水
田
を

造
成
す
る

こ
と
に
対
し
て
技
術
協
力
の
要
請
が
わ
か
国
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。

保
、
④
防
潮
水
門
お

よ
び
締
切
ダ
ム
の
頂
部
を
橋

と
し

て
利
用
す
る

こ
と

匠

だ
開
始
さ

れ

て
い
な

い
。

実
施
設
計
調
査
を
行
な

画
や
プ
ラ
イ
河
排
水
干
拓
計
画
な
ど
が
推
進
さ
れ

、
水
田
面
積
が
拡
張
さ
れ

ヘ
ク

ク
ー
ル

の
沼
沢
地
は
同
国

唯

（

一

九

六

六

l
七

0
)

の
未
利
用

土
地
資
源

で
あ
る
。

プ
ラ

イ
河
は

マ
レ
イ

シ
ア
北
部
に
位
置

し、

マ
レ
イ
シ
ア
の
プ
ラ
イ
河
排
＊
干
拓
計
画

レ • • 
シ

ア

プ
ラ
イ
河

に
沿
う

一、

0
0
0

に
み

ら
れ

る
よ

う

四

0
0
ヘ
ク
ク

． 
（

米

マ
レ
イ

上

・
中
流
部
は
水
田
の
二

期
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， 
＼ ，日 ，

併
任
）

旺
在
）

• • が
駐
在
さ

れ

て
い
る
。

（
熱
帯
農
研
）

． 

お
よ
び
西
尾
敏
彦
氏
（

コ
ウ
ノ
巣
農
事
試
験
場

と
熱
帯
農
研

が
四
十
囮
年
春
よ
り
行
か
れ

、
プ
キ
メ
ラ
稲
作
試
験
場
匠
橘
高
昭
氏

ま
た
マ
レ
ー
ジ
ア

ヘ
は
熱
帯
農
妍
か
ら
林
尭
氏

（
か
ん
が
い
ア
ラ
ス
ク

ー

矢

追

秀

敏

枝

浩

わ
が
国
は

、

こ
れ

ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

、
水
田
の
機
椋
化
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

マ
レ

ー

ツ
ァ
政
府
の
要
請
に
よ
り

、

二
期
作
化
に
ど
も
な
う
機
械
化
訓
練
計
画
匠
協
力
す
る
方
針
を
定
め
た
。

ダ
河
と
プ
ラ
イ
河
の
中
間
厄
あ
る
プ

ン
ポ
リ
マ
の
農
学
佼

に
お
い
て

普
及
員
の
訓
練
や
指
導
的

農
民
の
訓
練
を
行
う
方
針
を
定
め

、

の
供
与
を
計
画
し
た
。

昭

和

山

十

西

年

十

一

月

O

T
C

A
坂
本
農
業
協
力
部

専
門
家
の
出
発
は
去
る
三
月
八
日
で
左
の
二
名
の
農
機
具
専
門
家
で
あ
る
。

農
林
省
農
業
技
術
会
議
副
研
究
管
理
管

国
間
に
協
定
が
成
立
し
た
。

（
二
年
一

0
ヵ
月
）

O
T
C
A
茨
城
国
際
農
業
研
修
セ

ン
ク
ー
職

員

（
二
年
十
ヵ
月
）

長
に
よ
る
現
地
折
衝
の
結
果
ほ
ぽ
意
見
の
一
致
を
見

四
十

五
年
十
二
月
両

の
た
め
導
門
家
の
派
遣
と
五

、

一
九
九
万
円
妃
お
よ
ぶ
機
械
化
訓
練
用
機
材 そ

（
農
業
省
所
管
）
ム

調
査
を
実
施
し

、
昭
和
四
十
三
年
六
月
の
実
施
調
査
匹
よ
り
主
と
し
て
水
稲

機
械
化
に
関
す
る
予
備

-2 4 -
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ク

• • 
経

済

朋

発

、

民

生

安

定

を

は

か

る

た

め

、

あ

る

。

お

け

る

接

蚕

業

は

換

金

農

莱

と

し

て

含

わ

め

て

有

利

た

も

の

に

な

り

つ

つ

を

博

し

、

輪

出

は

い

ち

じ

る

し

く

頻

調

な

伸

び

を

示

し

て

益

り

、

し

か

し

タ

イ

査

蚕

閑

発

協

力

事

業

ク

イ

政

府

は

、

特

に

こ

の

五

ヵ

年

計

画

で

は

、

な

っ

て

お

り

、

特

定

地

域

閉

発

計

画

の

一

環

と

し

て

も

き

わ

め

て

董

要

祝

さ

れ

て

同

地

方

は

、

給

自

足

経

済

を

営

ん

で

い

る

。

ク

イ

の

投

蚕

は

｀

の

大

半

は

自

家

泊

費

に

つ

き

る

現

状

尻

あ

る

。

こ

の

た

め

、

り

進

め

る

こ

と

と

し

、

こ

の

開

発

協

力

事

業

の

大

網

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

農

家

と

も

規

模

は

小

さ

く

、

技

術

は

き

わ

め

て

稚

拙

で

、

収

穫

し

た

ま

ゅ

降

雨

が

少

な

い

上

、

い

る

。

発

は

、

計

画

を

鋭

意

実

行

中

で

あ

る

。

一

九

六

六

）

①

計

画

概

要

①
 

イ

● • 

わ

が

国

の

協

力

を

要

請

し

て

き

た

。

蓑

蚕

開

発

政

策

を

祐

極

的

妬

と

ク

イ

政

府

は

自

国

の

貿

易

条

件

の

改

善

と

東

北

部

タ

イ

の

タ

イ

に

一

方

ク

イ

ジ

ル

ク

の

評

価

は

、

近

年

各

国

で

爆

発

的

な

人

気

こ

の

東

北

部

で

主

と

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

が

、

各

地
味
柑

で

、

住

民

の

大

半

は

米

を

中

心

と

し

た

自

ラ

オ

ス

‘
カ

ン

ボ

デ

イ

ア

と

国

境

を

接

し

、

自

然

条

件

は

こ

の

う

ち

岐

も

開

発

の

お

く

れ

て

い

る

東

北

部

の

批

業

開

に

引

続

い

て

、

農

業

閉

発

計

画

が

重

点

課

題

の

第

一

次

経

済

開

発

六

ヵ

年

計

画

（

一

九

ナ

一

ー

つ

と

一

九

六

七

年

か

ら

第

二

次

経

済

団

発

五

ヵ

年

-26-



、一

!2) 
②
)
 詳

細
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
と
同
時
妃

、
こ
の

事
業
に
対
す
る
わ
が

さ
れ
た

。
同
調
査
団
は
東

北
部
ク

イ
の
各
地
を
調
雀

し
、
事
業
計
画
の

大
村
園
士
を
団
長
と
す
る
ク
イ
国
養
蚕
開
発
協
力
実
施
諷
査
団
が
派
遣

こ
の
た
め

、
引
続
き
昭
和
四
十
四
年
二
月

｀
日
本
蚕
糸
事
莱
団
監
串

の
事
業
匠
対
す
る
熱
心
な
協
力
要
請
を
伝
え
て
き
た
。

い
も

の
で
あ

る
こ
と

を
明

ら

か
妃
す
る
と
と
も
妬

、

ク
イ
関
係
者
の
こ

な
い、

こ
の

協
力
事
業
が

、

ク
イ
農
業

の
発
展
匹
合

わ

め
て
効
率
の
高

イ
農
業
開
発
協
力
巷
礎
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
同
調
蚕
団
は

、
稲
作

①

昭

和

四

十

三

年

七

月

、
農
林
省
石
倉
研
究
参
事
官
を
団
長
と
す
る
ク

農
民
レ

ペ
ル
で

の
適
応

と
一

層
の
進
展
の
た
め

、

ト
集
落
を
選
定

し
、

稚
蚕
の
共
同
飼
育
な
ど
を
中
軸
と
す
る
新
し
い
技

て
育
成
す
る
。

以
上
の
計
画
に
協
力
す
る
た
め

、

技
術
協
力
の
内

容

灌
漑

と
並
ん
で

、
養
蚕
協
力
匠

関

す
る

基
礎
調
査
を
璽
点
的

陀
と
り
行

る
専
門
家
を
派
遣
す

る
と
と
も
に

、
必
要
と
認
め

る
槻
‘
凶
を
供
与
す
る
。

わ
が
国
は
そ
の
指
導

と
助
言
に
あ
た

2

術
体
系
の
も

と
匠
浪
密
た
指
導
を
行
な
い

、
将
来
の
普
及
の
中
核

と
し

―
―
ヵ
所
の
パ
イ

ロ
ッ

⑥
 
こ

の
セ

ン
ク
ー
お
よ
び
支
場
で
開
発
さ

れ
訓
練
さ
れ
た
新
技
術
の

、

の
既
設
蚕
業
試
験
場
を
改
組
し

、
施
設
の
し
歪
備
拡
充
を

は
か
る
。

普
及
員
の
教
育
訓
練
の
た

め
、

新

し
い

技
術
の
地
城
適
応
試
験
を
行
た

い、

あ
わ

せ
て
各
地
方
の

農
民

、

同
上
セ
ン
ク
ー
の
支
場

と
し

て
三
ヵ
所

②
 
こ
の
セ
ン
ク

ー
で
開
発

さ
れ
た
蚕
桑

肋
品
種
の
増
殖

と
確
立
さ

れ
た

行
な
う
と
と
も
に
會

訓
練
セ

ン
タ
ー
を
東
北
部
ク
イ
の
中
心
地
で
奇
る
コ
ラ

ー
ト
に

設
け
る
。

技
術
者
の
教
育
訓
練
を
行
な

う
た
め
、

① 

ク
イ
国
接
蚕
業
の
飛
躍
的
な

発
展
の

た
め
、
新

し
い

技
術
の
開
発
を

． ． 

． 
中
央
研
究



• • プ

1

J
V
建
設

ケ
ナ
フ
の
品
質
改
善
（
収
穫
）

、
仕

上
げ

の
機
械

化
、

内
容
は

、

ク
イ

の
一

次
産
品
開
発
は

ト

ゥ
モ
ロ
コ
シ

の
ほ
か
、

②

タ
イ
の
一
次
産
品

開
発

予
定
し
て
い

る
。

料

、
種
子
な
ど
が
あ
り

、

予
備
調
査

、

四
十
三
年
二
月
O
T
C
A
大
戸
元
長
氏
ら
匠
よ
る

四
十
三
年
三
月
同
氏

ら
妬
よ
る

実
施
調
査
が
行
わ

れ
た

。

一
、
品
種

、
栽
培
法

、
調
整
に
関
す
る
試
験
研
究

R

今

後

、

セ
ン
ク

ー
の
建
設

と
併
行

し
て

、
協
力
計
画
全
般
の
展
開
を

国
協
力
の
具
体
的
方
策
を
ク
イ
政
府
関
係
者

と
協
試

し
、

討
議
誌
事
録
に
と
り
ま
と
め
帰
国
し
た
。

之
助
博
士

、

（
稚
蚕
詞
育
担
当
）

蔽
庫
建
設

‘

（
団

長
兼
飼
育
担
当
）
大
村
清

（
病
理

担
当
）
青
木
渚
博
士

、

（
栽

桑
担
当
）

七
、

0
0
0
万
円

の
資
機
材
を
供
与
し
た

。

製
糸

、
業
務
調
控
、

五
島
皓
同
試
験
場
技
官
お

こ
れ
ら
資
機
材
は

上
記
セ

ン
タ
ー
に
必
要
と
す
る
も

の
の

う
ち

製
糸
関
係
を
除

く
も

の
で
あ
る
。

以
上
囮
名
）

務
の
進
捗
助
成
の
た
め
匠
派
遣

し

た
。

⑥

昭

和

四

十

五

年

二

月

へ
第
一
回
巡
回
調
査
団

． 大
豆

、
ケ
ナ
フ

、

そ

の
内
容
を

（
蚕
改
良
担
当
）

東
嘉
昭

（
傲
粒
子
病
対
策

、

を
セ

ン
ク

ー
建
設
と
業

そ
の

レ

ッ

テ

ン

グ

④

昭
和
四

十
四
年
十
月
以
降
昭
和
四

十
五

年
三

月
末
日
ま
で
に

総
額

製
糸
担
当
専
門

家

が
四
十
五

年
中

に
派
遣
さ
れ
る
予
定
で

あ

る
。

よ
び

林
雄
次
郎
氏
の
五
名
が
派
遣
さ
れ
た
。

農
林
省
蚕
糸
試
験
場
技
官

、

か
ら
の
専
門
家
派
遣
要
諮
匠
応
え
て

、

③

昭

和

囮

十

四

年

九

月

、
上
記
討
議
品
事
点
に
も
と

．つ
く

油 冷

ま
た

ク
イ
政
府

-28-



う
。
そ
の
た
め
、

わ
が
国
か
ら
技
術
者
の
派
遣
や
機
材
供
与
を
行
う
こ
と
を

を
は
か
る
こ

と

を
ね
ら
い

と
し
、

農
業
機
械
セ
ン
ク

ー
の
設
立
を
は
じ
め

、

「
輸
出
農
産
物
増
産

「
タ
イ
と
う
も
ろ
こ
し
開

発
計
画
実
施
調
査
団
」
が
O
T
C
A
よ
り
派
遣
さ

門
家
が
現
在
一

0
名
余
協
力
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ポ

四
、
油
料
植
子
の
さ
く
油
‘

四
十
三
年
十
二
月
ケ
ナ
フ
の
レ
ッ
テ
ン
グ
プ
ー
ル
建
設
指
導
に
専
門
家
一

短
期
間
派
遣

し
、

帰
国

し
た

の
で

、

な
お

、

れ
た

。

る
。

育
種
流
通

（
三
名
）

名
派
遣

、

三
、

四
十

三
年
十
二
月

、
大

豆
の
育
種

、

瀬

戸

哨

比

呂

三
分
一

大
分
県
農
業
技
術
セ

ン
ク
ー

通
産
省
経
協
政
策
課

稲
作
技
術
協
刀
に
つ
い
て
は

、

作
試
験
場
妬
熱
帯
批
研

、

・
プ
ラ
ン
、

F且

A

0

な
ど

、

四
十
五
年
十
一
月
末
よ
り
約

ー
カ
月
間

、
大
戸
元
長
氏
以
下
五
名
紀
よ
る

こ
れ
は
タ
イ
国
開

発
省

、
信
用
販
売
紺
合
局
の

の
た
め
の
普
及
展
示
計
画
」

意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の

計
画
は
農
業

協
同
組
合
の
育
成
を
計
る

こ
と
に
よ
っ
て

輸
出
用
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
増
産

農
民
に
よ
る
展
示
圃
づ

く

り
、
製
業
協
同
組
合
の
相
織

化
や

運
営
指
導
を
行

ク
イ
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ
生
産
は
、
昨
年
は
二

0
0
万
ト
ン
の
大
台
を
越

バ

ン
コ
ッ
ク

郊
外
の
パ
ン
ケ

ン
稲

敬

北

海

道

立

十

勝

農

試

一
カ
年

二
ヵ
年

栽

培

鎗

水

二
ヵ
年

大
豆
増
産
計
画
協
力
専
門

家

さ
ら
に
三
名
の
専
門
家
を
派
遣
中
で
あ

栽
培
指
導
に
尋
門
家
三
名
を

化
学
分
析
の
た
め
の
祈
究
施
設

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
た

お
け

る
展
示
普
及

• • 
寿

． 
日
本
の
専
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• • 団
負

田

育

男

野

中

絣

今

井

主

碁

男

大
久
保
降
弘

団

長

大

戸

元
長

本
調
歪
団

メ
ン
バ
ー
は

企

画

調

整

え
る
生
産
を
あ
げ

、

問
題
と
な
つ
て
＇
い
る
。

に
国
立
コ
ー

X

自
身
の
手
陀
よ
つ
て
発
展
し
う
る
と
の
結
論
匠
逹
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
調
査
妬

ふ
み
切
っ
た
理
由
の
よ
う
で
あ
る
。

発
計
画
」

こ
れ
に
つ
い
て
は

、

を
参
照
芦
れ
た
い
。

芦

極

や

栽

培

法

の

試

験

研

究

陀

つ
い
て
は

、

（
全
貼
連
）

「
農
協
育
成
計
画
た
よ
る

メ
イ
ズ
等
開

流
通
お

よ
び

組

織

育

成

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

(
O
T
C
A
)
 

（
東
北
股
試
）

栽
培

． 農

業

経

済

（
海
外
農
業
閉
発
財
団
専
務
理
事
）

総

括

な

ぁ`
ヽ

別
項

が
本
プ

こ
れ

し
て
は

、

新
技
術
の
確
立

と
適

切

な
指

導

が
あ
れ

ば
、
技

術

の

発

展

は

農

民

・
ソ

ル

ガ

ム

セ
ン
ク
ー
が

設
け
ら

れ
て
い
る
。

わ
が
国
と

す
で
に
ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
か
ら
大
規
模
の
援
助
を

う
け

、

ハ
ク
チ
ョ
ン

一
方

、

同
国
最
大
の
畑
作
物
と
い
え
る
が

、
昨

今

粗

放

栽

培

の

た

め

収

饉

の

低

下

が

そ

の
う
ち
四

割

強

が

わ

が

国

花

輸

入

さ

れ
る
見
通
し
で

、
-5 0 -



長
と
な
り

、
四
名
の
専
門
家
が
活
躍

し
て

S

た
が
、

＜
陀
乳
用
種
の
改
良
匠
重
点
が
お
か
れ

、
四
十

四
年
十
月
よ
り
ニ
ヵ
年
延

不
幸
に
も
ベ
ト

ナ
ム

ク
ー
で

も
設
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と

同
様

、

査

、
飼
料
の
改
善
に
関
す
る
研
究
調
査
な
ど
が
目
標
と
さ
れ
た
。

と

本
セ
ン

R

畜

産

セ

ン
タ
ー
は
コ
ン

ポ

ン
チ
ャ
ム
省
の

ト
ン

ネ
ペ
ッ
チ
匠
設
け
ら
れ

、

で
あ
る

。

機
械
化
栽
培
試
験

‘

れ
た

試
験
圃
場

で
の
雨
季

、
乾
季
一
1

期
作
の
朕
示
的
多
収
穫
栽
培

、

土
壌
、

害
虫
な
ど
の
研
究
調
査
、
水
省
理
の
整
備
さ

に
お
け
る
砂
糖
キ
ピ

、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

種
畜
の
生
産
お
よ
び
配
布

、
種
畜
の
飼
育
管
理
の
改
善
の
た
め
の
研
究
調

熱
帯
地
城
妬
適

し
た

畜

産

、

絨
菜
の
栽
培
試
験
な
ど
が
目
標

で

畑
地

ら
れ
て
い
る
が
、

日
本
稲
お
よ
び
原
地
稲
品
種
に
関
す
る
施
肥
栽
培
試
験

①

巌

業

技

術

セ

ン
ク
ー
は

バ
ッ
ク

ン
バ

ン
省
の

ツ
ー
ル
サ
ム
ロ
ン
に
設
け

技
術
協
力
の
具
体
的
内
容
は

、
次
の
通
り
で
あ
る
。

＼
 

長

、
目
下
西
名

か
わ

し、

協
力
を
進
め
た
か

、

日
本
人
専
門
家
の
派
遣

｀

両
セ

ン
ク
ー
は

カ
ン
ポ

デ
イ
ア
王
国
の
対
日
賠
償
訥
求
権
放
巣
に
よ
り

、

総
額
十
五
億
円
の
経
済
・
お
よ
び
技
術
協
力
を
行

う

こ
と
を
目
的

と
し
て

、

和
三
十
四
年
の
日
ヵ
経
済
技
術
協
力
協
定
に
碁
づ
含
設
立
さ
れ
た
。
協
定
匠

よ
る
協
力
の
内
容
は

、

資
槻
材
の
供
与
な
ど

で
あ
る
。

四
十
一
年
に
同
協
定
が
満
了

し
た
が

、

九
月
ま
で
の
三
年
間
延
長
す
る

こ
と
と
し
て

両
政
府
間
の
交
換
公
文
を
収
り

①

カ

ン

ポ

デ

イ

ア

溢

業

技

術

セ

ン

タ

ー

お

よ

び

畜

産

セ

ン

タ

ー

カ

ン

ボ

デ

● ● 

（
育
種
欠
）

イ

ア

の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
．

セ

ン
ク
ー
の
建
設
，ヽわ

が
国
は
引
き

続

s
て
四
十
四
年

四
十

四
年
十
月

よ
り
さ
ら
妬
ニ
ヵ
年
契
約
延

． 
所
要 昭

-5 1 -



• • 材
を
供
与
し
た
。
昨
年
ま
で
一
次
産
品
開
発
専
門
家
二
名

、

和
囮
十
三
年
度
内
に
専
門
家
を
派
遣

、
総
額
八

、

イ
ア
側
は
用
地
入
手
お
よ
び
試
験
場
建
設
の
作
業
を
推
進
し

、

モ

ロ
コ
ジ
の

品
種
の
選
定

． 
わ
が
国
は
専
門
家
を
派
遣
し
、

術
セ
ン
タ

ー
団
長
）

（
メ
イ

ズ
セ

ン
ク
ー

団
長
）

作
物
栽
培
公
社

い
る

。
本
関

発
事
業
計
画
は

、

モ
ロ
コ
ジ
の

開
発

た
対
し

、

の
よ
う
な
も
の
で
あ
み
。

再
関
待
期
中
で
含
る
。

（
畜
産
セ

ン
ク
ー
団
長
）

に
出
席
を
願
い

、

(
s
o
c
T

RO
P
I
C

)
 

昭
和
四
十
五
年
夏
、

お
よ
び

山
木
氏

「
煤
業
協
力
の
あ
り
方
」

一
環
と

し
て

、

日

・

同
国
産
の
輸
出

カ
合
弁
に
よ
る
熱
帯

開
発
を
進
め
よ

う
と
し
て

同
国
輸
出
農
産
物
中
も

つ
と
も
有
望
な

ト
ウ

協
刀
を
行
う
も
の

耕
和
基
準
の
確
立
の
た
め
の
試
験
研
究

、

び
匠

カ
ン
ボ

デ
イ
ア
人
技
術
者
の
蓑
成

、

術
の
改
良
た
ど
で
あ
一
る
。
以
上
匹
対
し
て

、

必
要
た
機
材
を
供
与
す
る

こ
と
で

あ
る
。

カ
ン
ポ
デ
イ
ア
に
お
け
る
栽
培
技

こ
の
公
文
に
基
づ
き

、

カ
ン
ポ
デ

日
本
側
は
昭

二
―
―
―
八
万
円
匠
お
よ
ぶ
機

煤
業
技
術
者
四

な
ら

協
力
内
容

は
カ
ン
ボ
デ
イ
ァ
政
府
が
設
立
す
る
試
験
農
場
に
お
け
る

ト
ウ

昭
和
四
十
三

年

た
調
印
さ
れ
た
交
換
公
文
匠
よ
る
協
力
計
画
の
大
綱
は
次

で
、

わ
が
国
の
一

次
産
品
開

発
対
策
の
一
環
で
も
あ
る
。

わ
が
国
の
技
術
を
傾
注
し

、

を
設
立

し

殷
産
物
の
開

発

匠
板
極
的
態
度
を
示

し
て
お

り

、

カ
ン
ボ
デ
イ
ア
政
府
は
経
済
開
発
政
策
の

②

カ

ン
ポ
デ
イ
ア
の

ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
開
発
協
力
事
業

た
い
。

に
つ
い
て
座
談
会
を
行
っ
た
が

、

本
号
別
項

に
載
せ
た
か
ら

tii．氏

J

J

 

た

ぁヽ
ヽ

先
般
カ
ン
ポ
ジ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
帰
国
中
の
雑
賀
氏

ン
ク
ー
の

専
門
家
全
員
が
婦
国

し、

の
戦
火
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ
も

波
及

し
た
た

め
、

参
照
さ

れ

（
殷
業
技

両
セ

-3 2 -



て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
木
材
開
発
に
と
も
な
い
伐
採
あ
と
地
の
開
発
や
造
林
の
問
題
が
起
つ

え
ら
れ
る
が
、

四
十
五
年
一
月
木
材
開
発
の
予
備
調
査
が
行
わ

れ
た

。

カ
ン
ボ
デ
イ
ア
の
一
次
産
品
開
発
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ

と
と

も
に
木
材
が
考

③

カ

ン

ボ

ジ

ア

の

木

材

開

発

た
。
般
メ
イ
ズ
セ

ン
タ
ー
の
団
長
で
あ
る

山
木
鉄
次
氏

（
育
積
）

が
再
渡
力
さ

れ

名
の
計
六
名
が
長
期
滞
在
し

、
試
験
場
の
建
設

と
と
も

に
試
験
研
究
を
続
け

て
い
た
が

、
前
記
の
事
情
で
昨
年
初
及
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

、
先

• • 

． 
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• • 

． 

①

．
昭
和
四
十
三
年
一
月
に
農
林
省
農
地
局
福
沢
調
査
官
を
団
長

と
す
る
十

②

技

術

協

力

の

概

要

わ
め
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
と
も
匠

、

の
ピ
，、
エ
、ン
チ

．ヤ
し
ャ
乎
野
煤
菜
恥
発
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

、

そ
の

効
果
が

、
き

の
国
で
非
常
に
遅
れ
て
い
る
灌
漑
匠
よ
る
水

稲
の
二
期

作
を
は
か
る
こ
と
で

そ
の
も
っ
と
も
効
朱
的
た
方
法
の

―
つ
は

、

こ

タ
ゴ
ン
地
区
塁
業
開
発
計
画

計
画
の
概
要

東
方
五

．g
に
位

置

し、

ク
ゴ
ン
村
の

近

く
匠
は

日
ラ
オ
開
発
協
力
会
の
協
力
に
よ
る

日
ラ

計
画
地
区
は
標
高
一
六
三

l
一
六
七
m
の
き
わ
め
て
乎
担
た
地
形
で

、

秋
は
約

一、

よ
り
毎
年
の
よ
う
匹
没
水
し
て

S

る
。

本
計
画
の
目
的
は

、

ナ
ム
グ
ム
河
の
水
位
上
昇
匠

こ
こ
に
か
ん
が

S

匠
よ
る
傑
業
の
近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の

で
あ
る
。

ラ
オ
ス
王
国
匠
と
つ
て
緊
急
施
策

と
し

て
望
ま

れ
て
い
る
も

の
・
は、

と
く
匹
米
の
増
産
で
あ
；＂
／、

あ
る
。

、ク
ゴ
ン
地
区
は
技
術
的
厄
も
ま
た
経
済
的
匠
も
有
望
で
あ
り

、
今
後

解
決
妃
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
王
国
の
当
面
す

る
食
租
問
題
の

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

食
税

増
産
の
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
約
八

o
o
haの
農
地
を
造
成
し

、

ナ
ム
グ
ム
河
沿
岸
地
域
た
広
が
る
広
大
な
原
野
匠
米

期
の
八

、
九
月
匠
は
計
画
地
区
の
大
部
分
が

、

計
画
地
域
の
北
側
を
メ
コ
ン
河
の
支
流

ナ
ム
グ
ム
河
が

流
れ
て
お
り
、

洪
水

oooha
匠
お
よ
び

、
大
部
分
が
草
原
と
森
林
を
な
し
て
い
る
。

¥1) ―フ

ォ
梨
牧
セ
ン
ク
ー
が
あ
る

。

ク
ゴ
ン
地
区
は
主
都
ピ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
北
方
約

オ

ス

五

Km
、

面
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②
)
 た

っ
て
行
な
う
技
術
協
刀
の
内
容
を
取
り
ぎ
め
る
合
意
談
事
録
が
作
成
さ

匹
適
当
な
規
模
．
（
約
一

0
0
万

ヘ
ク
ク
ー
ル
）

の
。
ハ
イ
ロ

ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

の
営
農
指
導
に
当
た
る
ぺ
含
普
及
員
を
養
成
す
る
目
的
で

、
計
画
地
域
内

る
農
民
に
対
し
、
灌
漑
農
業
技
術
の
実
施
教
育
が
な
さ
れ
、
入
殖
増
反
後

の
専
門
家
か
ら
な
る
調
査
団
が
現
地

vC
派
遣
さ
れ
、

ク
ゴ
ン
地
区
に
お
け

⑧

昭

和

四

十

四

年

六

月

た

坂

本

農

業

開

発

協

力

室

長

を

団

長

と

す

る

七

名

る
。
ち、
備
の
た
め
の
所
要
建
設
工
事
蓋
は
十
六
万
U

S

＄

と
見
積
ら
れ

、
こ

の
う

ラ
オ
ス

・
ク
ゴ
ン
地
区
の
八

o
o
haの
農
地
造
成
お
よ
び
土
地
基
盤
整

さ
ら
に
詳
細
た
打
合
せ
が
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
行
わ
れ
た
。

ジ
ア
開
発
銀
行

、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
要

請
に
よ
り

、
金
津
団
長
他

一
名
が
ラ
オ ア

遣
し
、

ヴ
ィ

エ
ン
チ
ャ
ン
平
野
農
業
開
発
の
調
査
を
行
た
っ
た
が

、
そ
の

に
対
し
説
明
が
行
わ
れ
た
。

福
沢
団
長
以
下
二
名
が
現
地
政
府
尻
派
遣
さ

匠
基
づ
く
実
施
設
計
書
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ

再
び
福
沢
調
査
官
を
団
長
と
し
て
十
名
が
派

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
技
術
的
お
よ
び
経
済
的

引
つ
づ
い
て
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
五
日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
の

約
ー
カ
月
間
匠
わ
た
っ
て
、

遣
さ
れ
、

前
回
行
な
っ
た
開
発
計
画
を
レ
ピ
ュ
ー
す
る
と
と
も
匠
、

実
施
設
計
嘗
陀
基
づ
ぎ
、

れ
る
と
と
も
に
建
設
費
の

ス
に
派
遣
さ
れ
、

一
部
を
融
資
す
る
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

(
A
D
B
)
 

一
方
A
D
B
は
農
業
調
査
団
を
ラ
オ
ス
匠
派

結
果
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
先
順
位
が
第
一

と
の

査
定
が
な
さ
れ
た
。

A
D
B
の
融
資
対
象
匹
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
九
七
万

U

S

＄
で
あ

を
設
置
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、

今
後
五
ヵ
年
間
に
わ

れ
た
。

可
能
性
匹
つ

S

て
調

査
す
る

と
と
も
匠
、

名
の
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、

． ． 

農
業
開
発
計
画
の
作
成
が
行
わ

． 
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て
、

• • 建
設
機
械

調 畜 農

整 産 業

か
ん
が
い

農

A 
コ・

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

リ

ー

タ

ク
ゴ
ン
地
区
．
ハ

材
が
供
与
さ
れ
る
。

現
存
の
日

・

れ
た
。

後

藤

生

光

鈴

木

治

夫

船

津

秀

雄

咄

林

近

藤

イ
ロ
ッ

ト

吉

衛 荘

芳

賀

惣

典

栗

原

訟

雄

． 

ラ
オ
雌
牧
セ
ン
ク
ー
を
基
地
と
し
て

、

・
フ
ァ

ー

ム
協
力
技
術
団

第
一
建
設
工
業

勧

力

隊

O

B

O

T

C

A

 

三
年

必

要

な

資

機

（
ラ
オ
ス
）
三
年

四
年
八
ヵ
月

O

T

C

A
特

別

廂

託

五
年

北

海

道

閑

発

局

協

力

隊

O
B
（
ラ
オ
ス
）

茨
城
県
専
門
技
術
員

が
三
年
か
ら
五
年
の
期
間
で
派
遣
さ
れ
た
。
）

＿ヽ

ア
ー
ム
設
置
運
営
の
た
め
紀
六
名
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ

、

二
年 一年

四

•

五
年

（
昭
和
四
十
五
年
囚
月
か
ら
同
十

一
月

ま

で

匠

以

下

七

名

の

専

門

家

ハ

イ

ロ

ッ

ト

フ

④

今

後

の

計

画

と

し

て

は

昭

和

凶

十

五

年

度

か

ら

約

五

ヵ

年

間

匹

わ

た

っ
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ベ
(2) ¥1) 

①
 

①
 イ

エ
ト

ナ
ム
共
和
国
文
部
関
係
当
局
か
ら

、

一
九
六
七
年
九
月

技
術
協
力
の
内
容

ヴ

年
度
分
研
究
お
よ
び
教
育
用
資
槻
材
の
供
与
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
た
め

、
昭
和
四
十
五
年
度
中
た
阻
名
の
上
記
日
本
人
教
授
陣
と
初

⑧
学
部
の
運
営
に
必
要
と
す
る
研
究
お
よ
び
教
育
用
資
機
材
の
供
与
。

R

将

来
、

①
 

い
る
。

強
化
を
計
る
た
め

、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
共
和
国
政
府
は

意
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

教
官
陣
容
と
施
設

、
教
育
資
楼
材
の
不
足
が

、

し
か
し

な
が

ら、
官
民
あ
げ
て
其
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

る

。

所
在
す
る
同
国
唯

の
大
学
農
学
部
で

、

ペ
ト
ナ
ム
の
カ
ン
ト
ウ
大
学
協
力

計
画
の
政
要

カ

ン
ト

ゥ
大
学
雌
学
部
は

、

育
機
関

と
し
て

、

も
あ
っ
て

、

こ

の
た
め

、

学
部
開
設
の
歴
史
も
浅

く
、

打
ち
続

く
戦
褐
の
た
め

因
係
者
の
熱

教
育
内
容
を
極
め
て
貧
し
い
も
の
に

し

て
い
る

＂

栢
極
的
匹
学
部
の
充
実
強

日
本
政
府
に
対

し
全
面
的
た
援
助
を
要
請
し
て
来
て

援
助
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

農
学
お
よ
び
畜
産
学
の
各
分
野
匠
お
け
る
教
授
お
よ
び

リ
サ
ー

チ

・

フ
エ

ロ
ー
各
一
名
づ

つ
の
派
遣
た

ら

び
に
必
要
た
日
本
人
教
官
の
派
遣

匠
よ
る
研
究

、
教
育
面
で
の
指
導

と
援
助
。

ト

ナ
．． 

ム

カ
ン

ト
ゥ
大
学
の
教
官

と

た
る
ぺ
き

、

官
要
員
の
日
本
へ
の
留
学
受
入
。

ヴ
ィ

エ
ト
ナ
ム

人
教

同
国
を
訪
問
し
た

A

P

u
議
員
団
匠
対
し

、

カ

ン
ト

ゥ
大
学
農
学
部
匠

メ

コ
ン

基
幹
産
業
た
る
農
業
の
高
等
教

・
デ
ル
ク
の
中
心
カ

ン
ト

ゥ
市
に

． 
-3 7 -



④ ③ R
 

• • 水

産

学

川

本

信

之

理

学

博

士

匠
、

¥

.
r‘ 

:・.:-.: 

供
与
機
材
の
選
定
が
実
施
さ
れ

、

R

・
現
在

． 

イ
エ
ト
ナ
ム
政
府
間
妃
お
い
て
協
力
の
た
め
の
協
力
が
締
結
さ
れ
た
。

日
本

・
ヴ

次
官

各
方
面
に
要
請
し
た
。

政
府
は
O

T

G

A

燐
業
開
発
協
力
室
長
坂
本
正
氏
を
団
長
と

す
る
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム

・
カ
ン
ト
ゥ
大
学
農
学
部
援
助
に
関
す
る
調
査
団

を
現
地
匠
派
逍
し

、

V
A
N
 T
U
C
 

に
と
り
ま
と
め

帰
国

し
た
。

一
九
七

0
年
三
月
七
日

、

こ
の

協
定
匠
も
と
づ

い
て

、

造
伝
育
種
学

団
長
坂
本
正
氏
は

、

T
U
O
N
G
 

ヴ
ィ
．
エ

ト

ナ
ム
共
和
国
文
部

上
記
討
邸
詰
星
録
を
も

と

匹
、

太
田
泰
雄
農
学
博
士

教
官
二
名
を
派
遣
す
る
と
と
も

一
部
発
送
ず
み
で
を
る
。

元
東
南
ア
ジ
マ
裟
業
協
育

開
発
協
力
会
専
務
理
事

元
木
原
生
物
学
研
究
所
負

氏
と
協
力
の
具
体
的
内
容
を
討
函
話
半
録

匹
応
え

、

一
九

六
九
年
七
月

、

ヴ
イ
エ

ト
ナ

ム
共
和
国
よ
り
の
正
式
援
助
要
請

が
来
日
し

、
各
大
学
の
視
察
を
行
た
う
と
同
時
匹
日
本
か
ら
の
協
力
を

一
九
六
九
年
五
月

、

カ
ン
ト
ゥ
大
学
路
学
部
長
D
r
.
T

H

R
O:
U
N

G

 

対
す
る
日
本
の
援
助
要
請
が
行
な
わ
れ
た
。

-3 8 -



わ

が

国

は

こ

れ

ら

の

改

組

匹

必

要

な

農

業

機

材

と

専

門

家

の

派

遣

と

と

も

れ

た

。

名

の

専

門

家

が

派

遣

さ

れ

、

①
 
イ

が

え

す

る

こ

と

た

し

、

ポ

リ

と

マ

イ

ソ

ー

ル

州

の

マ

ン

デ

イ

ア

の

二

農

場

を

普

及

セ

ン

ク

ー

に

設

置

ま

た

、

派

遣

し

、

め

た

。

ン • • 
二

次

協

定

に

苺

づ

く

四

煤

場

の

中

か

ら

マ

ハ

ラ

シ

ュ

ト

ラ

州

の

コ

三

、

ド

――
‘
 一
九

三

万

円

に

お

よ

ぶ

資

機

材

が

供

与

さ

四

十

三

年

こ

の

た

め

の

協

定

が

締

結

さ

れ

た

後

、

八

四

0
0万円
に

お

よ

ぶ

機

材

が

供

与

さ

れ

た

。

ン

ク

ー

と

し

て

改

組

、

四

十

三

年

七

月

、

両

セ

ン

ク

ー

に

七

名

の

専

門

家

を

,

、

ャ

ラ

ー

ト

州

の

ス

ラ

ー

ト

ビ
，，ヽ

I 
.Iレ

州

の

シ／

ャ

ハ

バ

ー

ド

を

染

業

普

及

セ

一

次

協

定

妃

基

づ

く

四

農

場

の

中

で

グ

ジ

側

に

引

き

っ

S
だ

が

、

で

確

立

し

た

稲

作

栽

培

技

術

を

イ

ン

ド

国

内

に

普

及

す

る

こ

と

が

食

糧

増

産

に

貢

献

し

う

る

も

の

と

判

断

し

、

イ

ン

ド

政

府

の

そ

の

後

の

協

力

要

請

と

模

箆

農

場

四

十

三

年

の

期

間

終

了

を

も

つ

て

運

営

を

す

ぺ

て

イ

ン

ド

十

六

名

の

要

員

を

派

遣

し

、

業

資

機

材

の

供

与

と

一

二

次

匠

対

し

て

は

四

、

場

は

短

期

間

に

周

辺

農

家

の

三

l
四

倍

の

収

星

を

あ

け

、

昭

和

西

十

二

、

ヵ

所

四

名

‘

協

力

を

行

な

っ

て

ぎ

た

。

こ

れ

ら

の

八

模

範

製

大

き

た

成

果

を

収

六

九

0
万

円

に

お

よ

ぷ

資

機

材

の

供

与

と

四

ヵ

所

計

四

ヵ

所

計

十

六

名

の

要

員

の

派

逍

、

第

ィ

ン

ド

の

追

業

晋

及

セ

ン

タ

ー

六

九

七

万

円

に

お

よ

ぶ

農

次

の

協

定

が

昭

和

三

十

七

年

と

三

十

九

年

に

締

結

さ

れ

た

。

わ

が

国

と

イ

ン

ド

の

政

府

間

匹

模

範

農

場

設

置

の

た

め

一

次

お

よ

び

ニ

こ

れ

に

よ

り

、

日

本

式

稲

作

技

術

の

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

ツ

ヨ

ン

を

目

的

と

し

た

八

ヵ

所

の

模

範

農

場

が

設

置

さ

れ

た

。

第

一

次

に

は

総

額

三

、

． 
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． 
口

の
派
逍

と
機
材

（

二

、

周
辺
地
域
三
ヵ
村

0
0
万
円
）

の

発

送

が

行

わ

れ
た
。

ムアフ
．
 

ンヨシレ卜スンモデ日▲
 

・ンダカラ ニア地域

濃
密
指
導
を
開
始
す
る

こ
と

匠
な
り

、

な
お

、
四

セ
ン

ク

ー

の

う

ち

マ

々
と
普
及
活
動
を
進
め
て

S

る
。

ホ
を
現
地

で
実
施
す
る
こ
と

と

な
り
、

改
善
指

導

上
必
要
な
実
施
試
験

、

に
、

パラ ルコート地区 専
門
家
五
人

、
青
年
協

力

隊
員
六
名

（

三

0
0
ヘ
ク
ク

ー

ル）

ハ
ラ
ジ

ュ

ト

ラ

州

の

コ

ポ

リ

に

つ

い

て

は

、

改

組

さ

れ

た

四

つ

の

セ

ン

ク

ー

は

恙

を
対
象
匠
イ

ナ
作
技
術
普
及
の

改
良
殷
様
具
に
よ
る
実
用
試
験
袋
よ
び
展

染
業
技
術
者

．
指
導
的
殷
民
に
対
す
る
稲
作
改
善
の
実
施
訓
練

、

稲
作

-40-



゜
団

長

土
壌
肥
料

千
葉

ス
ラ

ー
ト
農
業
袢
及
セ
ン
ク

ー
派
遣
専
門
家
（
三
名
）

森

田

元

茨

城

県

農

試

腹
技
研

守
男 潔

0

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

和

田

重

信

吉
井
山
本

設 実

山

崎

信

高
流
新
一
郎

西

原

卓

美

育
年
協
力
隊
員 宮

本

渋
林
省
農
地
局

土
地
改
良

，，，， 

安 石
_,. JI I 
藤

利

憲 叶
規

市

坦

業

機

械

原

田

辰

政

農
林
省
農
地
開
発
機
械
公
団

農
林
省
北
海
道
農
試

農

機

具

長

南

コ
ポ
リ
周
辺
地
区
普
及
専
門
家
（
五
名
）

、
青
年
協
力
隊
員

元
バ
キ
ス
ク
ン
派
遣
専
門
家

山
形
県
農
機
具
自
営

普

及

小
池

栽

培

梅

野

主

元
岡
山
県
殷
高
教
輸

長
崎
統
計
事
務
所

普

及

加

藤

照

雄

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

団

長

佐

藤

静

夫

神
奈
川
県
恥
員

協
力
隊

O

B

コ
ボ
リ
戯
業
普
及
セ
ン
タ
ー
派
述
専
門
家
（
四
名
）

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州

農

業

機

械

増

田

道

雄

千
葉
県
技
師

普

及

千

田

徳

夫

O

T

C

A

 

土
壌
肥
料

小

笠

原

国

雄

東

北

農

試

二
年
三
ヵ
月

団

長

宮

坂

忠

次

農
林
省
国
除
協
力
誅
協
力
官

シ
ャ

ハ
バ
ー
ド
煤
業
普
及
セ
ン
ク

ー
派
遣
専
門
家
（
四
名
）

0

ピ
ハ
ー
ル
州

• • 

． 
二
年
――年

（
六
名
）

――年
＿一年 一年

．． 二
年

二
年 一年

――年
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②
 A 

゜
• • れ

た
。

月
匹
か
け
て
実
施
調
査
を
行
な

い、

ダ
ン
ダ
．
カ
ラ
ニ

ャ
地
城
．
ハ
ラ
ル
コ
ー

同
年
十
二
月
か
ら
四
十
五
年

ら
わ
が
国
の
技
術
協
力

を
要
請

し
て

き
て
い

た

が
、

． 四
十
四
年
六

月
長
谷

ダ

ン
ダ
カ
ラ
ニ

ャ
品
業
崩
発
計
回

本
計
画
の
概
要

の
地
城
開

発

の
う
ち
戯
業
開
発
の
分
野

匹
つ
い
て
、

入
植 つ

イ
ン
ド
政
府
は
政
府
直
轄
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ
の

2
 
4
 

川
前
煤
林
大
臣
の
訪
印
妬
際
し
再
要
請
か
あ
り

、
具
体
化

し

て
窒

た
も
の

で
あ
る
。

と
し

、

四
十
四
年
七
月

に
予
備
調
査

、

ト
地
区
の
炭
業
開
発
に
つ
い
て
日
本
国
政
府
は
技
術
協
力
を
行
な

う
こ
と

昭
和
四
十
五
洋
八
月
イ

ン
ド
政
府
と

の
間

匹
協
力
協
定
が

締
結
さ

ベ
ラ
ル
コ
ー

ト
地
区
は
ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ
地
城
の
四

閉
発
地
区

の

で
、

開
発
予
定
面
和

は
約

三
万

h
aで•
あ
る
。
地
区
内
に
は
現
在

受
益
面
梢

―
二

、

0
0
0
ha
の
パ
ラ
ル
コ
ー
ト

ダ

ム
を

建
設

中
で
あ
り

、

も
．ハ
カ
ン

ジ
ョ

ー

ル
貯
水
池
等
中
小
の
溜
池
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

た
地
区
内
に
は
実
験

指
導
農
場

が
設
け
ら
れ

、
農
業
技
術
の
実
験

、

昭
和
西
十
二
年
末
か

農

業

機

械

金

満

和

昭

民

間

（

広

島

県

戯

業

開

発

機

械

公
社
）

土
壊
肥
料

吉

崎

昭

夫

北

海

道

農

試

栽

培

野

崎

倫

夫

囲

’・

□長
末

次

懃

元
福
井
県
炭
試

i
 .
.
 

東
海
近

畿
晨
試

マ
ン
デ

イ
ア
設
業
袢
及
セ

ン
ク
ー

派
遣
専
門
家

（
四
名
）

マ
イ
ソ
ー
ル
州

農

業

機

様

岡

野

勇

司

民

間

（
津
軽
ク
ボ
ク
戯
機
販
売

k

k

)

 

こ
の
他
匠

さ
ら

二
年
一年
三
年
＝
年

一年



B
 囮

日

本

政
府

と
イ
ン
ド
政
府
は

協
力

し
て
イ
ン
ド
、

ダ

ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ

、

集
約
農
業
開
発
模
範
地
区

民
組
織
の
育
成
等
を
総
合
的

陀
実
施
す
る
）

ル
幹
線
水
路
沿
S

匠
約
―
二

0
ェ
ー
カ
ー

い
の

実
施

、
中
パ
ラ
ル
コ
ー
ト
実
験
指
導
農
場
に
お
け
る
基
揺
整
備

な
建
設
用

、
営
煤
用

、

首
席
計
画
顧
問

、

期
間
は
五
ヵ
年
間
で
あ
る
e

計
画
で
は
集
約
梨
業
関
発
模
範
地
区
お
よ
び
実
験
指
導
農
場
を
拠
点
と

す
る
も
の
で
あ
り

、

普
及
展
示
用
資
機
材
を
供
与

し、

首
席
計
画
顧
問

こ
の
協
力
匠

対
す

る
期
待
た
は
極
め

て
大
き
い
も
の

両
国
政
府
間
協
定
の
主
た
内
容

（
協
定
締
結

、

か
あ
る
。

し

て
パ
ラ
ル
コ

ー
ト
地
区
の

漿
業
お
よ
び
村
落
開
発
を
お

し
進
め

よ
う
と

上
旬
に
先
発
し
て
お
り

、
残
り
四
専
門

家
も
現
在
人
選
中
で
あ
る

。
協
力

か
ん
が
い
、
農
業
技
術
の
三
専
門
家
は
四
十
五
年
十
月

械
‘
調
釜
員
の
計
七
名
の
専
門
家
を
派
遣
す
る

こ
と
と
し
て
い
る

。

な
お

、

（
団
長
）

か
ん
が
い

、

（
土
地
碁

盤
の
整
備

、
農
業
技
術
の
普
及

、
農

ほ
場
整
備

‘
曲
哀
業
技
術
、
枇
業
将
及

、
農
業
機

昭
和
四
十
五
年
八
月
十
九
日
）

者
の
訓
練
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ

と
と
し
、

わ
が
国
は
こ
の
計
画
匠
必
要

地
約
五
十
ha
、
台
地
約
ニ

―u

h
a
)

、
煤
業
技
術
の
展
示

、
将
及
員

、
技
術
（
低

（
約
五
十

h
a
)

の
畑
地
か
ん
が

の
設
樅

、
(3) 

パ

力

ン

ジ

ヨ

I 

ン
ジ
ョ
ー
ル

幹
線
水
路
沿
い
に
約
五

0
0
ェ
ー
カ
ー

（
約
二
o

o
h
a
)

い
て
は
、

①
農
業
開
発
計
画
匠
つ
い
て
の
技
術
面
の
指
導
助
言

、

嚢
業
お
よ
び
村
落
開
発
計
画
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り

、

現
在
約
五
千
戸
が
入
植
し
て
い
る
と

S

わ
れ
て
い
る

。

身者 ，．， 
ヽ

原
住
民
陀
対
す
る
技
術
指
導
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

．． 

． 
の

{2} 
，，＜ 

ヵ

こ
の
地
区
た
は

日
本

国
政
府
は
イ
ン
ド
政
府
と
協
力
し
て
こ
の

パ
ラ
ル

コ
ー
ト
地
区
の

こ
の
計
画
に
お
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c
 

• • 殺

業

技

術

島

農
莱
機
械

圃
場
整
備

疫
業
普
及

調

整

員

菅
原
水
越
未裕
地

季
治

大
口
美
喜
男

島
田

唯
行
清
吉
洋
司

定
厚
治

計
画
委
員
会
を
設
置
し

、
計
画
の
運
宮
実
施
に
つ

S

て
協
議
を
行
な
う
。

m
協
力
期
間
は
五
ヵ
年
と
す
る
。

派
逍
専
門
家
（
七
名
）

首
席
計
画
顧
問

-

O

T

C

A

疇
城
国
際
農
業

年
疹
会
館
々

岐
早
県
庁

香
川
県
庁

民
間
（
協
力
隊

O

B

)

水
資
源
公
団

O

T

C

A

 

． 
三
年
三
年

四
十
七
年
度
派
辿
予
定

三
年

か
ん
が
い

二
年

太
田

三
年

た
う
。

ま
た
イ
ン
ド
側
関
係
者
お
よ
び
日
本
側
専
門
家
か
ら
た
る
合
同

回

本

計

画

の

運

営

実

施

妃

つ

い

て

の

全

責

任

は

イ

ン

ド

政

府

が

負

い

、

修
員
の
受
入
れ
を
行
な
ぅ
゜

て
派
遣
す
る
。

の
負
担
等
を
行
な
ぅ
゜

囮

イ

ン

ド

政

府

は

必

要

な

職

員

の

任

命

、

建
物

図

日

本

政

府

は

七

名

の

専

門

家

の

派

遣

、
必
妥
な
資
機
材
の
供
与

、

ま

た
日
本
背
年
海
外
協
力
隊
員
も
あ
わ

せ

ほ
場
の
提
供
運
営
妓

日
本
側
の
専
門
家
は
イ
ン
ド
側
職
員
匠
対
し
技
術
面
の
助
言
指
導
を
行 研

閻

実
験
指
導
洪
場

に
お
け
る
農
業
技
術

の
展
示

、
技
術
者
等
の
訓
練

凋

約
―
二

0
ェ
・
ー
カ
ー

（
約

五
O
h
a
)

の
畑
地
か
ん
が
い
の
実
施

等
を
総
合
的
に
実
施
す
る
）

の
設
置

(b) 

(ill (j) 

地
区

協
力
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

言
指
導

約
五

0
0
ェ
ー
カ
ー

（
土
地
基
盤
の
整
備
、
（
約
二
o
o
h
a
)

臭
業
技
術
の
普
及

‘
梨
民
組
織
の
肯
成

の
菜
約
農
業
関
発
モ
デ
ル

パ
ラ
ル
コ

ー
ト
地
区
の
殷
業
開
発
計
画
匠

つ
い
て
の
技
術
面
の
助

ハ
ラ
ル
コ
ー
ト
地
区
の
農
業

お
よ
び
村
落
開

発
計
画
を
実
施

す
る
。
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ダ
ン
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⑫) 
た

。

． 一九丘六 コミラ母
村

閑

発

ア

カ

デ

ミ

ー

ヘ

の

協

力

彦

氏

が

派

遣

さ

れ

、

練

を

終

え

、

は

任

期

満

了

匹

よ

っ

て

帰

国

し

た

。

し

い

栴

想

の

下

に

、

I)
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 

め

日

本

に

た

い

し

て

野

菜

と

畜

産

の

専

門

家

の

派

遣

が

安

請

さ

れ

、

四

五

年

三

月

か

ら

協

力

し

た

。

ス

ク

ン

の

内

紛

の

た

め

、

ヽ

て

、

凶

0
0戸
）

ま

た

、

去

る

三

月

十

六

日

引

あ

げ

の

止

む

な

き

匠

い

た

っ

E
s
t

at
e
 

（

昭

三

一

）

が

指

定

さ

れ

、

ダ

ッ

カ

北

方

二

五

マ

イ

ル

の

カ

ツ

ム

プ

ー

ル

こ

れ

と

は

別

に

‘

画

が

進

ん

で

S
る

の

で

、

． 

年

フ

ォ

ー

ド

財

団

の

贅

金

援

助

匠

よ

り

コ

ミ

ラ

と

こ

ろ

が

采

西

両

．

ハ

キ

が

設

立

さ

れ

た

u

束

．

ハ

艇

業

固

発

公

社

わ

が

国

へ

協

力

が

要

請

さ

れ

よ

う

。

セ

ン

ク

ー

も

そ

れ

に

と

も

な

つ

て

移

転

し

、

ダ

ッ

カ

ヘ

の

野

菜

‘

新

ら

-46-

州

政

府

は

こ

の

セ

ン

ク

ー

を

ダ

ッ

カ

の

北

方

．

ジ

ョ

イ

デ

プ

ー

ル

ヘ

移

す

計

月

固

の

コ

ー

ス

で

訓

練

を

行

な

つ

て

ぎ

た

が

、

現

在

ま

で

に

i

―

ー

百

名

以

上

の

普

及

員

、

巖

村

の

指

導

的

な

脊

年

を

一

期

三

ヵ

心

と

し

た

戯

業

機

械

化

訓

練

セ

ン

ク

ー

に

改

組

し

、

． 
ノ‘

そ

の

後

同

年

十

一

月

か

ら

東

．

ハ

政

府

の

要

請

に

よ

り

、

昭

利

四

0年
協

力

を

終

了

し

た

。

昭

和

三

五

年

殷

業

楼

械

、

実

地

訓

練

を

目

的

と

し

て

ダ

ッ

カ

匹

腹

業

セ

ン

ク

ー

が

設

植

さ

れ

、

万

円

の

檄

材

供

与

と

専

門

家

七

名

の

派

遣

に

よ

つ

て

約

三

百

名

の

技

術

者

訓

①

東

パ

キ

ス

タ

ン

凸

業

振

被

化

訓

森

セ

ン

タ

ー

・キ

らス

'9‘ 

ク

ン

稲

作

、

土

壌

肥

料

、

ヽ

木

下

清

そ

の

た

(

A

g
r
i

c
u
1
t
u
r
a
l
 

（

五

万

ェ

ー

カ

ー

、

品

家

昭

和

幽

五

年

―

0
月

専

門

家

専

門

家

三

名

に

よ

つ

て

園

芸

に

つ

い

て

、

晋

及

負

の

こ

こ

を

稲

作

を

中

畜

産

物

の

供

給

基

地

と

し

約

囮

千



東
バ

キ
ス

ク
ン
の
開
発
の
最
大
の
課
題
は

、

こ
の
洪
水

⑨
中
央
部
ダ
ッ
カ
周
辺
地
帯
お
よ
び
c
西
北
部
の
狭
い
地
帯
だ
け
で
あ
る
。

洪
水
妬
お
か
さ
れ
る
心
配
の
な
い
地
城
は
R
チ
ッ
ク
ゴ
ン
丘

咳
地
帯

、

・
‘
上

と
ヵ

こ
れ
ら
耕
地

を
お
か

し
始
め
る
。

作

、
野
菜
、

東
パ
キ
ス
ク

ン
の
農
村
開
発
は
コ
ミ
ラ

で
作
り

あ
げ
た
方
式
を
普
及
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ

る
。
日

本
の
専
門

家

は

の
実
地
展
示
お
よ
び
農
家
指
導
に
当
っ
た
。

家
指
導
に
当
っ
た
。

し
て
い
る
。

耕
地
面
栢
二

、

盗
機
具
な
ど

二

0
0
万
ェ
ー
カ
ー
、
国
土
面
積
に
対
す
る
耕
地
半
は
極

め
て
高
い
匠
も
か
か
わ

ら
ず
、
年
間
約
一
五

o
l
一
七

3
万
t
の
食
橙
を

輪
入
し

、
極
め
て
不
安
定
な
状
態
に
低
迷
し
て

S

る
の
は

、

技
術
水
準
の
低
さ
に
原
因
す
る

こ
と

は
も
ち
る
ん
で
あ
る
と
し
て
も

、

本
的
に
は
藤
業
が
あ
ま
り
に
も
ぎ
び
し
い
自
然
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る

現
在
の
耕
地
は
水
に
対
し
全
く
無
防
伽

と
い
つ

て
よ
い
。
春
に
た
り

、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の

雪
ど
け

が
始
ま
る
頃
か
ら
雨
期
匹
入
る
が
、
降
雨
と
流
下
水

一
体
と
な
り
、

こ

の
よ
う
に

、

か
ら
で
あ
ろ
う
。

団
東
．
ハ
キ
ス
ク
ン
地
業
閑
発
協
力

③

塁

ハ
政
府
よ
り
米
増
産
に
つ
い
て
の
協
力
妥
困

現
在
は
任
期
満
了

と
共
に

昭
和
四
十
五
年
十
月
に
こ
れ
ら
専
門
家
は
帰
国

ン
ダ
が
コ
ミ
ラ
同
様
に
院
始
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
専
門
家
が
二
名
ず
つ
幽

一
九
六
三
年
新
開
発
地
区
と
し
て

、

四
名
を
受
入
れ

、
現
在
（
二
名
）

． ． 

ゴ
リ
プ
ー
ル
、

に
農
村
開
発
ア
カ
デ
ミ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。

稲

． 
基

土
地
制
度
‘

ナ
ト
ー
ル
、

ガ

イ

バ

ま
で
交
替

し

な
が
ら
続
い
て
い
る
。

一
九
六

0
年
よ
り
日
本
専
門
家

-4 7 -



．
 

が
遅
れ
て
い
る
。

袖
田
仁
志
氏
を
団
長

と
す
る
調

盃
団
を
派
遣

し、

． 
そ
の
実
施

今
後
の
東
．
ハ
キ
ス
ク

ン

わ
が
国
は
七

請
し
て
ぎ
た
。

こ
の
よ
う
な
段
階
に
お
い
て

、

増
産
対
策
と
し
て

、

こ
の
新
し
い
要

諮
匠
対

し
、

年
八
月

、

新
品
征
導
入
を
は
か
る
た
め

、

東
大
名
誉
教
授

に
対
す
る
技
術
協
力
の
方
向
づ
け
を
行
た
う
た
め
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
朱
に
も
と
ず
き

、
四
十
六
年
三
月
末
実
施
調
森
団
が
派
遮
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
が

、
東
西
両
．
ハ
キ
ス
ク
ン
の
内
紛
の
た
め

、

わ
が
国
匠
協
力
を
要

七

0
年

三

月

新

た
に
東

．ハ
政
府
か
ら
米

日
に
至
っ
て

S

る
。

し
た
。

そ
の
外
‘

稲
作

、
疏
菜
た
ど
の
栽
培
に
謁
す
る
協
力
も
実
咋
し
今

”
日
本
式
稲
作

“
を
行
た
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
後

、

一
九
六

0
年
花
は
ダ

ソ
カ
に
農
業
訓
練
セ
ン
ク
ー
設
置
の
た

め
の
協
定
が
調
印
さ
れ

、
盤
業
機
檄
技
術
者
養
成
に
対
す
る
協
力
を
実
施

の
展
示
東
．
ハ
キ
ス
ク
ン
に
対
す
る
煤
業
協
力
は
一
九
五
六
年

、

調
節
を
い
か
に
し
て
実
施
す
る
か
妃
か
か
つ
て
い
る
。

-4 8 -



ラ
川
の
上
流
部
約
八

0
0
ェ
ー
カ
ー

（
約
三
二
O
K
m
)

で
あ
る
。

本
計
画
は
デ
ワ
フ
ヮ
村
を
流
れ
る
ハ
ワ
ネ

一
八

0
m
)
．
 

エ
ー
カ

ー

（
約
一

、

結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

デ
ワ
フ
ヮ
村
は
コ
ロ

ン
ボ
の
北
東
約
一
四
O

K
m
の
地
点
（
標
高
一

セ
イ
ロ

ン
の
ほ
ぼ
中
央
部
乾
燥
地
帯
に
位
置
し

、

五
O

O

Krn)

植
後
二

0
年
を
経
過
）

五

0
ー

約
三

、
七
五

C

の
大
ぎ
さ
を
も
つ
代
表
的
な
入
植
村

の
村
落
を
対
象
に
し

（
入

重
ね

、
昭
和
四
五
年
十
月
十
九
日
セ
イ
ロ

ン
政
府

と

の
間
に
協
力
協
定
が
締

わ
れ
た
。

そ
の
後
両
国
政
府
は
本
計
画
の
協
力
協
定
に
つ
い
て
外
交
交
渉

を

六

l
八
月
は
第
三
次
調
査
団
が
派
遣
さ
れ

、
同
計
画
の
実
施
設
計
調
査
が
行

て
選
定
し

、

候
補
地
区
か
ら
日
セ
共
同
調
査
の
結
果
デ
ワ
フ
ヮ
村
を
協
力
対
象
地
区
と
し

四
十
四
年
二

l
四
月
に
第
二
次
調
査
団
が
派
遣
さ
れ

、

匠
よ
る
こ
と
な
ど
を
勧
告
し
た
。

村
落
を
対
象
に
土
地
基
盤
の
整
備

｀
営
農
技
術

の
改
善
普
及

、
炭
業
協
同

組

自
給
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
り

、

①
 は

調
査
結
果
匠
基
づ
き

、
①
セ
イ
ロ
ン
経
済
を
安
定
さ
せ
る
た
め
匠
は
食
糧

本
計
画
の
樅
要

を
要
請
し
て
ぎ
て

S

た
。

セ

イ

ロ • • 
ン

②
そ
の
た
め
匠
は
セ
イ
ロ

ン
の
3

/
4
を

そ
こ
で
わ
が
国
で
昭
和
四
十
三
年
七
月
に
那
須
皓

元
イ

ン
ド
大
使
を
団
長
と
す
る
農
業
開
発
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
調
査
団

占
め
る
乾
煉
地
帯
の
開
発
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。
③
わ
が
国
の
協
力
は
既
存

合
の
育
成
強
化
お
よ
び
生
活
改
善

を
一
貫

し

て
行
な

う
村

落

開
発
協
力
方
式

セ
イ
ロ

ン
側
の
八

同
地
区
の
村
落
開
発
計
画
の
基
本
計
画
を
作
成
し
た
。
囮
四
年

セ
イ
ロ

ン
政
府
は
食
種
生
産
を
1

高
め
る
た
め

、

セ
イ
ロ
ン
。
デ
ワ
フ
ワ
地
区
村
渚

甜
発
計
画

わ
が
国
に
農
業
開
発
協
力

● 
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• • 農
業
協
同
組
合
、
耕
作
委
員
会
の
組
織
お
よ
び
活
動
の
改
善

よ
び
普
及
罪
業
匠
よ
る
営
裂
方
法

、
営
農
技
術
の
改
良

● 

..、̀

.ll

道
路

,

l
'
`

,

、

｀
 (b) 

ェ
ー
カ
ー

（
約
三
二

o

h
a
)

(a) 
② 
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

S

る
。

と
し

て
の
役
割
を
果
し
た
も
の

で
あ
り

、

こ
の
成
呆
が
近
ぼ
う
の

村
落

匠

波

本
計
画
は
今
後
セ
イ

ロ
ン

の
乾
燥
地
帯
の
既
存
村
落
開
発
の
パ
イ

ロ
ッ
ト

様
材
を
供
与

し
、
作

物
栽
培

か
ん
が
い

、
水
文

、

と
し

、

わ
が
国
は
こ
の
計
画
に
必
要
た
建
設
用

、
営
製
用

、
普
及
展
示
用
資

水
道
施
設
の
整
備
を
行
な
う
と
と
も
に
実
験
ほ
場

、

デ
ワ
フ
ヮ
村
匠
お
け
る
約
八

0
0
ェ
ー
カ
ー
の
地
域
の
社
会

経
済
計
画
を

盤
の
改
良

、

栽
薬
等
の
使
用

、

示
お
よ
び
普
及
事
業
妬
よ
る
営
淡
方
法

、

ほ
場
整
備

、

組
合

、
耕
作
姿
員
会
の
組
織
お
よ

び
活

助
の
改
善
匠

つ
い
て
協

力
す
る
こ

と

協
定
の
主
た
内
容

裟
業
機
械

、
淡
業
経
済

、

裂
業
協
同
組
合

、
計
画
調
整
員
の
計
七
名
の
専
門

家
を
派
遣
す
る

と
と
も
に

、

こ
の
計
画

に
関
餘
す
る
セ
イ

ロ
ン
人
技
術
者
の
研
修
受
入
を
行
な

う
こ
と
と

し
て
い
る
。
協

力
期
間
は
五
カ
年
間

で
あ
る
。

両
国
政
府
は
協
力

し
て
セ
イ
ロ
ン
の

デ

ワ
フ
ヮ

村

に
お
け
る

約
八

0
0

の
地
城
の
社
会
経
済
距
発
計
画
を
実
施
す
る
。

協
力
の
内
容
は
次
の

と

お
り

で
あ
る

。

か
ん
が
い
排
水
施
設
等
の
品
業
基
盤
の
改
良

肥
料
等
の
使
用
の
増
加

、
農
業
檄
械
の
共
同
利
用

、
実
験

、
演
示
お

営
痰
技
術
の
改
良

、
③
農
業
協
同

②
肥
料

殷
業
機
械
の
共
同
利
用

、
実
験
展

実
施
す
る
た
め

、
両
国
政
府
は
①
道
路

、

か
ん
が

S

排
水
施
設
等
の
農
莱
基

代
的
た
村
落
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
建
設

、
殷
業
協
同
組
合
の
組
織
活
動
の
強
化
等
を
区

り
生
産
性
の
高

s
近

殷
業
機
械
化
セ
ン
ク

ー

て
道
路

、

か
ん
が
い
排
水
施
設
の
改
修

、

畑
地
か
ん
が
い
兼
上

-5 U -



農
業
協
同
組
合

計
画
調
整
員

水

文

燐
業
経
済

農
業
機
械

作
物
栽
培

人
選
中

佐
々
木
痺

大
谷
俊
人

か

ん

が

い

技

術

堀

江

実

信

人
選
中

沼
田
正
道

佐
藤
孝
夫

コ
ロ

ン
ボ
プ
ラ

ン
専
門
家
か
ら
振
替
え

期
間
四
五
・
一

ー

囮
七

・
一

元
ィ

ン
ド

派
遣
専
門
家

コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
専
門
家
か
ら
振
替
え

期
間
凶
四

•
+
-
l
四
六
・
十
一

コ
ロ
ン

ボ
プ
ラ

ン
専
門

家
か
ら
振
替

え

国
際
協
力
誅
協
力
官

期
間
四
直

•

+
-
l
西
六

・
十
一

農
林
省
よ
り
視
職
出
張

（
元
関
東
殷
政
局
利
根
川
水
計
煽
菜
水
利

調

査

務

所

第

二

調

査

課

長

）

派
遣
専
門
家

(fl 

員
会
を
設
置

し
、
計
画
の
実
施
運
営
に
つ
き
定
期
的
に
協
議
す
る
。

協
力
期
間
は
五
カ
年
と
す
る
。

ま
た
、

セ
イ
ロ

ン
側
関
係
者
お

よ
び
日
本
人
尊
門
家
か
ら
な
る
合
同
委

営

に
関
す
る
事
項
匠
つ
い
て
は
セ
イ
ロ

ン
側
理
事
長
が
貴
任
を
負
う
。

お
よ
び
セ
イ
ロ

ン
側

理
事
長
が
共
同
し
て
責
任
を
負
い

(e) (dl 

セ
イ
ロ
ン
政
府
は
、

供
、
道
路

、

諸
経
快
の
角
担
等
を
行
な

う

。

計
画
の
実
施
に
閣
す
る
技
術
上
の
事
項
に
つ
い
て
は

、

• • 
こ
の

計
画
妃
必
要
た
職
負
等

、

か
ん
が
い
排
水
施
設
等
の
建
設
採

、

員
の
受
入
れ
を
行
た
う
。

囮

日

本

政

府

は

七

名

の
専
門
家
の
派
逍

、．
必
要
な

計
画
の
実
施
運

そ
の
他
現
地
妬
お
け
る

日
本
側
理
事
長

建
物

‘

機
材
の
供
与

、

． 
ほ
場
の
提

研
修
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応

パ
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゜ヽ
縮
尺

モ ラ ゴ ラ J I

凡
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ラ
ッ
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幹
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こ
協
力
対
象
地
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¥2) (1) 

ラ
プ
テ
イ
農
楊

、
ジ
ヤ
ナ
ク
プ
ー
ル
地
区
等
侭
つ
い 同

①

昭

和

四

五

年

三
月
o
T

C

A

顧
門

（
東

大
名
誉
教
授
）
福
田

仁
志
氏

を

施
す
る
た
め
に

専
門
家
の
派
遣

、
艇
業
機
材

の
供
与
た
ど
が

予
定
さ

れ
て
い
る

。

技
術
の
確
立
、
農
業
技
術
菩
及
な
ど
森
合
的
ァ
開
発
を

、

こ
こ
を
拠

点
に

、
実

こ
れ
ら

地
区
か

ら
一

地
区
の
適

燐
業
閣
発
協
力

他
の
開
発
途
上
国
に
比
ぺ
商

い
水
準
を

保
つ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
未
だ
伝

統
的
農
業

の
城
を
出
ず
、

計
画
の
概
要

技
術
協
力
の
内
容

国
東
部
カ

ン
カ

イ
、

社
会
経
済
的
観
点
か
ら

調
査
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

莱
協
力

を
要
請

し
て

来
た
。

わ
が
国
は
こ
れ
を
受
け

、

よ
び
七
チ
県
匠
対

し
て
灌
漑
、

営
農
お

よ
び

農
業
普
及

な
ど

を
中
心
と
す
る

晨

た
め
に

、
わ
が
固
妬
メ
チ
県
カ
ン
カ
イ
地
区

、
同
国

の
農
業
生
産
は
ア
ジ
ア
の

同
国
と
し
て
は
一

廣
経
済
開
発
を
強

力
匠
推
進
，す

る

ナ
ラ
ャ
ニ

県
ラ
プ
テ
ィ
地
区
お

こ
れ
ら
地
区
を
技
術
的

、

前
述
三
地

区
の

他
ジ

9

ナ
ク
プ
ー
ル

県
の
協
力

要
諮
も

あ
り
、
短
期
間
に

ネ
パ
ー
ル
の
ク
ラ
イ
地
城
の
中
央
か
ら
東
部
を
踏
査
し
た
こ
と
と

、
要
請
の

あ
っ
た
西
部
を
交
通
事
情
な
ど
匠
よ
り
調
査
を
実
施
出
来
た
か
っ
た
こ

と
か
ら

、

最
終
的
た
計
画
は
明
ら
か
匹
し
て
い
た
い
か
、

当
な
規
模
二0
0
ー

五
o
o
~
を
選
び

、

灌
漑
な
ど
土
地
基
盤
の
整
備

、

営
裂

団
長

と
す
る
六

名
構
成
の
開
発
基
礎
調
査
団
が

一
カ
月
間
派

遣
さ

れ
、

お
か
れ

て
き
た

。
こ

の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、

で
は
国
民
の
九

0
％
以
上
が
農
業
に
従
事
す
る
た
め

、
農
業
に
経
済
開
発
の
重
点
が

を
•
お
お
む
ね

達
成
す
る
な
ど
、

恙
実

に
経
済

開
発
を
推
進
し
て
い

る
。
と
く
に
同
国

ネ
パ
ー
ル
王
国
は
第
三

次
五

ヵ
年
計
画

ネ

ノ＜

Jレ • • 

（
一
九

六
六

l
一
九
七

0
)

． 
の
目

標
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9 :、•

⑥
 ． 案に
助
言
す
る
。

． 

一
九
六
六
年
農
場
業
務
開
始
以
来

、

ま
た
派
遣
さ
れ
た
日
本

人
専
門
家
を
総
括
す
る
。

⑦
 で
あ
る

た
め

、
協
力
期
間
は
相
当
長
期
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

⑥

農

業

を

と

り

ま

＜

社

会

的

、
経
済
的
諸
条
件
が
あ
ま
り
に
も
未
整
備

e) 

⑤
 

（
チ
ュ
ー
プ
ウ
エ
J
V
等
）

④ 
及
事
業
関
係
者
の
訓
練
を
行
な
う
。

R
 
R
 

① 

F
A
0
ハ
ー
デ
イ
ア
ス
品
場
を
普
及
指
尋
低
場
と

し

て
、
近
代
農
法

及
指
導
圃
を
設
け
、
遂
次
こ
の
普
及
指
導
圃
を
増
加

し

て
行
く

。

普
及
事
業
関
係
者
に
対
す
る
助

言

、
指
導
お
よ
び
訓
練
の
効
果
を
高

め
る
た
め

、
普
及
指
導
殷
場
を

、

の
展
示

、
助
言
、
指
導
の
た
め
の
デ
ー
ク

ー
の
入
手

と
適
用
試
験

、
普

対
象
作
目
は

、
当
面
水
稲
に
重
点
を
置
く
も

、

等
へ
も
協
力
を
拡
充
し
て
行
く
。

水
源
の
確
保
で
き
る
地
区

法
を
と
り
入
れ
る
。

協
力
の
効
果
を
あ
げ

、

逐
次

、
畑
作
物
分
野

に
は

、
灌
漑
巖

か
つ

、
協
力
実
施
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

、

首
都
カ
ト
マ

ン
ズ
に
チ

ー

フ

・
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
置
き

、

ネ．
ハ
ー
ル
政

府
上
酒
部

と
確
時
意
見
の
交
疾
を
行
ァ
i
う

と
と
も
に
農
業
曲
発
計
画
立

ラ
プ
テ
イ
実
験
指
導
農
場
は

、

に
努
め
る

。

よ
び
訓
練
に
重
点
を
置
き

、

ま
た

、

か
つ

、

た
い

し
第
二
次
調
査
団
の
派
遣
を
要
請

し

て
ぎ
た
。

て
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
四
五
年
十

一
月
二
二
日
か
ら
三
六
日
間
の
日
程

で
調
査
団
が
派
遣
さ

れ

た
。

本
調
査
団
に
よ
り
得
ら
れ
た
協
力
の
方
向

と
し
て

は

、

慣
行
農
法
の
改
善
を
図
り

、
普
及
事
業
関
係
者
へ
の
助
言

、
指
導
お

周
辺
農
家

へ
の
改
艮
牒
法
の
波
及

改
良
燥
法
の
普
及
の
た
め
普

ネ
パ

ー

ル
政
府
は
同
国
の
食
糧
増
産
の
緊
急
性
か
ら

、
再
度
わ
が
国
に
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（

東

京

袋

大

）

こ

の

ほ

か

ラ

プ

テ

イ

の

実

験

指

導

設

場

の

連

営

管

理

の

た

め

島

田

輝

男

氏

調

整

農
村
社
会

土

地

利

用 圃
塙
整
備

協

力

政

策

農

業

一

般

副

団

長

（

か

ん

が

い

）

団

長

を

進

め

る

。

そ

の

業

績

が

顕

わ

れ

、

． 
が

派

遣

さ

れ

て

い

る

。

後

藤

了

之

助

中

村

尚

司

木

村

学

而

岩

本

荘

太

布

施

孝

人

栗

原

ネ

バ

ー

ル

農

業

開

発

計

画

調

査

団

同

渋

場

で

確

立

さ

れ

た

楼

法

は

、

浩

· - ,• 

・1 

O

T

8

A

 

ア

ジ

研

日

本

工

営

K

K

淡

地

局

か

ん

排

課

i:、
殺
事
試

農

林

経

済

局

国

協

課

木

村

隆

算

福

田

仁

志

O

T

C

A

参

与

ヽ

東

大

名

誉

教

授

0
,、
T

C

A

ヽ

条

件

地

区

か

ら

山

岳

地

に

も

広

く

適

用

し

う

る

の

で

今

後

も

技

術

協

力

ネ

パ

ー

ル

側

に

高

く

評

価

さ

れ

て

お

り

、

ま

た

、

ジ

ヤ

ナ

カ

プ

ー

ル

県

の

同

等

の

立

地

． 
-ss-
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イ
ン
ド
水
産
加
工
技
術
訓
練
セ

ン
ク
ー
等

、
多
国
間
協
定
に
よ
る
も
の
は

現
在
ま
で
に
協
力
を
実
施
し
た
水
産
関
係
技
術
協
カ
セ
ン
ク
ー
の
う
ち

二
国
間
協
定
に
よ
る
も
の
と
し
て
は

、’
セ
イ
ロ
ン
漁
業
訓
練
セ
ン
ク
ー

、

C

海
外
技
術
協
カ
セ
ン
タ
ー
派
逍

技
術
者
の
実
技
訓
練
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
．
o

ヽ

ク
イ

イ
ン
ド

、
パ

キ
ス
ク
ン
等
に
お
け
る
漁
搭
技
術
指
導
お
よ
び
水
産

名
）

、
北
東

ア
ジ
ア
九
笏

名
）

、
中
近
東
ア

フ
リ
カ
ニ
四
％

度
ま
で
妬
合
計
一

派
遣
の
約
二

〇
外

匠
相
当
す
る
。
派
逍
地
城
別

で
は

南
西
ア
・
ツ
ア
が
三
二

次
い

で
東
南
ア
ジ
ア
ニ
五
％

（
二
八
名
）

(

-

0

名
）

中
南
米
．
一
四
％

の
順
と

た
っ
て
お
り
、
ペ
ト
ナ
ム
、

（
一
六

名
で
最
も
多
く
、

全
体
の
二
八
％

、

（
二
九

一
五
名
を
数
え
る
が

、

こ
の
数
は
燥
林
水
産
閲
保
個
別

水
産
関
係

、
専
門
家
の
個
別
派
逍
数
は

、
昭
和
二
八
年
度
か

ら
四
四
年

g

専

門

家

の

個

別

派

遣

体
の

一
七
％
に
相

当
す
る

。

昭
和
囮
囮
年
度
の
水
産
閲
係
研
修
員
受
入
数
は
六
七

名

で
涎
林
水
産
全

二
佑
の
順
と
な
る

。

ア
一
八
佑

、
中
近
東
ア

フ
リ
カ
地

域
九
佑

、
中
南
米
地
城
六
％

、

全
体
の
四
四
％
を
占
め

、
次

い
で
北
東
ア
ジ

ア
地
域
二

0

%
、

の
一
五
％
に

相
当
す
る
匹

こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
東
南
ア
ジ
ア
地
城
が

七
三
二
名
を
数
え
る
が

、

水
産
に
お
け
る
技
術
励
力

こ
れ
は
燥
林
水
産
全
体

、

3

受
入
研
修

①

水

産

技

術

協

力

に

占

め

る

水

産

分

野

の

比

豆

． 

（
四
、

七
三
五
名
）

水
産
関
係
の
受
入
者
数
は
昭
和
二
九
年
以
降
四
四
年
度
末
主
で
に
合
計

（
以
下
は
巖
林
省
国
際
協
力
課
曾
根
原
初
郎
氏
匠
よ
る
）

． 
そ
の
他

南
西
ア
ジ

-57-



(5) 

る
。． 三0名の
内
訳

は

ア
フ
リ
カ
一
八
名

、

い
る
。

● 

こ
の
数
は
炭
林
水
産
関
係
青
年
協
力
隊
の
四
％
程
度
で
あ
る

。

の
二
塚
と

し

て
海
外
協
力
と
健
全
た
青
年
の
育
成
を
目
途
．と

し
て
創
設
さ

日
本
青
年
海
外
協
力
隊
事
業
は

、

つ

て

い

る

J

日
本
i甘
年

海

外

協

力

隊

派

凶

i
れ
た
が

、
り
水
産
函
係
で
は
昭
和
四
四
年
度
ま
で
匠
三

0
名
が
派
遣
さ
れ
て

東
南
ア
ジ
ア
―
二
名

と

な

つ
て
い

名
、
北
東
ア
ジ
ア

、

昭
和
幽

0
年

に

海

外

技

術

協

力

計

画

匹
み
る

と
東
南
ア
ジ
ア
が
最
も
多
く

五
五
名

、

産
閣
係
桝
発
調
査
派
遣

の
三
二
％
に
相
当
す
る
。
地
域
別

は
四
四
年
ま
で
に
合
計
八
一
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

ル
七
名

、

ヽヽ
―
4
 

rù
 

発
展
途
上
国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き

、

函

発
詢
奎
派
遥

こ
の
調
査
は

、

イ

ン
●
ネ

シ
ア
四
名
で
あ
る
。

中
の
専
門
家
数
は
二
三
名
で

、

東
南
ア
・
シ
ア
漁
業
閑
発
セ

ン
ク
ー
が
あ
る
。

こ
の
数
は
燐
林
水

予
備
的
調
査
か

昭

和

三

四

年

度

以

降

山

四

年

ジ
ン
ガ
ボ

ー

ル
の
五
か
国
に
セ

ン
ク
ー

の
要
員
た

い
し

セ

ン
ク
ー
に
つ
い

て
の
調
査
指
導
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
お
り

、

セ

ン
ク
ー
派
遣

（
二
九
五
名
）

こ

の
数
は
農
林
水
産
関
係

の
二
五
佑
に
当
た
る

。

現
地
匠
セ

ン
ク
ー

の
要
員
と

し

て
荘
在

そ

の
内
訳
は
ク
イ
―
二
名

、

シ
ン

ガ
ポ

ー

ら
国
際
金
融
機
関
へ
の
融
資
申
請
に
必
要
な
実
施
設
計
調
査
ま
で
を
行
な

5
も
の
で
？
昭
和
三
七
年
か
ら
本
格
的
に
実
施

し

て
お
り

、
水
産
閲
係
で

（
二
五
三
名
）

次

い
で
南
西
ア
ジ
ア
ニ

中
近
東
了

フ
リ
カ
各
二
名

、

昭
和
囮
五
年
九
月
一
日
現
在

、

度
ま
で
匹
合
計
七
囮
名
が
セ
イ
ロ

ン、

．
、

イ

ン
ト

中
南
米
一
名
の
融
と
な

イ
ン
ド
ネ

ツ

ア
、

ク
イ

、
-5 8 -



(2) 
(a) 

提
案
が
あ
り

、
四
十
二
年
三
月
バ
ン
コ
ッ
グ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第

閣
僚
会
諾
に
お

5

て
ク
イ
国
代
表
よ
り
本
セ
ン
ク
ー
設
立
に
つ
い
て
の

昭
和
四
十
一
年
四
月
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
東
南
ア
ジ
ァ
開
発

東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ
ン
タ
ー
＇

現
在
協
力
中
の
も
の

一
三

0
名
の
技
術
訓
練

が
行
た
わ
れ
た

。

て
昭
和
四
十
二
年
六
月
の
協
定
期
間
終
了
ま
で
に
九
ヵ
月

コ
ー
ス
で
約

万
円
匠
念
よ
ぶ
機
材
供
与
が
行
な
わ
れ

｀

缶
詰
製
造
等
の
水
産
加

工
技
術
訓
練
の
た
め
マ
イ
ソ
ー
ル
州
マ
ン
ガ
ロ

ニ
カ
年
の
期
間
延
長
を
含
め

ー
ル
市
に
設
置
さ
れ
｀

わ
が
固
か
ら
八
名
の
専
門
家
の
派
遣
と
約
六
千

本
セ
ン
ク
ー
は
昭
和
三
十
七
年
三
月

｀
冷
凍

‘
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
・
ツ

、

(b) 
っ
た

゜
イ
ン
ド
。
水
産
加
工
技
術
訓
線
セ
ン
タ
ー

昭
和
四

0
年

九
月
匹
協
定
が
満
了
し
た
が

、
さ
ら
た
一
ー
ド
バ
イ
サ
ー
と

セ
イ
ロ
ン
の
漁
業
訓
線
セ
ン
タ
ー

昭
和
三
十
六
年
三
月
に
漁
業
訓
練
セ

ン
ク
ー
設
置
の
た
め
の
協
定
が

両
国
間
に
締
結
さ
れ

、

ン
ポ
に
漁
業
訓
練
セ

ン
ク
ー

が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
わ
が
国
か
ら
九

機
関
科
（
一
期
一

カ
年
）

ロ
ン
ポ
近
郊
の
ネ
ガ

ま
た
、
協
力
期
間
中
に

わ
が
国
か
ら
同
国
匠
対
し
て
約
三
千
万
円
の
機
材
供
与
が
行
な
わ
れ

、

し
て
四
十
二
年
九
月
ま
で
匠
三
名
の
専
門

家
が
派
遣
さ
れ
協
力
を
行
た

協
力
期
間
中
は
一
六
七
名
が
訓
練
を
受
け
た
。

の
二
科
を
設
け
漁
業
技
術
者
の
訓
練
を
実
施

‘

名
の
専
門
家
を
派

遣

し
、
沿
岸
漁
業
を
主
体
に
漁
拐
科

（
一
期

六
カ
月
）

昭
和
三
十
七
年
十
月

、
コ

②

主

な

水

産

函

係

技

術

協

力

ヽ
9l

協
力
の
完
了
し
た
も
の

（
 ‘, 
＾
 

、員` ． 

． 
-59-



し`

、’ヘ． 
し．ト・
．ヽ．．

ク
、`

漁
業
開
発
の
た
め
の

機

関

機

械

の

指

導

ぶ

和

田
山
本

漁

業

開

発

訓

練

指

導

佑

野

． 
晃

民

間

（
光

電
製
作
所
k

k

)

三
年

尭

コ
ー
ス
匠
分
け

、

れ
て

漁
業
資
源
調
査
の
た
め
の
中
堅
技
術
者
の
養
成
匠
あ
た
る
。

派
遣
技
術
者

海
外
技
術
協
力
官

水

産
庁
漁
船
課

二
年

司

卦
村

正
恒

，，，， 

囮
年

峻

四
年

（
ク
イ
国
パ
ク
ナ

ム
同
セ

ン
ク
ー
訓
練
部
局
）

調
査
部
局
は
四
十
九
名
の
職
員
構
成
で
加
盟
固
か
ら
研
究
生
を
受
入

総
訓
練

人
員
は
五

0
名

で
あ
る

。

乗
組
員
コ

ー

ス
の
―
―

コ
ー

ス
が
あ
り

、

訓
練

コ
ー

ス
は
期
間
二
年
の
指
導
専
門

家

コ
ー
ス
と
期
間
一
年
の
幹
部

地
に
派
遣
さ

れ
て
い

る
。
訓
綜
部
局
は
六
五
名
の
職
員
構
成
で

、
漁
業

以
下
一
九
名

（
訓
綜
部
局
―
二
名

、

の
専
門
家
が
現

日
本
人
専
門
家
の
経
牧
お
よ
び
訓
練
生

、'
担
す
る
こ
と
と
し
、
す
で
に
支
出
済
で
あ
る

。
両
セ

ン
ク
ー
に

は
次
長

調
査
部
局
七
名
）

各
コ
ー
ス
を
漁
業
科

と
椀

関

科

（
二
六
名
分
）

の
奨
学

金

を

負

万
円
が
同
セ

ン
タ
ー
匹

対

し
拠
出
済

で
あ
一
り

、

調
査
用
檄
材
供
与
の
た
め
約
五
億
三

千

両
部
局
勤
務
の

ま
た
、

三
八
七
ト

ン
）

お
よ
び
訓
練

、

る
目
的

と
し
て
い
る
。

わ
が
国
か
ら
は
訓
練
船

、
調
査
船

（
い
ず
れ
も

妬
設
置
さ
れ

、

同
年

―
二
月
に
わ

が
国
の
ほ
か
ク
イ
お
よ
び
シ

ン
ガ

ボ

ー
ル

が
凶
三
年

一
月

匠

フ
ィ
リ
ッ

ピ

ン、

マ
レ
イ
ジ
ア

、
ペ
ト
ナ
ム

等
六
カ
国
が
設
立

．i
協
定
に
署
名

し
た
。

•

本
セ

ン
ク
i
は

訓
練
部
局
と
調
査
部
局
か
ら
な
り

、

~·
ァ
，
．

El
.\,
.

[
”

訓
練
部
局

は
ク

イ
、．（
・
ハ
ク
ナ
ム
）

漁
具
漁
法
の
研
究
を
主
目
的

と
し
、

調
査
部
局
は

シ
ン
ガ

ポ

ー
ル

ヤ
ン
ギ
ー
）

に
設
幡
さ

れ、

（

チ

漁
場
の
開
発

、
漁
業
資
源
の
調
査
を
主
な

漁
業
技
術
者

の
訓
椋
、

二
回
同
会
話

に
お

い
て

本
セ

ン
ク
ー

設
立
に

つ
い
て

各
国

が
同
意

し、

-60 — 



(b) 

四
四
年
四
月
二

0
日
か
ら
同
年
五
月
一
六
日
妃
わ
た
る
実
施
調
査

同
年
九
月
一
六
日
匠
わ
た
る
予
備
調
査
，
（
団
員
五
名
）

お
よ
び
昭
和

わ
が
国
に
要
請

し
て
き
た
。

こ

の
た
め
．

昭
和
西
二
年
八
月
二
七

日
か
ら

イ

ン
ド

ネ

シ
ア
政
府
は

、

か
ね
て
か
ら

漁
業
分
野
に
お

け
る

協
力
を

み

田
中

正
治

ク

二
年

，，， 

（一

等
航
海
壬
）

（
機
関
長
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
漁

業

技

術

協

力

栗

山

義

一年

ク

（
漁
拐
長
）

（
通
信
長
）

草

原

茂

夫

民

間

三

年

（
日
本
レ
ー
ダ
ー
サ
ー

ピ
ス
k

k
)

ク

‘ 

宮

田

忠

民

間

一年

漁
業
資
源
閉
発

調
査
及
び
指
導

疇
繹
開
発
調
査

調

査

国

｀

雙

広

田

拓

治

民

閲

三
年

代

田

昭

診

民

間

二
年

水
戸

畝

国
除
協
力
誅
協
力
官三
年

派
遣
技
術
者

（
ジ
ン
ガ

ボ

ー`
ル

'̀ 

チ
ャ
ン
ギ
ー
同
セ
ン
ク
ー
調
査
部
局
）

ヽ

以
上
十
一
名

ク

盆
贔
『

ん9

ク

一年

ク

配
麟
信
長
正

，，， 

ヽ

三
年

ク 49  ク

ク ，，9 ク ク

監
雪
誓

ク

ク

ヽ

王5
等
暉
疇
士
）
民
間

（
大
洋
漁
業
k
k
)三
年
三
年

ク

髯
畔
長
）

昭

水

産
庁

．
白
荻

丸
船
辛
年

/, 

，，，， 

西

岡

保

雄

・ヽ

ク

i一年

漁
業
開
発
の
た
め
の

機
関
機
械
の
指
導

． 

山
崎

，
留
吉

民
間

（
東

洋

レ
ー
ヨ
ン

k
k
)

i-―年

． 
-6 1 -



． 通の実
態
調
歪

、
深
浅
測
抗

、
土
質
、

． 
源
砂
等
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
匠
お
い
て
漁
獲
物
の
水
協
げ
お
よ
び
流

こ
の
地

区

に
対
す
る
フ
ィ
．
ッ
ピ
リ
テ
イ
謁
査
が
昭

辿
し
、

和

因

四

年

建
設
計
画
調
査
を

わ
が

国

に
要

詔
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
わ
が
国
は
昭

ン

ヽ

メ
ル
ジ
ン

、

（
団
員
七
名
）

月
一
八
日
匠
締
結
、

（
有
効
期
間
三
年
）

ク
ア
ラ
ト
レ
ン
ガ
ヌ

、

基
礎
調
査
を
実
施

し
た
。

弟

一
眼
位

と
な
り

、

一
月
二
七
日
か
ら
三
月
八
日
侭
至
る
間
八
名
の
調
査
団
を
派

こ
の

結
果
ク

ワ
ン
ク

ン
地
区
が
開
発

和
山
四
年
九
月
六
日
か
ら
―

0
月
一
日
匠
わ
た

っ

て
八
名
の
調
査
団
に

よ
り
実
施

さ
れ
た
。

ク
ア
ラ
ペ

ー

ス
ト
）

の
漁
港

漁
港
建
設
計
画
を
立
案

し
、
采
部
海
岸
匠
お

け
る
四
地
区

（
ク
ア
ン
ク

マ
レ
イ
ジ
ア
政
府
は
第
一
次
マ
レ
イ
シ
ァ
詞
発
計
画
の
一
壌
と
し
て

c

西

マ
レ
イ
シ
ア

東

部

海
岸
漁
港
廷
設
計
画
調
査

ヽヽ―ィヽ一

ク

岩

切

成

郎

鹿
児
島
大
助
教
授
二
年

ク

諫

見

惇

佐

世

保

市

水

族

館

長二
年

ク

福

元

覚

鹿
児
島
県
職
員

二
年

霜
：
翫
這
硬
齊
砕
新
藤

品
f

弘

ょ

町

洋

捕

鯨

k

k

)
一
年

派
遣
専
門
家

（
四
名
）

い
て
協
力
中
で
あ
る

・

門
家
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と

に
な
り
現
在
四
名
の
専
門
家
が
現
地
匠
お

さ
れ
た

。

そ
の
後
期
間
専

こ
と

侭
合
意
を
み

、

こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
協
定
が
昭
和
四
囮
年
七

ン
ボ

ン
等
五
か
所

の
水
産
混
校
へ
の
菩
及
指
導
匠
つ
い
て
協
力
す
る

究

、
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
漁
業
た
つ
い
て
の
教
育
並
び
に
ア

研
究
所
等
に
お
け
る
水
産
物
の
保
蔵
、

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果

．ジ
ャ
カ
ル
ク
の
漁
業
技
術

加

工

お

よ

び

漁

船

漁

具

の

研
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富

な
漁
業
資
源
を
も

つ
て
い
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
ツ
ァ
沿
岸
水
域
は
、

⑲
準
偏
段
階
に
あ
る
技
術
協
力
採
件

‘,’ a
 

ィ
U
`

あ
る
。

調
査
の
結
果

、

と
（
に
ス
、
ヽ
ヽ
ノ
エ
カ
キ

羨
殖
の
開
発
可
能
性
が
察
知

た
り
、
六
名
の
調
査
団
に
よ
っ
て
乾
季
調
査
（
第
二
次
）

が
実
施
さ

昭
和
四
四
年

一
月
か

ら
約
一
か
月
匠
わ

6

小

次
）

（
第

(d）） 

新
港
娼
設
計
画
を
立
案

し、

て
き
た
。

． 
こ
の

要
請
に
基
づ
き
港
湾
を
中

心
と
す
る

予
備
調
査
が

、

九
月
一
日
か
ら
一

0
月
三
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

カ
ン
ポ
デ
イ
ア
沿
岸
漁
業
面
発
l
i
t
＿
幽
調
査

カ
ン
ボ
デ
イ
ア
の
水
産
業
は
、

主
体
で
あ

っ
て
、

海
面
漁
業
は
ほ

と
ん
ど

開
発
さ
れ

て
い
た
い
。

の
た
め
カ
ン
ボ
デ
イ
ア
政
府
の
要
請
に
基
づ
き
、

約

一
か
月
に
わ

た
り
、

が
行
な
わ
れ
た
。

が
行
な
わ
れ
た
。

カ
キ
養
殖
、

六
名
の
調
査
団
た

よ
っ
て

雨
季
調
査

本
調
査
で
は
沿
岸
お
よ
び
沖
合
の
漁
業
資
源

の
生
態
調
査
を
菫
点
に
、

各
地
に
お

け
る

市
場
調
査

、

型
底
び
ぎ
網
に
よ
る
漁
獲
試
験
お
よ
び
採
具
の
た
め
の
潜
水
調
査
等

そ
の
後
、

れ
る
こ
と
に
な
り
、

カ
ニ
、

エ

ピ

、

プ

ラ

ト

ウ

の

漁

獲

試

験

お

よ

び

流
通
加
工
等
の
現
地
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

さ
れ
た
の
で
、
今
後
、
調
査
団
が
設
置
し
た
四
か
所
の
養
殖
試
験
施

設
を
利
用
し

て
ス
ミ
ノ
エ
カ
キ
の
養
殖

試
験

が
行
な
わ
れ
る

予
定

で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
漁
業
娠
呉
計
回

昭
和
四
二
年
六
月

、

三
枚
網

、

こ

カ

ツ
オ
、

、
マ
グ
ロ
漁
場
と
し
て
豊

同
国
の
水
産
業
は
極
め
て
低
調

大
湖
を
中
心
と
す
る
淡
水
漁
業
が

こ
の
た

め
の
調
査
を
わ
が
国

に
要
請

し

そ
の
後
マ
レ
イ
シ
ア
政
府
は
ク
ワ
ン
ク
ン

地
区

に
漁
港
機
能
を
含
む

． 
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調
査
団
が

、

• 
• 

C
 

、
1

し

ノ

ヽ•

ヽ•

． ・ ？ ＇ 

八
月

二
三
日
か

ら
二
五
日
間
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
五
名
の

漁
業
開
発
構
想
を
検
討

し
、

適
否
を
検
討
す
る
た
め
の
現
地
調
査
を
行
な
う
こ
と
と
し

、

あ
わ
せ
て
漁
業
訓
練
セ
ン
ク

ー
設
立
の

、こ
の

た
め
、

わ
が
国
に
お

．い
て
は
東
．
ハ

キ
ス
ク
ン
匹
お
け
る

海
面

の
技
術
訓
練
を
行
な
う
セ

ン
ク
ー
を
設
立
す
る

こ
と
と
し
、

わ
が
国

中
型
ト
ロ
ー
ル
漁
船
に
よ
る
ペ
ン
ガ
ル

湾
の
漁
業
開
発
を

と
り
あ
げ

、
漁
船
の
操
船

、
機

喝

、
漁

具

漁

法

等

に
対
し
て
調
査
を
要
請
し
て
き
た
。

発
の
方
向
を
検
討

し
た
が

、

政
府
は
こ
の
漁
港
の
建
設
計
画

と
相
ま
っ
て
パ
キ
ス

ク
ン

の
漁
業
開

ン
市
カ
ル
ナ
ル
ク

リ
河
口
匠
チ
ッ
ク
ゴ

ン
漁
港
を
建
設

し
た
。

中
央

米
国
の
港
湾
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
に

依
頼
し

、
本
年
七
月
匠
チ
ッ
ク
ゴ

け
る
漁
業
査
源
調
査
を
行
●

ぅ
と
と

も
に

、
漁
港
建
設
に
つ
い
て
は

、

質
の
供
給
を
図
る
た
め

、
国
連
の
協
力
を
侍

て、

ペ
ン
ガ
ル
湾
に
お

束

パ
キ
ス
ク

ン
政
府
は

、

哀
パ
キ
ス
タ
ン
の
漁
業
訓
線
セ
ン
タ
ー

つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。

の
事
業
計
画
の
可
能
性
を
主
体
匠

、
保
蔵
、
流
通

、

日
間
の
予
定
を
も
つ
て
現
地
に
派
遣
さ
れ

、

こ
の
た
び
同
国
政
府

は
、

（
セ
ー

ラ
ム
島
）

の
四
か
所
を
漁
業
基
地

と
し
て
の

枷
発
対
象
候
補
地
に
選
定
し
、

の
計
画
調
査
に

つ
い
て

わ
が
国
に
技
術
援
助
を
要
詣

し
て
き
た
。

の
た
め
わ

が
国
か

ら
七
名
の
調
査
団
が
昨
年
七
月
二
五
日
か

ら

五
五

カ
ツ
ォ

、

ペ
ス
島
）

。
ア

ン
ポ
ン

ヽ

ク
パ
ン
グ

画
の
一
環
と
し
て
サ

．ハン

（
ス
マ
ト
ラ
北
端
）

な
状
態
侭
お
か
れ
て
い
る
。

こ そ

（
チ
モ
ー
ル

島
）

ク

ン

ダ

リ

（
セ
レ

漁

業

振

興

計

マ
グ
ロ
漁
業

漁
業
施
設
等
匹

食
租
自
給
の
増
大
と
く
に
動
物
性
蛋
白
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務
殖
の
対
象
と
な
る
水
産
物
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

な

は
、
と
侭

合
意
を
み
た
。

た
だ
し
養
殖
部
局
の
対
象
と
す
る
魚
遁
に
つ
い
て

訓
練

、
普
及
と
し

、
汽
水
養
殖
を
最
初
に
と
り
あ
げ
る
こ

事
業
の
対
象

と
し

び
接
殖
部
局
の
対
象
と
す
る
魚
枷
を
中
心
に
討
議
さ
れ
た
結
果

、
羨
殖

開
催
さ
れ
た
。
本
会
議
で
は
養
殖
部
局
の
設
置
場
所

と

そ
の
機
能
お
よ

日
本
側
か
ら
六
名

水
養
殖
開
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
調
査
団
報
告
が
あ
り

、
作
業
部
会

三
回
セ

ン
ク
ー
理
事
会
に
お
い
て

、
他
産
業
の
進
朕
等
に
対
応
す
る
た

め
の
淡
水
養
殖
の
開
発
お
よ
び
未
開
発
状
態
に
あ
る
広
域
匠
お
け
る
汽

を
マ
ニ

ラ
で
行
た
う
こ
と
に
決
定

し
た

。
そ
の
俊
本
作
業
部
会
の
会
期

が
出
席

、

は
本
年
七
月
二
七
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
と
決
定

、

関
係
国
か
ら
三
七
名
が
参
加

し
て
作
業
部
会
は
予
定
ど
お
り

部
局
の
本
部
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
設
置
す
る
こ
と
、

て
は
研
究
、

淡
水
養
殖
を
対
象
と
す
る
組
織
の
新
設
に
よ
り
将
来
は
淡
水
接
殖

を
も
取
扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で

、
汽
水
養
殖
の
み
た
ら
ず
淡
水

イ
ア
の
七
か
国
匠
派
遣
し
た
。

四
四
年
―
二
月
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第

ナ
ム
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
イ
シ
ア
、

ク
イ
、

ら
四
週
間
の
日
程

を
も

つ
て
四
名
の
調
査
団
を
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、

ラ
オ
ス

、

カ
ン

ポ
デ
ペ
ト

政
府
は
調
査
団
の
派
遣
を
表
明

し

た
。
日
本
政
府
は
四
四
年
―

0
月
か

ジ
ア
開
発
閣
僚
会
議
に
お
い
て
作
業
部
会
の
設
俗
が
支
持
さ
れ

、
日
本

昭
和
四
四
年
四
月
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
東
南
ア

置
苓
よ
び
日
本
政
府
に
対

し
て

調
査
団
の
派
遣
要
請
が
決
定

さ
れ
た
。

必
要
性
が
認
め
ら
れ

、

加
盟
国
の
蓑
殖
専
門
家
に
よ
る
作
莱
部
会
の
設

東
南
ア
ジ
ア
漁
業
院
発
セ

ン
ク
ー
理
事
会
に
お
い
て
蓉
殖
部
局
設
置
の

昭
和
四
四
年
三
月

ツ
ン
ガ
ボ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
第
二
回

c
~

采
南
ア
ジ
ア
漁
業
誦
発
セ
ン
タ
ー

装
殖
部
局
設
紅

に
つ
い
て

． 

． 
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‘‘‘i 

業
技
術
協
力
の
要
請
は
商
ま
る
こ

と

が
予
想
さ
れ
る
。

食

、「

多
数
を
占
め
る
発
展
途
上
諸
国
匠
お
い
て
は

、

の
幣
要
が
将
来
急
迷
に
増
大
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ

て
お
り

、
柚`
物
蛋
白

質
供
給
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
今
後
発
展
途
上
国
か
ら
の
わ
が
国
に
対
す
る
漁

以
上
水
産
肉
係
の
技
術
協
力
の
概
要
に
つ
い
て
述
ぺ
た
が

、

今

後

の
見
と

お
し

な
計
画
が
取
り
進
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
後
、

ぁ`ヽ

装
殖
部
局
の
設
監
匠
つ
い
て
は

、

． 世
界
人
口
の
大

次
期
理
事
会
妬
お
い
て
検
討

次
期
作
業
部
会
お
よ
び
現
地
調
査
等
の
段
階
を
経
て
具
体
的

蛋
白
食
糧
と
く

に
動
物
蛋
白
質
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(3) ＠

カ

ン

ボ

ジ

ア

人

農

業

技

術

者

へ

の

技

術

訓

練

と

技

術

の

普

及

(1) 

農
業
セ
ン
ク
ー
と
畜
産
セ
ン
ク
ー
は
シ
ア
ヌ
ー
ク
国
王
の
対
日
賠
償
請

求
権
放
棄
に
よ
り
、
総
額
十
五
憶
円
の
経
済
お
よ
び
技
術
協
力
を
行
な
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、

立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
セ
ン
ク
ー
の
開
設
ま
で
、

式
を
や
っ
た
の
は
四
十
年
八
月
で
す
0

場
所
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
西
約
―
―
―
百
キ

ロ
た
あ
る
パ
ッ
ク
ン
パ
ン
市
か
ら
さ
ら
冗
四
〇
キ
ロ
ほ
ど
奥
に
入
っ
た
ツ
ー
ル

た
状
態
で
す
。
そ
の
後
四
十
四
年
九
月
ま
で
延
長
さ
れ
、

二
回
延
長
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

交

換

公

文

の

内

容

交
換
公
文
に
よ
れ
ば
農
業
セ
ン
ク
ー
の
設
立
目
的
は

農
業
の
生
産
技
術
の
向
上
の
た
め
の
試
験
研
究
を
主
と
す
る
。

綽
賀

晨
機
具
の
利
用
に
関
す
る
調
査
研
究

月
ま
で
、

サ
ム
ロ
ン
で

、

見
渡
す
か
ぎ

b
の
水
田
地
帯
の
真
中
た
ボ
ッ
ン
と
あ
る
と
い
つ

バ
ッ
ク
ン
バ

謂

山

木

鉄

司

氏

北

川

斐

夫

氏

雑

賀

忠

蔵

氏

• • 
師

中

田

正

農

業

協

力

の

あ

り

方

冗

（

財

団

）

司

会

（

座

談

会

）

（

元

農

林

省

）

農

業

セ

ン

ク

ー

／

省
）
畜
産
セ
ン
ク
ー

（
茨
城
県
農
試
）

ン
農
業
セ
ン
ク
ー
の
概
要

昭
和
三
十
四
年
の
日
ヵ
経
済
技
術
協
力
協
定
に
基
ず
い
て
設

用
地
そ

の
他
の
問
題
が
あ
っ
て
、
開
所

（

農

林

ー

カ

ン

ポ

ジ

ア

の

ば

あ

い

ー
つ
い
て

さ
ら
に
四
十
六
年
九

と
う
も
ろ
こ
し
開
発
セ
ン
ク
ー

． 
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． 
カ

ン
ポ
ジ
ア
政
府
と
し
て
み
れ
ば

、

J
ぃ

.

.
 f
 

バ
ッ
ク

ン
パ

.9 

す
。
あ
り
、

い
う
形
で
残
っ

て
い
る
耕
抽
の
対
策
の
た
め

、

つ
て
の
機
械
化
栽
培
法
を
研
究
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

し

た
。

ま
た
農
業
セ

ン
ク
ー
は
カ

ン
ポ
ジ

ア

で
は
唯

一
の
試
験
塩
ら
し

い
試
験
場
で

具
、

た
だ
．
ヽ

な
ど
で
す
。

刀
隊
の
隊
員
が
だ
い
ぶ
活
躍
し
た
わ
け
で
す
。

た
と
き
は
腹
埠
の
曲
場
約
二
五

O

ha
の
う
ち

、

植
え
付
け
さ
れ

て
な
い
状
態
で
し
た
が

、

そ
の
後
も
開
墾
が
す
す
み

、

大
体
全
面
栢
忙
植
え
る
だ
け
は
植
え
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ん
で
す
。

し
か
し
、

そ
の
後
は
戦
乱
が
お
き
た
の
で

、

わ
か
り
ま
せ
ん
u

試

験

場

で

の

主

な

仕

事

今
ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
と
い
う
の
は

、

『

新
し
い
品
種
と
い
う
よ
り
も

、

傭
が
い
い
か
を
試
唆
し

、

い
る
の
で

、

拾
い
だ
し

、

む
し
ろ
現
在
あ
る
在
来
品
種
の
中
で

、

そ
れ
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

第
二
忙
カ

ン
ポ
ジ
ア
政
府
も
施
肥
栽
培
に
よ
る
堵
収
と
い
う
こ
と
を
奨
励
し
て

第
三
に
は

、

施
肥
栽
培
と
と
も
に

現
わ
れ

て
く

る
病
者
虫
に
対
処
す
る
た
め
の
研
究
J
j
爺

‘

労
力
な
ど
の
不
足
と
い
う
理
由
で
耕
作
放
棄

さ
れ
た
と
い
う
力

、
休

閑

と

試
験
垢
で
も
大
き
な
圃
褐
を
使

(5) (4) 

庚
示
的
な
多
収
疫
試
峻
栽
培

、

． 
ン
と
い
う
辺
境
地
域
の
開
発
、

四
十
四
年
九
月

、
私
が
府
任

し

多
く
み
て
も
半
分
ぐ
ら
い
し
か

第
四
に
は

、

農
業
技
術
者
の
訓
辣
な
ど
に
カ

ン
ポ
ジ
ア
政
府
も
期
待
し

て
い
る
の
で

な
ぜ
あ
の
‘よ
う
な
不
便
な
辺
境
に
倍
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

改
良
稲
作
の
実
験
研
究

塁
民
の
訓
練

ま
ず
第

一
に
育
種
で
す
。

k
、
7
.
 

股

ど
の
品

こ
れ
は

ど
の
よ
う
尻
運
営
さ
れ

て
い
る
か

今
年
は

当
初
は
農
埠
の
裾
備
忙
相
当
時
間
を
か
け

、
専
門
家
の
ほ
か
に
協
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グ
ラ
ス

、

好
意
あ
る
計
ら
い
で

、

ハ
ラ
グ
ラ
ス
な
ど
が
非
常
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
で
、

い
わ
れ
る
ゴ
ム
園
が
あ
り
ま
し
た
が
、

勁
場
と
か
の
附
厖
施
設
が
い
つ
さ

い
で
き
て
お
ら
ず
、

省
の

ト
ン
ネ
ベ
ッ
チ
に

設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

の
飼
育
管
理
の
改
善
、

に
適
し
た
畜
産
、．
と
く
に
乳
用
種
の
改
良
妬
重
点
が
お
か
れ
ま
，し
た
。
5

団
長
以

建
物
以
外
の
成
械
類
や
家
ぶ
［
は
ま
だ
未
羞
だ
し

、

番
を
す
る
よ
う
な
状
｝
悲
で
し
た
。
幸
い
セ

ン
ク
ー
に
隣
‘接
し
て
世
界
第
二
位
と

下
、 こ

の
畜
産
セ

ン
ク
ー

の
目
漂
と
し
て
は

、
種
畜
の
生
産
お

よ
び
配
布
、

種
畜

た
。
ゴ
ク
が
あ
り
ま
し

て、

昭
和
三
十
四
年
の
日
ヵ
経
済
技
術
協
力
協
定
に
基
ず
い

て、

レ
しT
)
 

畜
産
セ

ン
ク
ー
も
バ
ッ
タ
ン
バ
ン

の
製
莱
モ

ン
ク
ー
と

同
じ
ょ
う

vc、

牛
、
豚
、
鶏
、
衛
生

、

畜

産

セ

ン

の
た
め
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
。
‘・
セ

ン
ク
ー
に
は
職
員
、：
技
術
者
の

て
こ
な
い
。

こ
と
で
す
。

現
在
も
そ
う
い
．う
希
望
者
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ぃヽ
灯
訓
練
面
の
＇一

仕
哲
ー
は
ゼ
ロ
で
す
。

だ
か

ら
結
局
ど
う
い
う

風
に
や
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
壌
な
の
で
す
0

'

も
う
一

タ

ー

の

概

要

こ
こ
で
も
い
ろ
い

ろ
と
．
コ
タ

飼
料
の
改
告
の
た
め
の
調
査
研
究
な
ど
で

、
心
恋
帯
地
域

飼
料
作
物

、

は
じ
め
は
建
物
の
留
守

ど
う
や
ら
乗
り
切
つ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
の
下
草
だ
と
か
、

グ
ぃア
テ
マ
ラ

湖
料
作
物
畑
と
か
家
畜
の
運

通
訳
の
七
名
が
赴
任

し
ま
し
た
が
、

赴
任
し
た
の
は
け
つ
き
よ
く
昭
和
三
十
九
年
七
月
で
し

良
を
強
く
要
請
し

て
き
ま
し
た
が
if
育
和
の
専
門
家
の
欠
員
の
ま
ま

vC
終
っ
た

つ
の
問

題

は
カ
ン
ボ
．
ジ
ア
側
か
ら
の
要

望
の
中
で

、

訓
練
の
た
め
の
施
設
、

． 

コ
ン
・ボ
ン
チ
ャ
ム

そ
の
後

、＇
飼
料
作

そ
こ
の

育
種
と
い
う
か

、
品

種

改

講
堂
お
よ
び
宿
舎
も
あ
り
な
が
ら
、
誰
も
希
，望
者
が
で

． 
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ご
ろ
か
ら
、

牛
、

． 

乳
牛
で
は
そ
の
翌
年
ご
ろ
か
ら
在
来
種
を
導
入
し
、

そ
れ
と

ま

ず

豚
で
は
昭
和
四

十
年

の
秋

や
は
り
現
地
の
品
種
を
入
れ
て

う
技
術
を
党
え
さ
せ
る
こ
と
だ
け
や
っ

て
き
ま

し
た
。

を
普
及

し
て
も

現
地
で
は
飼
料
も
な
い

し、

飼
う
技
術
ふ
な
い
。

は
熱
帯

で
の
耐
病
性
や
耐
熱
性
も
な
い
の
で
、

雑
種
を
作

ム
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
、

ま
た
純
粋
種

し
か

し
、

純

粋

種

だ

け

当
初
は
日
本
か
ら
持

つ
て

い
っ
た
純
粋
種
の
家
畜
匹

つ
い
て
、

と
匹
か
く
飼

現

地

に

適

し

た

雑

種

の

育

成

に

尽

力

た
唯

し
て
、

の
財
産
で
あ
っ
た

よ
う

な
気
が

し
ま
す
。

ま

し
た
。

ロ
を
つ
く
り
、

ン
チ
サ
イ
ロ

た
よ
う

で
す
。

そ
れ
で

、

雨
が
し
み
込
ん
だ

b
‘

良
い
も
の
は

で
き
な
か

つ

大
き
な
牧
場
で
も
試
作
し
た
ら

し
い

か
、

一
面

荒
野

の
よ
う
た
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
翌
年
建
築
資
材
、

一
革
を
作

b
ま
し
た
。

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
サ
イ
ロ

一
基
だ
け
が
カ
ン
ポ
ジ
ア
に
残

し
て

き

非
常
な
努
力
を
し
ま
し
て
、

セ
ン
ク

ー
で

も
自
給

で
き

る
よ
う
匹
な

り

ま

し
た
。

ど
う

し
て
も
乾
期
中
の

飼

料

対

策

と

セ
メ
ン
ト
な
ど
を
要
求

し
、

五
〇

ト
ン
ほ
ど
入
る
ト
レ

こ
の
た
め
熱
帯
で
は
、

そ
こ
で
簡
易
サ
イ

ま
ず
ま
ず
上

出
来

こ
れ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
匹
お
け
る
サ
イ
レ

ー
ジ
作
り

の
初
め

て
の
成
功

サ
イ
レ
ー

ジ

た
関

し
て

は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
で

で
き

た

そ

れ

は

素

堀

b
サ
イ
ロ
だ
っ
た
た
め

、

っ
た
の
で
す
が
、

野
獣
た
荒
さ
れ
た
り
．
し
て
、

と
い
え
る
サ

イ
レ
ー

ジ
が
で
き
あ
が
り

、

い
ぃ
成
組
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

半
分
以
上
は
利
用
で
き
る
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

サ
イ
レ
ー
ジ
の
試
作
を
し

た
と

こ

ろ

完

全

と

ま

で

は

い

か

な

か

サ
イ

レ
ー
ジ

の
研
究
開
発
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

地
の
う
ち
約
％
は
水
田
の
よ
う
た
な

b
‘

畜
産
セ
ン
ク

ー

の
立
地
条
件
で
す
が
、

乾

期

紀

は

水

が

一

滴

も

な

く

な

っ

て

雨
期

匹
な
り
ま
す
と
九

0
o
h
a
の
耕

物
専
門
の
者
が
畑
の
開
墾
か
ち
は
じ
め

、

何
と

か
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熱

帯

作

物

栽

培

公

社

の

設

立

両
国
政
府
間
た
交
換
公
文
が
か
わ
さ
れ

わ
が
国
の
協
力
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

カ
ン
ポ

つ
あ
り
、
年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、

生
産
額
は
十
六
万
五
千
ト
ン
で
、

ヤ
ム
、

ク
ラ
チ
ェ
た
栽
培
が
集
中
し
て
い
ま
す
0

作
付
け
面
積
は
約
十
一
万

la

、

す
な
わ
ら
カ
ル
ダ
ン
、

山

木

ト

ウ

モ

ロ

コ

ツ

の

栽

培

匹

は

肥

沃

な

土

地

が

必

要

で

、

ン

培
な
り
の
技
術
を
覚
え
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、

約
五

0
人
ほ
ど
の
カ
ン
ポ
ジ
ア
人
が
家
畜
の
飼
焚
管
理
な
り
、

b ヽ

そ
の
成
績
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

紛
争
と
い
う
不
幸
な
時
態
が
起
こ

b‘

く
な
り
、
初
め
て
小
供
を
生
み
、

け
ま
し
た
0

牛
の
ば
あ
い
は
昭
和

四
十
五
年
、

い
せ
い
も
あ
り
、

や
っ
て
き
て
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
作
業
長
ク
ラ
ス
の
技
術
者
を
は
じ
め
、
牧
夫
を
含
め
て
、

果
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

メ
イ
ズ

セ

ク

ー

の

概

要

は
メ
コ
ン
河
岸
の
四
州
、

プ
レ
イ
ペ
ン
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輪
出
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
斜
陽
化
し
つ

こ
れ
た
テ
コ
入
れ
し
て
一
大
増
産
を
期
待
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

ジ
ア
政
府
も
た

S

へ
ん
熱
意
を
示
し
、

こ
れ
た
答
え
て
昭
和
三
十
六
年
以
来
四
十
三
年
ま
で
数
次
に
わ
た
り
調
査
団
が

派
遣
さ
れ

、

四
十
三
年
十
一
月
二
日

、

の
交
雑
種
を
作

b
は
じ
め
た
わ
け
で
す
0

豚
の
ば
あ
い
は
、

． 
現
地
の
ン
ナ
豚
と
の
い
ろ
ん
な
雑
種
を
作
り
、

飼
科
試
験
も

ま
ぁ
こ
れ
な
ら
普
及
で
き
そ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
っ

乳
を
搾
り
だ
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

わ
れ
わ
れ
も
帰
国
の
止
む
な
き
た
い
た

飼
料
作
物
の
栽

現
在
で
は
一
番
大
き
な
成

カ
ン
ポ
ジ
ア
で

コ
ン
ポ
ン
チ

例
の

よ
う
や
く
雑
種
第
一
代
が
大
ぎ

世
代
間
隔
も
短
か

． 
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月

． 

． 

た
わ
け
で
す
。

て
、

月
、 一

方
、
東

食

と

，い
う
会
社
が
は
や
く
か
ら
カ
ン
ポ
ジ
ア
妬
根
を
お
ろ

し

て
い

現
池
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
試
験
を
だ
ぃ
ぷ
や
つ
て
お
り

、

昭
和
四
十
年
五

東
食
ほ
か
四
つ
の
商
社
が

、
海

外

経

済

協

力

基

金

の

援

助

の

も

と．匹

、

ン
ポ
ジ
ア
経
済
面
力
株
式
会
社

•

(
g
ゲ
gAC

社
は
受
権
資
本

2
億
円
、

(
S
O
C
T
R
O
P
I
C
)
 

）
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

発
行
株
式
総
数
は
四
十
万
株
で

、

金
の
所
有
株
数
は
二
十
万
株
で
す
°
昭
和
四
十
―
―
―
年
五
月
三
十

一
日
、；
こ
の
会

(
S
O
C
D
A
C

)

は
カ
ン
ポ
ジ
ア
政
府
と
協
力

し

て

海
外
経
済
協
力
甚

カ
ン
ポ
ジ
ア
側
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
資
金
五
一

％

中
、

協

力

内

容

の

大

筋

は

次

の

よ
う
な

こ
と
で

す
0

す
な
わ
ち
プ
ノ
ン
ベ
ン
か
ら

一
号

国

道

に

そ

つ

て

二

三

キ

ロ
の
と

こ
ろ
に

あ
る
カ

ン
ボ

ジ

ア

政

府

の

試

験

農

場

、

こ

れ

が

す

な

わ

ち

メ
イ

ズ
セ
ン

ク
ー
で

す
が

、

そ

こ

で

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

の

品

種

比

較

試

験
、

交

配

育

種

試

験

c

耕

種

基

準
の
確
立
の
た
め
の
試
験
研
究
、

カ

ン
、ボ
ジ
ア

人
技

術

者

の

養

成

、

カ

ン
ポ
ジ

ア

匹
お
け
る
栽
培
技
術
の
改
良
お
よ

び
普
及
な
ど
で
す
。

こ
の
メ

イ
ズ
セ
ン
ク
ー
の
特
徴
と

し

て
は
、

ジ
ア
の
戯
林
省

へ
派

遣

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

が

、

．．
 
｀
 ．
． ヽ

は

ソ
ク

ト

ロ
ビ
ッ
ク
匹
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で

、

メ
イ
ズ
の
開
発
匹
関

し

て

合

弁

企

業

の

農

場

疋

派

遣

さ
れ
た
形
た
た

っ

て
い
ま
す
0

実

際

た

仕

事

を

開

始

し
た
の
は
一
九
六
四
年
―
―
―

（
昭
和
―
―
―
十
九
年
）

か
ら
で

、
は
じ
め
は
一
．
六
h
a
を
．予
定

し
て

お
り
ま
し

た

現

場

ー

メ

イ

ズ

セ

ン

タ

ー

ー
ス
で
援
助
令
云

:
Xと
に
決
，ま
り

、

8
本
か
ら
の
技
術
者
は
カ

ン
ボ

ー

,'・ 
~
.1

,'T` 
9

,

 

9
 .
.
 
'
 

ー

出
登
率
五
一
％
の
合
弁
事
業
で
あ

h
、

％
ま
で
が
カ
ン
ボ
．
ジ
ア
政
府
の
出
査
で

、

の
交
換
公
文
で

、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ
た
関
す
る
試
験
．研

究

や

普

及

事

業

は

政

府
‘
ぺ

さ
き
四

〇

社

官
の
、性

格

の

強

．い
も
の
で
す
。

を
創
り
ま

し
た
0

資

本

金

三

億

円

で

、

「
熱
帯
作
物
栽
坦
I

公
社

」

こ
の
会 f
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力5
ヽ

個
人
の
私
生
活
が
完
全
匹
確
立
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

各
人
の
宿
舎
が
同
じ
場
所
た
あ
っ
て
も
、

あ
り
が
ら
で
、

隣
り
と
何
十
メ
ー
ト
ル
か
離
れ
て
い

や
は
り
何
年
か
長

こ
ん
な
点
は
よ
く
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

s
ま
す
。

ー
内
で
日
本
人
と
現
地
人
と
が
う
ま
く
溶
け
合
わ
な

S

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

こ
ろ
で
す
0

規
模
と
し
て
は
、

そ
れ
で
は
、

発
芽
試
験
を
開
始
し
た
と
い
う
と

ス
プ
リ
＇
ン
ク
ラ
ー
も
付

5

て
い
る
と

こ
う
い
う
協
力
事
業
を
や
っ
て
ゆ
く
上
で
の
問

次
た
現
地
側
の
受
け
入
れ
体
制
匹
つ
い
て
お
話
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
年
令
構
成
も
大
事
な
こ
と
で
す

こ
の
点
で
は
う
ま
く
い
つ
て
い
ま
し
た
。

人
の
問
題
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、

期
間
滞
在
し
て
い
る
と
、

い
ろ
ん
な
感
情
的
な
問
題
も
で
て
く
る
こ
と
で
す
。

こ
の
点
、
外
人
は
う
ま
く
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
0

外
人
た
ち
の
ば
あ
い
、

ま
た
仲
た
が

S

と
か
、

セ
ン
ク

雑

賀

チ

ー

ム

と

し

て

行

く

ば

あ

い

は

、

専

門

家

の

宿

舎

に

も

つ

と

配

慮

を

匹
難
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
伺
う
の
で
す
か
。

と
く
匹
受
け
入
れ
国
が
貧
乏
な
も
の
だ
か
ら
、

協
力
事
業
も
運
営
が
ひ
じ
よ
う

ど、
題
、

ま
ず
こ
ち
ら
か
ら
送
る
資
材
や
装
備
だ
と
か
、

中
田

（

財

団

）

日

本

側

の

派

遣

体

制

匹

つ

い

て

す
。
い
九
こ
と
で
、

小
さ
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
試
験
場
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
古

か
ら
全
圃
場
た
は
水
路
が
で
き
て
お
り
、

小
さ
い
の
で
‘'す
が
、

本
館
を
は
じ
め
八
棟
の
建
物
、

バ
ッ
ク
ン
バ
ン
の
森
業
試
験
場
よ
り
い
く
ぶ
ん

普
及
員
の
技
術
研
修
を
や
り
、
＇
栽
培
試
験
、

力5
ヽ

そ
の
後
減
つ
て
敷
地
を
含
め
―

o
h
a
と
な

b
、
機
械
の
組
立
て
と
同
時
に

． 

専
門
家
に
関
す
る
問
題
な

最
新
式
の
貯
蔵
庫
、

． 
そ
れ
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． 
が
よ
い
と
思
う
。

ば
と
い
う
こ
と
た
な
る
の
で
、

む

し
ろ
バ

ッ
ク

ン
バ

き
お
い
共
同
炊
事
的
な
食
事
が
多
く
な
る
。

け
つ
き
よ

く

五
＼

六

キ

ロ

の

と

こ
ろ
で

買

物

を

す

ま

せ

る

も

の

で
す
か
ら
、

農
業
セ
ン
ク

ー

の
ば
あ
い
は
、

． 
ン

市

た

居

を

か

ま

え

た

方

他

の

人

間

関

係

が

多

s
か
ら
発
散
水
で
き
る
し
、

う
す
ま
る
し
、

ま

た

子

供

の

生

活

も

考

え

な

け

れ V 

し
て
し

ま
う
。

ら
い
あ
り
、

雑
貿

バ

ッ

ク

ン

バ

ン

市

ま

で

約

四

〇
キ

ロ
ぐ

農
場
の
ト
ラ

ク
ク
ー
で

な

け

れ

ば

入
れ

な

い

よ

う

な

と

こ

ろ

で
す
。

もヽ

ご
ま
か

係

の

緊

張

の

原

因

匹

な

る

よ

う

で

す

ね
0

日

本

の

中

で

は

少

々

緊

張

が

あ

っ

て

そ
の
た
め

、

日

本

で

は

考

え

ら

れ

な

い

よ

う

な

さ

細

か

な

こ

と

ま

で

が

人
間

関

仕
事

の
事

だ
け
で
な
く
、

生

活

の

細

部

た

ま

で

関

わ

っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

間
関
係
が
で
き
る
よ
う
で
す
ね
。

し
か

も

そ

れ

が

全

人

的

な

関

係

匹

な

る

の

で

、

中
田

外

国

人

ば

か

り

の

社

会

の

中

で

は

少

数

の

日

本

人

だ

け

の

閉

鎖

的

な

人

の
点
も
、

日
本
人
と
い
う
の
は
、

人
々
と
つ
き
合
わ
な
い
。

そ
う
す
る
と
、

ど

う

し

て

も

日

本

人

だ

け
の
閉
鎖
社

将

来

検

討

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

し
よ

う
ね
。

く
る
。

こ
れ
が
お
互
い
の

ト
ラ
プ
ル

の

種

た

な

る

わ

け

で

す

。

会
匹
な
る
0

小

さ

な

閉

鎖

社

会

で

す

か

ら

不

液

が

発

散

し
な

い
で
、

言
葉
の
関
係

も
あ
る
の
で

し
よ

う
か

、

ク
ー
の
ば
あ
い
は
、
長
屋
め
い
た
宿
舎
の
た
め
、

s
る
わ
け
で
す
。

の
は

、

ぁ
ま

h
現
地
の

こ
う
い
う
宿
舎

内
攻
し
て

四

六

時

中

隣

と

つ

き

合

っ

て

け

つ

き

よ

く

家

庭

か

ら

の

ば

あ

い

が

多

い

ん
で

す
。

こ
れ

が
畜
産
セ
ン

S
v
o
 こ
れ
が
ひ
じ
ょ
う
匹

S

い
と
思
い
ま
す
ね
。

い
う
機
会
を
利
用
し
て
ぉ
互
ぃ
匹
つ
呑
あ
い
、

ス
コ
ー
ト
も
あ
り
、

そ
し
て
、

土

曜

日

冗

は

映

画

会

を

や

る

と

い

っ

た

具

合

で

す

。

そ

う

ま

た

そ

れ

ぞ

れ

の

家

へ
帰
っ
て

ト

ラ

プ

ル

の

も

と

に

な

る

共

同

の

集

会

場

の

よ

う

な

ク
ラ
プ

が
あ

り
、

そ

れ

に

プ

ー

ル

や

テ

-7 4-



体
制
で
な
い
と
、
何
年
も
落
ら
つ
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

中

出

や

は

り

子

供

の

教

育

が

ど

う

匹

か

、

が
全
然
わ
か
ら
な
い
の
で
、

曲

り

た

り

匹

で

も

で

き

る

と

い

う

本

を

一

生

葱

命

読

ん

で

い

る

わ

け

で

す

。

そ

れ

が

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
の
中
国
人
学
校
へ
入
れ
た
わ
け
で
す
が
、
言
葉

は
じ
め
の
と
き
、

な
か
な
か
適
当
な
学
校
が
な
い
。
そ
う
い

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
就
学
年
令
に
達
し
て
い
た
の
で
、

学
校

正

規

の

学

校

へ

編

入

で

き

る

制

度

に

な

っ

て

い

る

の

で

す
0

私
た
ち
の
ば
あ
い
、

み
た
い
な
学
校
で
す
が
、

デ
ン
マ
ー
ク
が
認
定
す
る
わ
け
で
、

つ
て
い
る
の
で
中
学
校
ぐ
ら
い
ま
で
は
教
え
ら
れ
る
。

t""・ 
J

)

 

こ
の
二
人
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、

一
人
が
教
師
の
免
許
を
持

中

田

五

人

で

で

す

か

学
校
が
ら
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

し
て
、

二
家
族
で
五
人
ぐ
ら
い
の
子
供
が
い
ま
ナ
が
、

北

川

こ

れ

は

ク

イ

の

話

な

の

で

す

が

、

デ
ン
マ
ー
ク
の
酪
農
農
場
が
あ
り
ま

は
教
育
の
こ
と
が
あ
り
、

な
か
な
か
大
変
で
す
。

夫
婦
だ
け
で
行
く
ば
あ
い
は
問
題
も
少
な
い
の
で
す
が
、

子
供
が
あ
る
ば
あ
い

し
よ
う
0

日
本
み
た
い
た
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
0

単
身
と
か
、

い
と
困
る
わ
け
で
す
が
、

が
ヽ
t"" 

J

)

 

南
の
方
の
シ
ア
ヌ

ー
ク
ビ
ル
匹
も
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
が
入
っ
て
ま
す

ニ
・
三
キ
ロ
離
れ
た
町
に
ア
パ
ー
ト
を
建
て
て
家
族
が
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
ん
で
す
0

家
畜
を
飼
つ
て
い
る
が
あ
い
は
、

援
助
体
制
の
充
実
冗
も
っ
と
積
極
策
を

そ
う
で
す
、

う
こ
と
で
、

あ
る
て
い
ど
仕
事
場
た
近
く
な

二
o
-
三
〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
な
ら
車
で
通
勤
で
き
る
で

そ
こ
四
デ
ン
マ
ー
ク
の

も
ち
ろ
ん
山
の
分
教
場

フ
ラ
ン
ス
人
の
学
校
へ

入
れ
る
と
な
る
と
プ
ノ
ン
ペ
ン
ヘ
行
か
ね
ば
な
ら
な

S

o

そ
う
す
る
と
仕
事
に
な
ら
な

3

0

本
国
に
帰
れ
ば

た
だ
読
ん
で
い
る
だ
け
で
す
の
で
何
に
も
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

． 

． 
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． 
た
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
で
、

宿
舎
の
こ
ど
で
す
が
、

子
供
が
い
た
っ
て
、

ポ
ジ
ア
で
は
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
か
。

． 

雑

貿 で
は
次
匹
受
け
入
れ
体
制
で
す
け
れ
ど
、
先
ほ
ど
申
さ
れ
た
よ
う
た
、
カ
ン

ば
ら
く
な
い
ん
で
す
ね
。

志
く
な
い
」

い
ず
れ
た
し
て
も
、

い
わ
け
で
す
。

．

枕

を

並

ぺ

て

寝

な

け

れ

ば

こ
れ
は
日
本
側
‘で

設

計

し

て

い

る

ん

で

し

よ

う

け

安

心

し

て

行

け

る

よ

う

な

環

境

を

作

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

中

田

十

年

、

十
五
年
と
長
く
落
付
い
て
仕
事
し
て
い
る
の
が
ド
イ
ツ
で
す
ね
。

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

的
妃
国
が
援
助
し
て
、

引

き

続

き

で

き

る

よ

う

匹

考

慮

す

る

こ

と

が

必

要

な

の

る
と
い
う
わ
け
で
す
0

家
庭
を
も
っ
と
尚
更
で
す
ね
0

だ
か
ら
も
う
少
し
計
画

う

人

も

な

h
．ま

す

。

帰

国

し

て

苦

し

み

を

味

わ

う

の

で

は

行

く

気

が

し

な

く

な

~
ヽ

と
ヵ

「
今
度
か
ぎ

b
で

現

地

へ

ゆ

く

の

は

終

b
に
す
る
」
と
い

「
F
-
'

九
月
か
ら
半
年
も
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

だ
か
ら
「
も
う
現
地

へ
行
き

雑
没
た
と
え
ば
―
―
一
年
間
現
地
へ
行
っ
て
い
て
帰
国

し

た
ば
あ
い

、

仕

事

が

し

こ
の
こ
と
が
と
く
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
11

J

)

 

現
地
に
長

<
s
る
と
、

帰

国

し

て

も

ポ

ス

ト

が

な

く

な

る

と

い

う

こ

と

西
村

（

財

団

）

ま
た

つ
け
な
い
。

ヽ

な
か
力
か
落
ら

日
本
の
ば
あ

S

で
す
と
、

八
年
で
中
止
す
る
の
が
困
維
で
、

t"" 

4

)

 
デ
ン
マ
ー
ク
の
ば
あ
い
は
最
初
八
年
計
画
で
入
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

そ
れ
を
延
長
し
て
い
る
ん
で
す
。

長

く

て

も

せ

い

ぜ

い

三

年

で

す

ね

°

け

つ

き

よ

く

外

地
で
油
の
乗
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
で

、

そ
れ
は
本
人
の
希
望
で
交
代
す
る
ば
あ
い
も
あ
る
し
、

こ
ち
ら
の
派
遣
側
が
代
え
る
ば
あ
い
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
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同
じ
ょ
う
で
す
0

貧
し
い
ん
で
す
ね
0

だ

か

ら

こ

そ

援

助

が

必

要

な

の

で

し

よ

う
。

中
田

カ
ン
ポ
ジ
ア
国
の
予
算
と
、

私

の

住

ん

で

い

る

川

崎

市

の

予

算

と

ほ

ぽ

な
い
の
で
、

こ
れ
は
カ
ン
ポ
ジ
ア
人
の
自
立
蜆
念
の
欠
如
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

制
を
よ
く
考
え
な
い
と
、

る
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
成
果
が
あ
が
ら
な
い
、

り
国
が
貧

し
い
と

S

う
こ
と

で
し
よ

う
ね
。

こ
う
い
う

相

手

国

の

受

け

入
れ
体

み
な
中
途
半

端

で

終

っ

て

し

ま

う

ん

で

す
。

や
は

長
＜
て

一
年
半
ぐ
ら
い
し
か

腰
を
落
ち
付
け

て

い

と
こ
ろ
が
、

畜
産
セ
ン
ク

ー
に
な
り
ま
す
と
袖
の
下
が
ま
ず
な
い
。

だ
か
ら
識

ポ
ジ
ア
側
が
出
す
こ
と
た
な
っ
て
い
ま
す
。

が

望

ん

で

い

る

と

こ

ろ

ま

で

は

と

て

も

で

き

な

い

と

い

う

わ

け

で

す
0

現

地

側

で
も
一
生
懸
命
努
力
は
し
て
い
る
ん
で
す
が
0

た
っ
て
で
き
な
い
ん
で
す
。

北

川

一

番

根

本

は

受

け

入

れ

体

制

が

ま
ず
い
と

い
う

こ
と
匹
つ
き
る

と
思
う

の
で
す
0

今
度

．ハ

ン
コ

ッ
ク
に

引
き

あ
げ
て
き

て、

十
キ
ロ
ば
か

b
離
れ
た

コ
ー
ラ
ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ
の
養
蚕

訓
練
セ
ン
ク

ー
を

み
て

鵞
ろ
い
た

こ
と
た

は
、

ク
イ
た
い
る
人

vc
言
わ
せ
古
す
と
ク

イ
人

と

い

う

の

は

駄

目

だ

と

言

い

ま

す

け

ク
イ
と
カ
ン
ポ
ジ
ア
を
比
ぺ
る
と
ク
イ
と
い
う
国

は
た

い
し
た
と
こ
ろ
で

方
の
出
先
機
関
で
も
、

負
匹
し
ろ
研
修
生
匹
し
ろ
、

と
い
う
こ
と
に
な

や
は
り
袖
の
下
な

ど

の
副
収
入
が
ひ
じ
よ
う
た
多
い
。

ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
、

す
ね
。

ど
、 ど

。

や
は
り
受
け
入
れ
体
制
が
だ
い
ぷ

違
う
よ

う
で
す
。

よ

h
ら
は

る
か
た
立
派
な
ん
で
す
ね
。

そ
の
ほ
か
霞
気
科
、

． 
日
本
で
作
っ
た
畜
産
セ
ン
ク
ー
、

袋
業
セ
ン
ク

ー

そ

れ

も

ク

イ

側

で

全

部

作

っ

た

ん

で

す

よ
0

政

府

機

匹

土

り

ま

す

と

給

料

は

少

な

い

け

れ

ど

、

地

バ
ン
コ
ッ
ク

か
ら
二
百
五

だ
か
ら
夜
、

す
な
わ
ち
カ
ン

勉
強
し
よ
う
と
し

そ
れ
た
は
限
度
が
あ
り
、

燃
料
費
な
ど
の
運
営
嚢
は
現
地
側
、 ． 

日
本
入
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雑

質
~
。

よ
う
カ

が
ヽ

西
村

荘
質
ヒ＂＂
J

)

 

雑
賀

． 

． 

こ
ら

ら

か

ら

教

え

て
や

ら
な

S

と

し

よ

う

が

な

い

と

S

う

こ
と

や
は

．り
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

い
ろ
こ
い
る
積
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

む
こ
う
た
自
主
的
に
や
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
の
と
、

日
本
人
が

率
先

し
て
、

う
匹
な
り
ま

し
た
が
、

ど

う
も
日
本

人
に

は
、

か
ら
み
て
い
る
わ
け
で
す
。

れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

え
ば
宿
舎
ひ
と
つ
匹
し
て
も

。

フ

ラ

ン

ス

人

の

や

り

方

閣

い

て

き

た

ら

教

え

る

と

い

う

具

合

で

、

彼

ら

は

だ

い

た

い

そ

の

よ

う

で

す

ね
0

午

前

中

匹

必

要

な

こ
と
を
一
応

辿
絡

し
て
、

さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
、

畏
業
セ
ン
ク

ー
で
も
、

私

た

ち

日

本

人

が

先

頭

き

っ
て
田

圃
匹

入
っ
て
、

田
柏
や
ら
そ
の
他
の
作
染
を
指

導

し

て
き
た
わ
け
で
す
が
、

ら

と

い

う

こ
と
で

彼

ら

匹

仕

事

を

任

せ

て

．土
い
た

ら
何
も
や
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ら
が
あ
る
よ
う
で
。

田

ん

圃

た

入

っ

て

や

る

の

と

除

々

に

で

は

あ

る

や
は

り

一

な
い
わ
け
で
す
ね
。

あ
る
て

S

ど
、

で
し
よ
う
ね
。

つ
の
過
程
と
し
て
、

一
番
最
初
は

、

放

b
っ
ぱ
た

し
と

S

う
か

、

な
に
か
言
っ
て
き
た
り

、

フ
ラ
ン
ス
人

な

ん
か
は
、

て
い

か
な
い
と
、

ど

ち

ら

が

い

い

で

し

援

助

の

方

法

論

を

も
っ

と
研

究

し

も

の

を

積

極

的

た

教

え
な
い
よ

う
で
す

ね
。

ラ
オ
ス
で
も
そ
う
で

し
た
。

む
こ
う
も
や
る
よ

そ

れ

で

こ

の

華

業

は

そ

う

長

く
続

か

な
い
ん
だ
か

彼

ら

の

尻

を

た

た

く

よ

う

匹

し
た
ら
、

は

じ

め

彼

ら

は

畦

現
地
側
匠
ま
か
せ
て
い
る
と
い
う
様
子
で
す
ね
。

ほ

と

ん

ど

こ

の

ま

ま

で

は

現

地

へ

行

っ

た

人

が

つ

ら

い

で

す

よ
0

た

と

西

村

日

本

の

援

助

体

制

も

考

え

な

く
て

は

い

け

な

い

で

す

ね
0

た

だ

援

助

す

援

助

の

姿

勢
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雑
賀

す
が
、

普
及
、

い
く
ら
高
等
専
門
学
校
を
出
て
も
駄
目
た
ん
で
す
。

畜
産
セ
ン
ク
ー
の
場
合
、

労
働
者
連
中
は
、

一
年
ほ
ど
や
り
ま
し
た
。

や
る
通

り
に
や
り
な
さ
い
と
」
と
い
う
こ
と
で
、

そ
し
た
ら
日
常
の
定
期
作
業
は
だ
い
た
い
現
場
の
労

理
論
的
な
こ
と
も
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

当
た
身
に
つ
く
の
は
日
本
人
の
や
り
方
で
あ
り
、

よ
く
は
伸
び
る
ん
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ば
あ
い
、

り
ま
し
て
、

た
と
え
ば
、

れ
ば
だ
め
で
、

試
験
研
究
、

う
に
少
な
く
て
、

要
は
な
い
で
す
ね
。

雑
貨

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
は
大
学
を
卒
業
し
た
者
で
な
け

生
産
の
関
連
冗
つ
い
て

カ
ン
ポ
ジ
ア
の
普
及
組
織
は
あ
る
匹
は
あ
る
の
で
す
が
、
州
の
普
及
負

が
郡
の
普
及
負
を
も
兼
ね
て
や
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
普
及

負
の
数

が
ひ
じ
ょ

そ
の
組
織
も
ひ
じ
よ
う
た
弱
い
も
の
で
す
0

だ
か
ら
地
に
つ

皆
が
意
欲
を
持
ち
匹
く
い
と
い
う
事
情
も
あ

や
は
り
む
こ
う
た
積
極
的
な
意
欲
を
も
た
せ
る
と

S

う
こ
と
が
大
事
で

北

川

相

手

が

能

力

を

も

つ

て

い

る
ば
あ
い
は
、

何

も

全

部

こ

ら

ら

で

や

る

必

日
本
人
の
や

b
方
が
け
つ
き

い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

私
は
フ
ラ
ン
ス
流
の
や
り
方
よ
り
、

本

雑

賀

さ

き

ほ

ど

フ

ラ

ン

ス

人

の

や

b
方
と
日
本
人
の
や

b
方
で
ど
ち
ら
が
い

そ
れ
以
上
か
か
り
ま
す
ね
。

日
本
人
の
ば
あ
い
だ
と
＝l
-

力
月
ぐ
ら
い
で
い
い
の
で
す
け
ど
、

ま
し
て
、

直
接
彼
ら
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
す
。

と
長
く
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、

部
の
職
員
た
は
、

働
者
が
覚
え
ま
す
し
、

か
な
く
、

．
~ヵヽ t"" 

J

)

 ． 

彼
ら
は
一
年
か

も
う
ど
ん
ど
ん
研
究
匹
打
ら
込
み

ち
ょ
っ

必

要

な

と

き

に

ア

ド

バ

イ

ス

す

る

だ

け

で

す

。

ま

た

幹

「
俺
が
こ
う
や
る
か
ら
、
な
た
も
わ
か
ら
な

S

o

だ
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
自
身

む
こ
う
の
職
員
は
教
科
書
で
習
つ
た
知
織
し

． 
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． 
ソ，．

ク，

卜

口

ピ
ッ

ク

見

は

．い
か
が

で
し
よ

う
か
。

． 
に

必

け

る

政

府

と

民

間

の

協

力

iヽ 

中
田

よ
う
な
‘ア
ド
バ
イ
サ

t

で
あ
り

、

か
つ

、

だ
か
ら
、

彼

ら

匹

試

験

研

究

の

テ

ー
マ
を
つ
か
ま
せ
る

立
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
っ

て、

日

本

人

が

研

究

を

や

る

の

は

本

当

，
 

と
匹
か
く
、

で
、

発
展

し
て

s
か
な

い
の
だ
と
お
ゃ
う
。

す
0

だ

か

ら

そ

う

い

う

面

で

の

刺

戟

も

な

い

わ

け

で

す

。

以

上

の

よ

う

な

こ

と

現
地
四
は

、

、い
た
普
及
を
や
る
に
は
、

試
験
場
は
あ
る

て
い
ど
、

そ
の
原
因
の

作
成
し
た
試
験
研
究
の
デ
ー
ク

ー

を
本
庁
へ
送
っ
て
も
、

の
反
応
も
な
い
の
で
す
。

本

庁

か

ら

は

別

た

何

ま

た

試

該

場

の

滋

負

の

方

で

も

、

そ

れ

ら

の

デ

ー

ク

ど
う

し
よ

う
も
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

、
a

プ

ラ

ン

を

具

体

化

す

る

メ

ロ
モ
ー
ド
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
デ

ー
ク
ー
を
発
表
し
あ
い
、

こ
の
よ
う
な
協
力
事
業
と
い
う
の
は

、

で
な
い
と
思
い
ま
す
J

派
遣
す
ぺ
呑
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

そ

れ

を

教

え

て

ゆ

け

る

よ

う

な

人

を

政
府
ベ
ー
ス
と
民
間
ベ
ー
ス
の
協
力

政
府
ベ

ー
ス
と

民
間
ぺ
＇ー
ス

の
協
力
、

（
熱
帯
作
物
栽
培
公
社
）

現

地

の

連

中

を

本

当

た

自

こ
の
点

で
の
山

本
さ

ん
の
ご

意

検
討
す
る
場
が
な
い
の
で
ま
た

人
を
中
央
の
企
画
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
入
れ
て
、

ン
バ
ー
が
い

な
い
と

S

う

こ
と
で
す
。

だ

か

ら

そ

う

い

う

こ

と

の

で

き

る

日

本

本
庁
の
本
来
の
仕
事
を
プ

とヽ 戯
業
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
大
筋
は

で
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
点
に
な
る

を
ど
う
活
用
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。

カ
ン
ポ
ジ
ア
と

し

て
は
、

自
国
の

琺
負
自
体
に
覇
気
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

普
及
ス
テ
ー
ジ
ョ

ン
と
な

つ
は
苦
労
し
て

い
さ
す
。
心
3

菜
セ
ン
ク
ー
で
大
き
い
問
題
た
な
っ
て
、
い
る
こ
と
は

、

と
匹
か
く

る
必
要
が
あ
り

、

普
及
と
結
び
つ
い
た
研
究
を
や
つ
て
い

く
必

要

が

あ

る

と

思
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く
機
動
的
た
会
社
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

も
す
ぐ
に
取
れ
る
し
、

緊
急
の
ば
あ
い
は
す
ぐ
運
転
手
を
呼
ぺ
る
し
、

と
に
か

つ
ね
た
機
動
的
た
運
営
が
で
き
た
こ

と

で
す
。
た
と
え
ば
供
与
物
究
が
着
い
て

第
三
た
は
、

事
務
所
が
町
の

中

匠
あ

っ
た

の
で
、

い
ろ
ん
な

意
味
で
便
利
で
、

そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
で
し
よ
う
。

し
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

こ
れ
が
政
府
機
関
で
、

相
手
が
役
人

で、

決
し
て
ア
ド
バ
イ
サ
ー
で
は
な
く
て
執
行
者
だ
と
い
う
感
じ
で
、

ど
し
ど

わ
れ
わ
れ
は
直
接
こ
の

播
種
な
ど
か
ら
全
部
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

く
て
会
社
で
す
か
ら
、

の
問
題
で
す
ね
。

カ

ン

ボ

ジ
ア
の
政
府
機
関
匹
直
接
派
遣
さ
れ
た
ば
あ
い
に
比
ぺ
て
良
か
っ
た
点
を
あ
げ

て
み
ま
す
と
、

雰
囲
気
の
中
で
解
決
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

き
た
と
い
う
よ
う
に
、

ヵ
ら
と
い
う
と
ズ
ム
ー
ズ
匹

．ぃ
ぎ
ま
す
0

試

験

場

の

建

設

た
つ
い
て
社
長
自
か

ら
陣
頭
指
揮
て
や
っ
た
の
で
、
他
の
試
験
場
よ

h
は
や
く
完
成
す
る
こ
と
が
で

自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
で
す
。

第
二
た
は
、

た
い
と
考
え
た
こ
と
は
全
部
や
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
0

す
な
わ

ら
ソ
ク
ト
ロ
ビ
ッ
ク
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
置
く
よ
う
な
政
府
横
関
じ
や
あ
な

ひ
じ
よ
う
に
き
び
し
い
0

学
歴
は
低
く
て
も
ま
じ
め
な

人
を
試
験
や
技
術
の
担
当
者
と
し
て
選
ぺ
る
わ
け
で
、

人
た
ら
と
結
び
つ
い
て
、

だ
っ
た
ら
、

自
分
た
ち
が
執
行
者
的
立
場
匹
あ
っ
た
た
め
自
分
た
ち
で
や

b

あ
る
と
き
で
も
、
企
業
の
収
益
や
マ
ネ
ー
・
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
能
率

た
か
か
わ
る

す
な
わ
ち
、

不
時
の
出
費
が

処
理
が
ス
ム
ー
ス
で
、
事
後
処
理
、

た
と
え
ば
農
機
具
の
修
理
な
ど
が
自
由
な

ま
ず
第

に
、
専
門
家
が
技
術
的
な

S

ろ
S

ろ
な
要
求
を
だ
し
て
も
、

ベ
ー
ス
で
や
っ
た
協
力
が
ひ
じ
よ
う
に
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

山

木

た

っ

た

一

年

で

の

感

じ

で

す

が

、

． 

結
論
的
匹
申
し
上
げ
ま
す
と
、

． 
事

務
民
間
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． 
い
ま
す
。
た
と
え
ば
こ
れ
が
、

雄
袈
や
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
と
い
う
結
論

で
す
。

山
木

で
も

そ
れ

は

開

発

輪

入

と

い

う

問

題

が

あ

っ

た

か

ら

で

き

た

の

だ

と

思

た
っ

た

一
年
の
経

験

で
す
け
れ
ど
、

． 
や
る
ん
な
ら
民
間
と
い
つ
し
よ
た

カ

ン

ポ

ジ

ア

で

米

を

作

る

と

い

う

と

き

た

民

間

さ
そ
う
だ
と
い
う
印
象

を
う
け

る
ん
で
す
が
0

中

田

山

木

さ

ん

の

い

わ

れ

る

こ

と

か

ら

す

る

と

、

民

間

と

協

力

し

た

方

が

よ

で、

そ
の
こ
と
が

S

ろ
い
る
な
支
陪

を
き
た
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
9

西

村

要

す

る

た

ソ

ク

ト

ロ

．

ヒ

ッ

ク

た

は

官

僚

的

な

役

負

が

多

い

と

い

う

こ

と

し
て
い
る
の
匹
営
利
面
か
ら
の
要
求
、

つ
き
あ
げ
が
く
る
0

難
か
し
い
面
で
す
。

人

員

不

足

の

な

か

で

活

躍

か
と
い
う
壁
に
つ
き
当
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

会
社
で
す
か
ら
限
度
が
あ
り
、

普
及
体
制
と
い
う
よ
う
な
組
織
が
全
然
な
く
、

こ
れ
に
圧
力
を
か
け
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
面
で
す
。

営
利
事
業

体
と
し
て
動
い
て
い
る
会
社
と
し
て
は
、

ま
た
そ
の
反
対
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

長

期

的

展
望

匹

立

っ

技

術

屋

と

し

て

は

苦

慮

す

る

あ
げ
る
よ
う
な
形
た
し
な
い
と
、

う
こ
と
を
説
明
し
て
も
、
9

け
れ
ど
。

第
二
匹
は
、

ク
ン
ト
を
出
す
と
い
い
ま
し
て
も
、

ゼ
ラ
プ
ル
な
状
況
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
0

す

な

わ

ら

こ

う

い

う

状

況

で

や

つ

て

い

る

と

こ

ろ

匹

役

員

会

か

ら

五

百

ha
の
マ
イ
ロ
を
す
ぐ
増
や
し

て
く
れ
と
言

っ
て
く
る
わ
け
で
、

そ
の
間
で
、

普

及
の

た

め
の
試
談
研
究
も
あ
り
、

い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら

S

い
の

そ
こ
匹
普
及
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
両
方
で
、

こ
れ
は
当
然
な
の
で
す

会
社
の
ア
ン
ス

人
的
た
、
ヽ
ヽ

そ

の

次

か

ら

は

小

さ

く

な

っ

て

し

オ

う

と

い

と
こ
ろ
で
す
0

す
な
わ
ら
種

を
描
く
花
は
追
民
匹
確

実

匹
教

え
こ
ん
で
成
果
を

れ
ば
な
ら
な
い
面
が
あ
り
、

と
技
術
屋
と
の
差
が
は
つ
き
り
で
て
き
て
、

ど

こ

か

で

折

り

合

い

を

つ

け

な

け

ま
ず
第

に
ソ
ク
ト
ロ
ビ
ッ
ク
は

営

利
事

業

体

で
す
か
ら
、

会
社
の
営

茉

屋
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昨
年
の
国
会
の
法
律
改
正
で
、》

山

木

あ

ま

り

．
明
る
い

と
は

言

え
な
い
と
思
い
ま
す
。

段
階
的
な
フ
ア
ク
ク
ー
が
ひ
じ
よ
う
に
多
い
の
で
す
。

中
田

運
営
贅
だ
と
か
、

た
よ
り
＿明
る

S

で
す
ね
。

公
社
制
匹
切
り
か
え
て
や
っ
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い

と
畜
産
局
長
が
言
っ

て
お
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
家
畜
の
生
産
が
あ
る
て
い
ど
で
き
て
生
産
物
収
入
が

入
る
よ
う
た
な
れ
ば
、
カ
ン
ボ
．
ツ
ア
側

は
公
社
制

、

日

本

は

政

府

ペ

ー

ス

で

や

つ
て
行
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

中

田

そ

う

い

う

こ

と

で

、

民

間

ベ
ー
ス
と
の

協

力

の

問

題

は

、

ば
、

ヽ

よ
く

日
本
の
援
助
が
切
れ
て
日
本
人
が
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
れ

五
年
が
限
度
だ
、
な
ん
て
言
う
も
の
だ
か
ら
、

何

と

か

し

て

捻

出

す

る

方

法

は

な

い

も

の

だ

ろ

う

か

と

苦
慮

し
ま
す
。

け

つ
き

s
。

建
物
だ
と
か
の
援
助

予
想

し
て
い

そ
れ
を
や
る
た
め
の
前

と
こ
ろ
が
日
本
側
と
し
て
も
、

今

の

と

こ

ろ

セ

ン

ク

ー

方

式

と

S

う
の
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
も
運
営
資
金
を

で
す
。

カ
ン

ポ
ジ
ア
の

よ
う
に
ひ

日
本
側
は
政
府
て
、
相
手
側
は
公
社
制
が
よ
い
。
援
助
は
気
長
に
。

き
な
い
こ
と
は
な

S

o

し
か
し
、

袋

業

セ

ン

ク

ー

と

メ

イ

ズ

セ

ン

ク

ー

の

中
間
的
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
の
で
す
が
0

売
れ
ば
そ
れ
だ
け
収
益
が
あ
が
り
、

と
S

う
の
は
生
産

し
た

家
畜
を

そ
う
い
う
点
で
は
あ
る
程
度
民
間
で
も
で

カ
ン
ポ
ジ
ア
の

畜

産

業

の

大

計

を

考

え

る

と
、

や
は
り

長
期
的
展
望
の
も

と
に
政
府

ペ
ー
ス

が
や

つ
て
ゆ
く
ぺ
き
だ
と
思
い

ま

す
。
た
だ
こ
れ
は
相
手
方
の
経
済
力
匹
大
喜
く
左
右
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
の

ク
イ
な
ど
の
よ
う
に
、

現
地
側
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、

あ
る
て
い
ど
経
済
的
な
自
立
力
の
あ
る
国
は
、

じ
ょ
う
た
貧
し
い
国
で
は
運
営
費
ま

で
日
本
徊
四
が

面
倒
を

み
な
け
れ
ば
な
ら
な

北
川

畜
産
セ

ン
ク
ー

の
ば
あ
い
は

、

協
力
で
は
ら
よ
っ
と
難
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

． 

． 
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ー ・

が

畜

産

局

た

は

あ

り

ま

す

ね

0
た

だ

再

開

の

ば

あ

い

に

は

、

」

．

．
↑

`

．

ロ

・

も

．

．
 ｛
9．

,

.

,

.

9

-

ー
｀
叫
・('
.

9

,

ャ
｛

戸

，

＇

お

つ

L
や

っ

た

カ

ン

ポ

ジ

ア

側

隙

員

の

覇

気

の

問

超

、

務

局

な

り

畜

産

局

な

り

の

中

枢

部

た

日

本

人

を

置

く

と

か

、

う

た

言

っ

て

、

お

り

ま

す

し

、

． それから現地労 い

ま

雑

賀

さ

ん

が

雑

賀

さ

ん

の

方

の

農

務

局

と

は

だ

い

ぶ

違

う

空

気

蚤

産

セ

ン

タ

い

ー

の

ば

あ

い

は

、

も

っ

と

広

く

つ

き

合

え

る

し

、

場

内

に

と

じ

こ

水

る

と

い

ろ

い

ろ

問

超

も

あ

b
ま

す

。

ヒ＂＂
4
.J
 

現

在

ま

だ

協

定

の

延

長

期

間

で

す

し

、

カ

ン

ボ

ジ

ア

政

府

自

体

、

平

和

に

な

っ

た

ら

必

ず

ま

た

援

助

を

頼

む

と

い

う

ふ

勤

労

意

欲

の

問

題

、

栽

う

す

れ

ば

少

数

の

日

本

人

間

だ

け

で

な

く

、

農

つ

の

問

題

は

、

隣

接

し

て

つ

く

る

ぺ

さ

だ

と

思

い

ま

す

0
個

人

の

家

庭

は

町

に

水

ち

、

供

堤

へ

は

町

か

ら

通

う

よ

う

に

す

る

の

が

い

い

の

で

は

な

い

で

し

よ

う

か

。

そ

そ

し

て

も

し

新

し

く

や

り

直

す

の

で

し

た

ら

、

農

業

セ

ン

ク

ー

を

町

に

現

地

の

連

中

を

本

当

た

自

立

さ

せ

る

よ

う

た

す

ぺ

き

だ

と

思

い

ま

す

。

も

う

で

、

デ

ー

ク

を

発

表

し

あ

い

検

討

す

る

場

が

な

い

の

で

、

こ

う

．

い

う

面

で

協

力

し

、

日

本

人

が

研

究

を

や

る

の

は

本

当

．

で

な

い

と

思

い

ま

す

。

さ

た

現

地

に

は

ロ

モ

ー

ト

す

る

必

要

が

9
り

ま

す

し

、

マ
を
つ

枷

；

屯

、
そ

し

て

ア

ド

バ

イ

ス

し

て

ゆ

け

る

よ

う

な

人

を

派

遣

す

べ

き

セ

ン

ク

ー

に

は

現

地

人

た

研

究

の

テ

ー

中
田

で

や

っ

た

ら

い

い

か

と

い

う

ょ

う

な

サ

．

ン

エ

ス

チ

ョ

ン

で

未

〇

、

．

，
 

',
 
雑
這

で

、

中

央

の

企

画

庁

の

よ

う

な

と

こ

ろ

に

日

本

人

を

f

へ

れ

て

本

庁

の

仕

事

を

プ

前

に

申

し

ま

し

た

よ

う

た

、

ヽ

．

5

と

に

か

く

現

地

側

職

員

匹

覇

気

が

な

S
の

国

内

紛

争

が

終

り

、

援

助

協

力

が

再

合

さ

れ

た

ば

あ

い

、

・̀ • 
, • • : 

援

助

が

再

会

さ

れ

た

場

合

糸

や

れ

る

よ

う

た

な

っ

た

よ

う

で

す

｀

西
村
と
た
か
~
協
力

息

長

く

。

莱

は

も

う

少

し

長

く

や

っ

て

貰

い

た

い

で

す

ね

。

一

歩

前

進

で

す

ね

。

ど

う

い

う

形

-8 4-



西

村

た

と

え

ば

N

H

K

な

ん

か

で

も

、

か
な
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
良
い
こ
と
か
、

s
ま
す
。

だ
日
本
全
体
の
援
助
の
姿
勢
な
り
意
議
と
い
う
の
は
、

い
ま
す
。
そ
う
い
う
、

の
援
助
を
続
け
て
ゆ
く
と
、

が
何
処
何
処
た
セ
ン

ン
ク
ー
だ
け
の
援
助
た
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

国
会
の
中
匹
海
外
援
助
ロ
ビ
ー
と
で
も
い
う

も
の
を
創
つ
て
与
論
や
閑
心
を
引
き
お
こ
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

悪
い
こ
と
か
わ
か
り
さ
せ
ん
け
ど
、

う
こ
と

が
で
き
な

5

と
な
る
と
援
助
や
協
力
と
い
う
も
の
は
健
全
た
育
っ
て
行

0
.
T
.
C
.
A
.
 

協
力
援
助
も
単
に
当
事
者
だ
け
の
、

そ
う
い

国
民
の
関
心
を
引
き
お
こ
す
努
力
を
せ
ず
に
こ
の
ま
ま

こ
れ
は
援
助
再
開
匹
は
虔
係
な
い
の
で
す
が
、

国

会

に

海

外

援

助

ロ

ピ

ー

を

よ
う
に
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
思

あ
る
い
は
セ

他
海
外
農
業
開
発
財
団
な
ど
の
当
事
者
は
一
生
懸
命
た
な
る
わ
け
で
す
が
、

政
府
や
O
.
T
.
c
.
A

た
そ
の

人
、
資
金
の
面
で
も
っ
と
組
織
的
な
援
助
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

つ
て
お
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
中
央
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
リ
ー
ド
し
て

S

け
る

導
体
制
が
で
き
て
お
ら
ず
、

今
度
の
戦
闘
で

、

こ
れ
ら
各
セ
ン
ク
ー
の
努
力
も
点
か
ら
面
匹
広
が

と
匹
か
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ば
あ
い
、

農
林
、

の
紛
失
や
ら
建
物
の
破
損
も
考
え
ら
れ

、

残
さ
れ
た
機
材

使
い
木
の
匹
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

漁
業
も
含
め
て
全
国
的
な
普
及
指

セ
ン
ク
ー
は
無
人
化

し
て

お
り
ま
す
の
で

、

ち
だ
け
で
な
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
水
水
の
問
超
で
苦
し
み
ま
し
た
か
ら
。

つ
と
水
の
豊
か
な
と
こ
ろ
に
移
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

開
さ
れ
る
ば
あ
い
は
、

あ
そ
こ
は
す
ご
い
直
粘
土
地
帯
で
飼
料
作
物
匹
は
絶
対
匹
不
適
で
あ
る
し
、

思
い
切
つ
て
場
所
を
変
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

務
者
た
教
育
を
ほ
ど
こ
す
と
か
た
つ
い
て
は
、

． 

ま
っ
た
く
同
感
で
す
。

． 
そ
れ
と も

ま
た
再

ま
っ
た
く
私
た

-8 5 -
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． 

つ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
が
で
き
感
謝
匠
た
え
ま
せ
ん
。

中
田

い
ろ
い
る
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沢：

で
き
、

北

川

一

九

六

四

年

・

五

年

ご

ろ

た

比

ぺ

ま

す

と

、

の
放
送
番
組
が
増
え
て
い

て、

ク
ー
を
創
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

東

南

ア

ジ

ア

が

い

か

た

そ

う

い

う

こ

と

を
待
ち
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
よ
う
な
扱
い
匹
す
ぺ
き
だ
と
私
は
思
い
古
す
。

そ

れ

か

ら

今

の

開

発

途

上

国

が

い

い

方

向

匹

進

ん

で

い

る

と

い

う

よ

う

な

莫

然

と
し
た
印
象
だ
け
し
か
国
民
全
体
が
持
つ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
、
だ
が
、

匠
は
開
発
途
上
国
の
借
金
が
雪
だ
る
ま
の
よ
う
た
増
え
て
き
て
、
悪
い
方
向
匹

ま

す

ま

す

政

情

不

安

が

高

ま

る

と

い

う

こ

と

を

国

民

全

体

が

知

つ

て
現
実

い
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

一
九
七

0
年

の

終

り

に

な

る

と
、
逆
匹
借
金
の
取
り
た
て
で
、

国
か
ら
こ
っ

ち
へ
吸
い
上
げ
ら
れ
る

と

い

う

状

態

匹

な

る

ん

で
す
。

N

H

K

で

は

今

度

東

南

ア

ジ

ア

の

農

業

協

力

の

問

題

匠

つ

い

て

の

取

材

彼

ら

の

問

題

を

か

な

b
身

近

か

匹

知

る

こ

と

が

ひ
じ
ょ
う
匹
い
い
傾
向
だ
と
思
い
充
す
。

「
農
業
協
力
の
あ
り
方
」

り
く
む
よ
う
で
す
。

6
 

最

近

は

東

南

ア

ジ

ア

全

体

8

匹
出
か
け
た
よ
う
で
す
。

ま

ず

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

問

題

を

か

な

り

突

込

ん

で

取

中
田

進
む
と
、

金
が
開
発
途
上



展
示
農
場
が
目
的
通
り
の
役
割
を
果

し
う
る
か
ど
う
か
、

を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
過
程
で
農
協
が

ま
ず
農
協
妃
作

ら

れ
る
汲
械
セ

ン
ク
ー

、

現
在
、

日

ク
イ
両
国
間
の
貿
易
収
支
の
大
幅
赤
字
が
問
遜

と
な
っ
て
お
り

、

す
ぐ
れ
た
組
合
速
営
を
行
う
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い

る
。

組
合
員
の
所
得
向
上

を
は
か
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、

の
実
態
調
査
と
経
済
協
力
案
の
実
施
計
画
の
検
討
た
従
事

し
た
。
当
計
画
の
詳

調
査
団
報
告
書
」
昭
和
四
六
年
二
月

を

参
考

に
し
て

い
た
だ

く

と

し

て、

で
は
対
象
地
域
の
農
家
と
殷
協
の
実
態
を
報
告

し、

あ
わ
せ

て
将
来
当
計
画
を

実
施

し

て
行
く
上
で
の
問
返
点
た
つ
い
て
私
見
を
述
ぺ
て
お
き
た
い
。

一、

計

露

の

経

緯

当
計
画
は

、

直
接
的
に
は
ク
イ
国
開
発
者

・
信
用
販
売
組
合
局
（
以
下
単
た

信
販
局
）
か
ら
「
輸
出
殷
産
物
増
産
の
た
め
の
普
及
展
示
計
画
」
と

し

て
要
請

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ク
イ
国

と
う
も
ろ
こ

し
開
発
計
画
実
施

ク
イ
側
の
計
画

に
よ
る

と
、

出
の
た
め
に
組
合
員
た
よ

つ
て

生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
改
良

、
口
珀
一
合
員
の
土

地
た
展
示
農
場
を
作
り
、
新
炭
法
の
教
育
と
指
導
を
行
い
、

た
め
に

、

日

生
産
計
画
と
販
売
計
画
の
調
整
、
口
五
応
業
機
椋
セ

ン
ク
ー
の
設
立
、

日
展
示
圃
場
を
提
供
す
る
擬
民

へ
の
指
導
、
四
幻
g
合
員
の
利
益
に
な
る
よ
う
な

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
輸
出
炭
産
物
の
尭
発
が
急
が
れ

て
い
る

。

回
の
計
画
は
、

腹
協
と
い
う
組
横
を
通
じ
て
、

生
産
性
の
向
上
と
輸
出
の
向
上

細

は

O
・
T
.
c
.
A
か
ら
発
行
さ
れ
た

地
区
等
開
発
協
力
の
た
め
の
調
査
団
」
匠
参
加

し、

L' 
4’ 昨
年
十
一
月
末
か
ら
約

． 
ヵ
月
間
、

゜
ー

タ

イ

国

ー

o
T
.
c
.
A
^
「
ク

イ
国
ラ

ム
ナ

ラ
イ

対
象
地
域
の
農
家
。
農
協

計
画
の
目
的
は

、
日

輸

こ
の
目
的
を
達
成
す
る

殿
協
育
成
計
蕎
に
よ
る
メ
イ
ズ
毎
開
発
計
議

生
産
性
を
上
げ
て

． 
今

こ
こ
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に
な
る
。． 

チ
ェ
ッ
ク
、

の
機
材
の
貸
与
な
ど
も
行
う
。

穀
家
。
組
合
経
営
の
指
導
、

組
合
展
示
圃
鳩
は
セ
ン
ク
ー
の
指
導
の
も
と
匠
、

セ
ン
ク
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
た
技
術
の
展
示
お
よ
び
所
属
組
合
員
の
指

涛
を
行
う
。

． 

か
ら
特
定
殷
家
を
選
び
設
家
の
朕
示
圃
を
指
導
す
る
°
図
示
す
る
と
次
の
よ
う

理
と
関
係
者
の
訓
練
等
を
行
う
ほ
か
、

ま
た

機
械
化
栽
培
体
系
の
検
討

と
経
済
性
の
チ
ェ

ッ
ク
、

セ
ン
ク
ー

機
械
化
セ
ン
ク
ー
で
は
各
殷
栗
試
験
揚
で
確
立
し
た
技
術
の
現
地
適
応
性
の

二

、

計

翻

の

概

要

調
査
と
検
討
の
結
果
、

し
て
ラ
ム
ナ
ラ
ー
イ
妬
設
屈
さ
れ
、

合
妃
そ
れ
ぞ
れ
設

股
機
具
の
修

組
合
員
の
中

さ
れ
る
。

ベ
ッ
チ
ャ
プ
ー
ン
県
・
ノ
ン
パ
イ
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
す
ぺ
き
か
、

そ
の
他
組
合
所
有
の
展
示
圃
場
が
各
三
組

同
時
妃
ク
イ
妃
お
け
る
農
協
の
未
来
像
は

協
力
地
城
と
し
て
、

ロ
ッ
プ
リ
ー
尿
ラ
ム
ナ
ラ
イ

・

ビ
ッ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
県
プ
ロ
ム
ビ
ラ
ー
ム
の

三
協
同
組
合
地
域
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
ず
檄
械
化
セ
ン
ク
ー
は
信
販
局
直
属
と

い
か
に
あ
る
ぺ
き
か
が
問
題
と
さ
れ
て
こ
よ
う
。

-8 8-



城
を
重
点
に
農
家
と
農
協
の
特
徴
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

態
を
正
確
に
把
握
し

て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

以
下
、

対
象
地
域
の
農
家
と
畏
協

吸
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
妃
も
当
地
域
の
提
民
、

ラ
ム
ナ
ラ
ー
イ
地

燥

協

の

実

当
計
画
が
成
功
す
る
た
め
妃
は

、

セ
ン
ク
ー
・
展
示
揺
場
の
成
果
が
農
民
妃

ヽ

ノ ンパイ 協同組合

組 合

信 販 局

ラムナラーイ

＇ 
機械化七ンクー

展示

口

圃 場

ラムナラーイ協同組合

組 合展 刀 圃 場

プロムピラム協同組合

組 合 展 ホ 圃 場

●’ 

． 
-8 9-



穫
、

• • 販
売
た
い
た
る
ま
で
す
ぺ
て
商
人
も
し
く
は
農
協
か
ら
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
商
人
匹
売
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第 1表 チャイバーダーン郡の人口増加

国、

耕
起
、 四

一
S
五
〇
ラ
イ
が
二
三
農
家
で

、

年 月 世帯数 人 ロ

1966.12 7,.6 2 9 5 2,4 5 7 

1967.12 7, 8 6 8 59,410 

1968.12 1 1, 4 4 8 6 6,5 5 6 

1969.12 1 1,863 69,583 

1 9 7 0. 6 1 2, 1 2 6 7 1, 5 4 6 

1 9 7 0. ， 12,233 7 2,5 2 0 

た
と
え
ば
、

一
八
農
家
、

百
ラ
イ
以
上
の
煤
家
も
二
戸
あ
っ
た
。

接
農
耕
匠
従
事
せ
ず
、

て
き
た
裂
民
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

日、

地
所
有
面
積
は
二

0
ー
ニ

五

ラ
イ
が

目
小
作

七
六
農
家
が
目
作
殷
、

こ

れ

ら

の

地

域

は
メ
イ
ズ
の
新
謁
地
で
あ
り

、

農
民
は
土
地
を
先
懇
ゃ
贈
入
に
よ
っ

て
取

得

し
て
い
る
。

民
は
他
地
域
で
の
土
地
を
売
却
（
そ

こ
う
い
う

事
情
匠
よ
っ

て
土
地

を
取
得
し
て
い
る
の
で
、

作
関
係
は
少
5

。

区
九

0
で
調
査
さ
れ
た
農
家
の
う

ち
、

〇
ラ
イ
程
度
の
燐
家
と
五
〇
ラ
イ
程
度
の
梨
家
で
約
半
数
を

し
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大

A‘ 

で
あ
っ
た
。

二
五
ラ
イ
程
殿
の
股
家
と
五

年
間
に
人
口
は
約
四

o
・ハー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

． 
耕
起
か
ら
収

農
産
物

ほ
と
ん
ど
の

製

こ
の
地

域
へ

ラ
ム
ナ
ラ
ー
イ
地

家
で
は
所
有
者
は
直

殺
業
労
働
者
を
雇
用

し
て

生
産
を
行
っ

て
い
る
。

脱
穀
は
商
人
の
所
有
す
る
ト
ラ
ク
ク

ー
と
脱
穀
機
妬
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
°
商
人
か
ら
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ピ
ス

を
受
け
た
ば

あ
い
、

農
民
の
蓄
積
け
少

く、

な
ど
が
多
い
）
し
て
、

自

作

の
土

一
四
煤
家
が

地
主
・
小

定
着
す
る
当
初
資
金
た
し
て
い
る
。

の
理
由
は
気
象
条
件
の
悪
化
、

狭
い

ラ
ム
ナ
ラ
ー
イ
拙
協
の
あ
る
チ
ャ
イ
バ
ー
ダ
ー
ン
郡
で
は
こ
の
五

こ
の
地
域
の
人
口
増
加
は
い
ち
じ
る
し
い
。

他
地
域
か
ら
流
入
し
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第 2表 ノンパイ 農協の組合員数の増減

． 

年 ．月．日 組合員数 新規加入 脱 退

1964.8.13 1 5 7 

1965.3.31 1 6 4 1 3 1 0 

1966.3.31 242 8 1 5 

1967.3.31 353 1 2 6 1 5 

1 9 6 8. 3. 3 1 4 0 6 7 6 2 3 

1 9 6 9贔 3,3 1 4 0 3 1 3 1 6 

1970.3.31 394 5 1 4 

る

。

旱

魃

な

ど

妃

よ

っ

て

農

協

合

員

数

の

推

移

で

あ

る

。

ラ

ム

ナ

ラ

ー

イ

、

プ

ロ

ム

ピ

ラ

ム

の

両

農

協

は

母

産

物

の

集

荷

販

売

を

行

う

農

協

ラ

ム

ナ

ラ

ー

イ

農

協

の

ば

あ

い

、

集

荷

実

組

は

あ

主

腹

は

約

八

百

ト

ン

、

四
•

五
百
ト
ン
匠
低

迷
し
て
い

で

あ

る

。

因、

そ

の

後

も

り

か

ん

ば

し

く

な

い

。

六

六

年 お

よ

び

第

2
表

は

ノ

ン

パ

イ

炭

協

の

組

る

う

。

組

合

の

魅

力

が

少

い

こ

と

も

あ

農

協

へ

の

加

入

、

脱

退

が

あ

い

つ

ぐ

原

因

と

も

な

っ

て

い

る

。

国、
農

家

の

生

活

が

不

安

定

な

こ

と

が

農

民

移

動

の

ー

ツ

が

四

バ

ー

ツ

ヘ

暴

落

し

た

こ

と

を

あ

げ

て

い

る

。

え

ば

、

四

、

農

民

は

天

候

の

不

順

、

を

考

え

る

と

そ

れ

を

上

廻

る

。

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

る

。

が

必

要

で

あ

る

。

． 
と

く

匠

メ

イ

ズ

の

ば

あ

い

、

一

因

匠

な

っ

て

い

る

が

、

西

瓜

ク

ネ

K

g

あ

た

り

一

四

バ

あ

る

が

農

産

物

の

販

売

の

と

き

の

秤

鵞

や

必

要

資

材

の

賂

入

時

の

価

格

の

こ

と

農

産

物

の

価

格

の

変

動

妬

悩

ん

で

い

る

。

ノ

ン

バ

イ

農

協

で

農

協

へ

債

務

の

返

済

不

能

の

農

家

が

増

加

し

た

理

由

と

し

て

、

い

ん

げ

ん

豆

が

前

年

一

バ

ケ

ッ

あ

た

り

―

二

O
S
一

五

0
バ

ー

ッ

が

収

穫

時

二

O
S
三

0
バ

ー

ツ

ヘ

暴

落

し

た

こ

と

、

商

人

の

金

利

は

表

面

上

、

． 
た

と

月

三

．

ハ

ー

セ

ン

ト

程

度

で

米

の

調

達

も

必

要

と

な

っ

て

く

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

を

受

け

た

ば

あ

い

殷

産

物

は

も

ち

ろ

ん

そ

の

供

与

者

た

渡

-9 1 -
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ラムナラーイ農協の資金調達 (10,}. 31) 

． 株 式 8 2, 7 0 0 

組合奨励金 500,000 

その他借入金 1 6 4, 8 a 3 
未 払 金 4 6,3 0 9 

準 備 金 6 1 6 

その他積立金 6 0 0 

メロ 計 7 9 5,0 2 7 

株

式

譲

受

資

金

と

は

、

受

資

金

八

百

．

ハ

ー

ツ

が

計

上

さ

れ

て

い

る

。

ツ
ヽ

． 

放

価

償

却

約

五

千

．

ハ

ー

ツ

、

こ

の

他

、

株

式

譲

貸

倒

引

当

金

と

し

て

四

万

バ

ー

秋

立

金

は

わ

ず

か

千

二

百

．

ハ

ー

ツ

で

あ

る

。

ッ

妃

過

ぎ

な

い

。

そ

の

他

バ

ー

ツ

に

対

し

株

式

は

わ

ず

か

八

万

バ

ー

な

も

の

で

あ

る

。

借

入

金

が

六

六

万

七

0
年

三

月

末

の

貸

借

対

照

表

か

ら

み

る

と

、

ま

た

準

備

金

、

脱

退

す

る

組

合

員

の

名

目

妃

よ

る

政

府

か

ら

の

借

入

金

が

主

第 3表

年度 純 益 赤字累枡額

6 6 + 3 1, 0 1 1 

6 7 -48,448 43,288 

6 8 -53,609 9 6,8 9 7 

6 9 -3 4,4 9 2 1 3 1, 3 8 9 

低

一

株

（

百

バ

ー

ツ

）

所

有

し

な

け

れ

ば

出、

組

合

員

が

最

.,.. 

ラムナラーイ農協の決算

（ 単位 ：バーツ）

い

。

厚

く

し

よ

う

と

す

る

貯

蓄

精

神

匹

乏

ぼ

し

の

利

益

を

あ

げ

た

が

、

ー

ツ

を

積

立

て

た

だ

け

で

残

り

は

全

額

役

員

ポ

ー

ナ

ス

や

配

当

金

と

し

て

流

出

し

た

。

殷

協

も

晟

民

と

同

じ

ょ

う

匹

内

部

留

保

を

農

協

の

資

金

調

達

は

、

な

ら

な

い

抹

式

払

込

み

金

と

組

合

奨

励

金

そ

の

う

ち

五

千

．

ハ

第

3
表

は

ラ

ム

ナ

ラ

ー

イ

農

協

の

決

算

で

あ

る

が

、

初

年

度

妬

は

三

万

パ

ー

ツ

以

上

が

み

ら

れ

る

。

経

営

を

悪

化

さ

せ

、

次

年

度

の

集

荷

を

ま

す

ま

す

困

雛

に

す

る

と

い

う

悪

循

埃

よ

り

碁

本

的

に

は

組

合

の

農

民

た

対

す

る

信

用

供

与

質

金

が

枯

渇

し

た

こ

と

匹

よ

る

°

集

荷

実

組

の

低

下

が

組

合

の

地

域

の

生

産

が

落

ち

た

こ

と

も

あ

る

が

、
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に
代
つ
て
資
本
蓄
積
を
行
う
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
が

望

ま
し
い
。

あ
い

、

の
株
式
を
引
受
け
る
組
合
員
が
な
い
場
合
に
組
合
が
そ
の
株
式

を
引
受

け
る

資

金

と
し
て
積
立
て
を

義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
資
金

で
あ
る
。

本
計
画
が
成
功
す
る
匠
は
ま
ず

セ
ン
ク
ー
が
ク
イ
の

農
莱
局
な
ど
他
の
関
係

本
計
画
は
目
的
を
十
分
果
し
た
と
は
い
え
な
い
。

ク
ー

に
ぢ
け
る
盛
業
技
術
者
の
自
己
満
足
で
終
る
。

実
施
た
あ

た
っ
て
は
、

当
面

の
問
渥
か
ら
将
来
の
夢
の

よ
う
な

話
ま

で
可
能
性
の
問
追

と
し
て
述
べ
て

こ
れ
主
で
の
と
こ
ろ
、

す
る
供
給
機
関

と
し
て
し
か

機
能

し
て
い
な
い
0

、ク
イ
の
農
民
の
貯
蓄
性
向
は

ゼ
ロ
も

し
く

は
そ
れ
以
下
で
あ
る
。

ち
ょ
つ
と
し
た
生
産
の
変
動
、

落

匠
抵
抗
す
る
だ
け
の
体
力
を
有
し
て
い
な
い
。

た
価
格
ゃ
生
産
商
の
変
動
を
政
府
の
援
助
匠

よ
っ
て
で
は

な
く、

農
協
を
単
な
る

サ
ー
ピ
ス

機
関

で
は
な
く
、

今
回
の
計

自
ら
の
力
匹

貯
蓄
精
神
の
乏
し
い
炭
民

画
た
よ
っ
て

贈
与
さ
れ
る
農
業
根
械

（
ト
ラ
ク
ク
］
な
ど
）
が
そ
の
た
め
た
十

よ
っ
て
吸
収
で

き
る
だ
け
の
力
を
た
く
わ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ク
イ

の
ば

ク
イ
の
農
協
は
ま
ず

こ
う
し

価
格
の
下

日‘

ま
ず
、

ク
イ
の
曲
協
は
政
府
資
金
の
燥
民

妃
対

お
く
。

体
的
な
方
策
を
考

え
て
お
く

必
要
が

あ
る
。

日
本
か
ら
の
援
助
が

十
分
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
な
具

し
た
が
つ

て、

本
計
画
の

こ
れ
が
失
敗
す
れ
ば

、

セ
ン

零
細
な
疫
民
が
相
手
で
あ

る
だ

け
に
か
な
り

困
雖
が
感

じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、

で
あ
る
。

セ
ン
ク
ー
匠
お
け
る
試

験
研
究
は

と
も
か
く
、

普
及
に
つ
い

て
は
、

部
門

と
の

連
絡
を
密
接

た
と
つ
て
、

十

分
な
試
験
と
普
及
の
役
割
を
果
す
こ

と

四
、

実
施
上
の
問
題
点
と
将
来
の
器
協
の
役
割

は
わ
ず
か
八

0
0
バ
ー
ツ
で
あ
り

、

明
ら
か
に
不
健
全
な
姿

と

な

っ
て
い

る
。

ば
あ
い

、

す
で
た
七
九

0
o
・ハ
ー
ツ
の

株
式

を
引
受

け
て
い

る
の
に
積
立
資
金

． 

ラ
ム
ナ
ラ
ー
イ
の

． 
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四、． 
貯
蓄
す
る
こ
と
が
望
ま

し

い
が

、

． 

農
民
は
多
額
の
現
金
を
保
持
す
る
こ
と
匠
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、

経
営
た
対
す
る
関
心
を
漑
め
さ
せ
、

で
は
な
い
の
で
利
益
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

会
た
公
関

し

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

る
程
度
組
合
の
業
績
が
上
っ
た
と
き
、

利
益
と
な
る
。
額
面
で
な

く
時
価
匠
よ
っ

て
売
買
す
ぺ
き
で
あ
る
。

匠
は
一
株
当
り
の
純
資
産
は
一

o
o
・ハー
ツ
を
は
る
か
た
下
廻
つ
て
い
る
°
現

在
の
よ
う
妃
額
面
で
買
取
れ
ば

、

遠
元
は

十
分
行
う
ぺ
き
で
あ
る
。

を
容
易
匠

し、

人
た
農
産
物
を
販
売
し
、

つ
け
で
品
物
を
買
う
現
状
は
こ
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
妃
な
っ
て
い
る
。
栽
協
た

生
産
物
を
販
売

し
た
際
妃
販
売
代
金
は
農
協
に

日
常
生
活
品
の
眺
入
尻
際
し

て
は
不
便
で
あ

る
。
地
協
が
地
域
的
匹
広
範
囲
匹
散
在
し
て
い
る

煤
民
匠
日
常
品
を
売
る

こ
と

0
バ
ー
ツ
で
農
協
が
買
取
っ
て
い
る
。

現
在
、

れ
を
将
来
の
問

逍
と
し
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
、

で、
⇔、

華
僑
と
の
磨
擦
を
あ
る
程
度
柔
わ
ら
げ
よ
う
。

製
協
へ
の
出
資
金
は
一
株

一

o
o
・ハー
ツ

、

農
協
が
発
展
す
れ
ば

、

こ
と
も
考
え
ら
れ
る

。

土
地
を
一
部
ま
た
は
全
部
委
託

し、

総
株
式
数
の
三
分
の
一
は

そ
の
地
域
社

も
ち
ろ
ん
、

株
式
の
時
価
売
買
は
農
民
の
組
合

地
域
社
会
へ
の
公
脚
は
新
規
資
金
の
調
達

し
か
し、

脱
退
者
が
増

え
る
ほ
ど
、

し
か
し、

商

組
合
員
た
対
す
る
利
益
の

組
合
は
一
般
の
営
利
会
社

所
有
す
る
農
民
で
な
け
れ
ば
む
つ
か
し
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
あ

分
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
洪
業
機
械
の
波
価
償
却
餞
が
殷
協
内
部
た

留
保
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
を
考
え
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。

脱
退
の
際
も
一
株

一
〇

不
良
債
権
を
考
え
る
と
現
実

残

っ
た
も
の
は
不

週
辺
の
商
人
と
の
競
合
が
激
化
す
る
の
で

、

農
協
が
製
民
妃
代
つ

て
経
営
を
代
行
す
る

か
つ
特
定
の
土
地
妃
対
す
る
執
愁
心
も
強
く
な
い
の
で
、

こ

農
民
が
腹
協
ヘ

土
地
の
権
利
が
未
確
定

股
業
機
械
化
の
展
示
圃
場
か
ら
農
民
へ
の
普
及
は
相
当
程
度
の
土
地
を

-9 4-



す
る
担
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
い
、

ろ
い
ろ
と
ト
ラ
イ
し
て
み
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、

民
、
農
協
の
負
債
は
ま
す
ま
す
累
秋

し、

国
、

援
助
を
す
れ
ど
も
す
れ
ど
も
呆

て
し

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

と
い
う
泥
沼
匠

落
ち
入
る
で
あ
ろ
う
。

農
協
が

、
野

中

耕

、一

ク
イ
の
農
村
を
変
革

ク
イ
の

船

今
回
の
援
助
計
画
を

機
会
た
殷
協
を
利
用
し
て
タ
イ
の

農

村
改
革
を
い

興
味

あ
ろ
う
。

し、

地
域
の
商
人
と
の
協
力
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
将
来
の
研
究
課

題
と
し
て

も
不
可
能
で
あ
る
。

． 
そ
こ
で
農
協
た
対
す
る
貯
蓄
珀
妬
応
じ
て
賂
買
帳
を
発
給

． 
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(1) 
ヽ

一、

．
 

第
七
回
人
材

委
員
会

の
開
催

三
月
二
十
四
日
た
人
材
姿
員
会
を
開
き
左
記
四
名
の
技
術
者
を
プ
ー
ル
す
る

こ
と
と

し
た
。

セ
イ
ロ
ン
の

た
つ
い
て
は

、

定
し
た
の
で

、

人
（
四
四
オ
）
水
稲
、

展
（
二
八
オ
）
育
種
、

三
月
四
日
農
林
省
へ
推
せ
ん

し
た
。

民
間
ペ

ー
ス
の
派
遥
要
員
あ

っ
せ
ん

． 

る
薬
草
栽
培
の
技
術
者
の
あ

っ
せ
ん
の
依
願
を
受
け
た
の
で
、

プ
ー
ル

要
員

を
三
月
十
八
日
匹
あ
っ
せ
ん
し
、

財
団
よ
り
提
示

し
た
案

左
記
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
匹
お
い
て

事
莱

を
行
っ
て
い
る
企

莱
か
ら
現
地
妃

お
け

同
氏
は
現
地
に
お
い
て
袋
業
機
椒
担
当
の
専
門
家

と
し
て

活
蹟
さ
れ
る
。

発
ま
で

、

今
少

し
予
猶
が
待
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
た
。

出
発
は
年
度
内
を
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

財
団
と

し

て
は
派
遣
決
定
か
ら
出

林
省
へ
提
出
し
た
が
、

二
月
十
七
日
妃
沼
田
正
道
(

4

4

オ
）
が
派
遣
者
と
内

十
二
月
十
日
財
団
登
録
要
員
の
中
か
ら
七
名
の
候
補
者
を
農

「
デ
ア
フ
ァ
た
お
け
る
村
落
開
発
計
画
」
匠
派
逍
す
る
専
門
家

二
、
政
府
ペ
ー
ス
派

遺
専
門
家

の
推
せ
ん

ヽ

首

藤
熊

谷

武 沢

和

哲
（
六
ニ
オ
）
穀
物
保
管
、

門
家
生
O
B
、

沼

田

正

道

（

匹

三

オ

）

農

業

板
械
技
術
者

・
イ
ン
ド

派
遣
専
門
家

事

務

局

だ

よ

り

そ
さ
い
普
及
技
術
者
・
米
国
実
習

そ
さ
い
技
術
者

。
米
国
実
習
生
O
B

管
理
技
術
者

.
、

イ
ン
ト

パ
キ
ス
ク
ン
派
逍
専

-9 6-



考
え
ら
れ
る
0

財
団

と
し
て

は、

に
派
遣
し
、

四、

そ
の
調
査
結
果
匹
つ
い

て
三
月
十
九
日
に
報
告
会
を
固
催

し
た
。

の
深
さ
を
示
さ
れ
た
。

三
菱
ピ
マ
ス

事
業

研
究
会
の
開
催

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

食

五、

増
産
計
画
の
一
衷
で
あ
る

ピ
マ
ス
・
ゴ
ト
ン
・

と
こ
ろ
が
予
期
以
上
の

多
数
の
参
会
者
が
あ
り
、

も、
来
た
。

(2) 
ヽ

大
戸
専
務
を
団
長
と
す
る
調
査
団
を
二
月

ロ
ヨ
ン

こ
の
問
題
に
対
す
る

関
心

今
後
の

農
業
開
発
援
助

に
は
永
年
作
物
妬
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
い
と

戦
前

匹
多

~
の
プ
ラ
ン

テ
ー
ツ

ヨ

ン
を
行
っ
て

い
た
わ
が
国

と
し
て

い
る
が

、

プ
ラ
ン
テ

，＇
シ
ョ
ン
呉
業
事
情
駒
査
報
告
会

中

野
「

ミ

ッ

ゴ

ロ

」

白

井

英

を
基
準
に
し
て
派
遣
契
約

と
し
て

待
遇
を
決
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

． 
夫
（
二
八
オ
）
栽
培
普
及
技
術
者

・
米
国
実
習
生

、

力
隊
O
B
、

の
要
員
あ
っ
せ
ん

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
、

ラ
ン
ポ
ン
の

妃
わ
か
妃
更
改
が
活
撥
化

し
て

「

ミ

ッ

ゴ

ロ

」

財
団

よ
り
提
示

し
た

案

を
基
準

と
し

て
派
遣
契
約

と
待

遇
を
決
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宏
（
二
八
オ
）
栽
培
普
及
技
術
者

・
米
国
実
習
生
、

力

隊

O

B
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
匹
お
け
る
旧
プ
ラ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
農
園
が
か
な
り
荒
廃

し
て

最
近
欧
米
各
国
の
援
助
妃

よ
り、

を
三
月
二
六
日
に
あ
っ
せ
ん

し、

ピ
マ
ス

帰
国
者

あ
っ
せ
ん
依
頼
を
三
井
物
産
か
ら
受
け
た
の
で

、

協

左
記
の
プ

ー

ル
要
負

に
増
員
さ

れ
る
要
員
の

ピ
マ
ス
帰
国
者

． 
協
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．
 

、.

山

川

広

千

原

典

て
は
更
た
海
外
炭
菜
技
術
者
と

し
て

の
技
術
、

七、
年
十
二
月
、

談
会
を
開
い
た
。

三
井
、

年
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

の
政
治
的
理
由
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
。

が
ひ
じ
よ
う
た
効
果
的

で
あ
っ
た
こ
と
は
、

望
さ
れ
た
こ

と
で
も

伺
え
る
。

財
団
と
し
て
は
今
後
の
民
間
炭
業
協
力

事
業

の
あ
り
方
を
研
究
す
る
た
め
昨

そ
の
後
雨
期
、

乾
期
の
二
作
を
連
続

し
て
ピ
マ
ス
事
莱
匹

究
会
を
開
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
近
況
と
民
間
腹
業
協
力
の
問

遥
点
匹
つ
い

第
一
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
景
業
開
発
研
修
生
の
出
発

す
で
妃

派
遣
の
決
定

し
て
い

た
清
野
｀

ド
ネ
シ
ア

の
ラ

ン
ボ

ン
ヘ
向
け
て
出

発

し
た
。

の
指
導
の
下
た
裟
掲
実
習
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

六、

第
一
回
米
国
派
遺
実
習
生
の
帰
国

昨
年
度
妬
お
い
て
国
際
股
友
会
米
国
煤
業
実
習
生
匹
委
託
派
逍
し
た
左
記
二

名
の
実
習
生
は
三
月
二
十
九
日
実
習
を
終
了

し
て

帰
国

し
た
°
財
団
た
お
い

修
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

岩
本

、

て
閲
係
者
多
数
の
参
加
を
得
て
懇
談
し
た
。

前
記
三
社
に
住
友
商
事
を
加
え
、

は
わ
が
国
か
ら
三
菱
、

． 
ピ
マ
ス
計
画
の
綜
合
的
な
懇

三
月
十
日
に
研

村
橋
の
三
名
の
研
修
生

は
三

二
十
三
日
ィ
ン

「
ミ
ッ
ゴ
ロ
」

技
能

を
身
に
つ
け
る
よ
う
研

才

夫
（
京
都
）

2
宇
都
宮
大
農
学
部
卒

2
 

三
（

長
崎
）

同
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
卒

2
 

現
地
到
愁
後
は

月
十
五
日
妃

東
京

匹
集
合

し
て

出
発
前
講
習
を
受

け
た
後
、

参
加
協
力

し
た

三
菱
ピ
マ
ス
の
全
員
が
帰
国
さ
れ
た
の
で
、

淡
民
か

ら
強

く
そ
の
継
続

が

要

し
か
し
そ

の
協
力

日
綿

の
三
社
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
が
、

昨

-9 8-
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I
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S
T
A
T
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た
。
を
視
察
す
る
こ
と
た
つ
い
て
財
団
が
協
力
し
、

A

D

C

か
ら

派
逍
さ

れ
た

左
記
二
名
の
イ

ン
ド

煤
業
関
係
者
が
日
本
の
煤
業

九
、

イ
ン
ド
痰
業
閥
係
者
の
日
本
視
察
協
力

鈴

木

源

治

果

、
y

T
」

苫

広

助

熊

谷

武

展

め
た
の
で

、

左
記
の

通
り
視
察
匠
協
力
し

う
も
る
こ

し
、左

記
の
三
名
を
経
団
述
妬
推
せ
ん

し
た
。

旬
ご
ろ
渡
航

し、

「
C
I
M
M
y
T
」

約
十
ヵ
月
の
研
修
を
メ
キ
シ
コ
の
炭
科
大
学
ま
た
は
、

に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
見
込
で
あ
る
。

（
米
国
実
習
生
O
B
、

（
米
国

実
習
生

O
B
、

（
米
国

実
習

生
O
B
、

住
友
ピ
マ
ス
）

協

力

隊

O

B

)

協

力

隊

O

B

)

こ
の
三
名
は
六
月
中

外
務
省
の
ど
努
力
匠
よ
り

メ
キ

ン
コ
側
も
盛
業
研
修
部
門
の
追
加
を
認

で
研
修
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

関
係
方
面
匠
強

く
要
望

し
た
。

そ
の
結

小
麦
の
研
究
所
と
し
て
世

界
的

匹
名
声
の
あ
る

「
C
I

M
M
I

な
こ
と

と
考
え
る
の

で、

こ
の
計
画
に
淡
業
部
門
の
研
修
を
加
え
、

熱
帯
と

は
、

財
団
の
技
術
者
が
熱
帯
畑
作
の
技
術
を
研
修
す
る
こ
と
が
極
め
て
必
要

こ
の
計
画
は
大
部
分
が
人
文
科
学

の
研
修
と
な
っ
て
い
る
が

当
り
、

財
団
匠
も
そ
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

日
本
メ
キ
シ
コ
交
換
研
修
生
事
業
へ
の
参
加

メ
キ
シ
コ
大
統
領
の
発
案
妬
よ
り

、

研
修
生
学
生
を
交
換

し、

れ
る
こ
と
と

な
り
、

財
団

と
し
て

日
本
側
に
お
い
て
は
経
団
述
が
企

莱
研
修
生

の
募
集
匹

八
ヽ ． 

約

十
ヵ
月
制
の
研
修
学
習
を
行
う
事
業
が
実
施
さ

同
国
と
日
本
が
そ
れ
ぞ

れ
百
名
あ

て
の

． 
-9 9 -



． ること
と
し
た
。

岩
田
理
事
長
よ
り
、

て
長
期
的
な
財
政
配
慮

を
行
わ
れ
た
い
こ
と
を
要
望

し、

脳
匠
対
し
要
望
暑
を
送
付
し
た
。

関

係

諸

会

合

農
林
省
主
催
で

上
級
技
術
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
研
修
で

、

戸
専
務
は
三
月
二
日

こ
の
調
査
に
関
し
、

特
に
永
年
作
物
の
振
興
に
つ
い

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
裂
業
事
情

」

な
問
題
を
取
り
あ
げ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、

戸
専
務
よ
り
農
業
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
例
を
あ
げ
て
問
組
を
提
起
す

全
国
裟
業
会
譲
所
の
主
催
匠
よ
り
l

―一月
五
日
開
催
さ
れ
、

②
第
五
回
発
展
途
上
国
景
業
協
力
研
究
部
会

っ
た
。

（
海
外
派
迫
技
術
者
研
修

ヽ
資
に

つ
い
て

考
慇
を
加
え
ら
れ
た
い
こ
と
、

盃

団

長

森

永

貞

一

郎

氏

に

対

し、

1
0
、

金
融
財
政
事
情
研
究
会
が
派
遣
し
た
ア
ジ
ア
投
融
資
調

海
外
崇
業
開
発
協
力
に
つ
い
て
財
界
に
要
望

こ
と
妃
協
力
し
た
。

D
R
.
 M
.
 SR
I
N
I
V
A
S
A
N
 

P
R
O
F
E
3
S
O
R
 A
N
D
 H
E
A
D
 O
F
 
T
H
E
 D
I
V
I
S
I
O
N
 O
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両
人
と
も
約
二
週
間
の
日
本
滞
在
で
、

煤
協
中
央
会

、

本
国
内
た
お
け
る
視
察
案
内
を
行
い
、

． 

財
団
は

O

T

C

A

、

ア
ジ
ア
農
業
協
同
組
合
振
興
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て

、

大

日
本
の
農
莱
事
情
の
認
識
を
深
め
る

梨
莱
関
係
の
投
融

ま
た
財
界
の
各
主

に
つ
い
て
開
議
を
行

今
後
は
具
体
的

次
回
妃
お
い
て
大

疫
林
省
、

日

全
国

-1 0 0-



出
席
し
た
。

匹
つ
い
て
三
月
二
十
四
日
匹
検
討
が
行
わ
れ

、

⑤
通
産
省
経
済
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

大
戸
専
務
が
委
員
と
し
て

お
よ
び
．
ハ
ー
テ
イ
ー
が
三
月
十
日
経
団
連
会
館
妃
お
い
て
行
な
わ
れ

、

戸
専
務
は
同
セ
ン
ク
ー
の
理
事
と

し
て

出
席
し
た
。

い
て
諮
議
し
た
。

よ
り
の
依
頼
た
よ
り
三
月
二
十
九
日
中
田
氏
が

「
中
近
東
の
炭
業
」

明
年
度
た
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
匹
対
す
る
借
款
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
兵
庫
県
高
等
学
校
海
外
開
発
講
座

⑥
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
第
二
回
理
事
会

． 

． 
に
つ 大
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発

行

所

定

‘

価

二

五

0
円

年

間

（

送
料
共

）

三
、

0
0
0
円

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事
業
に
従
事
し
た
い
方

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事
業
に
必
要
な
人
材
を
求
め
て
い
る
方

海
外
農
業
開
発
財
団
は
左
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
海
外
農
業
技
術
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
の
登
録
ト
プ
ー
ル
、

0
新
人
か
ら
の
海
外
農
業
技
術
者

の
養
成
、

〇
待
機
中
に
お
け
る
技
術
の
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
必
要
な
研
修
費
の
貸
付
、

.O
海
外
農
業
の
協
力
お
よ
び
開
発
事
業
を
し
て
い
る
団
体
企
業
等
へ
優
秀
な

農
業
技
術
者
の
あ
っ
せ
ん
、

〇
海
外
農
業
調
査
団
の
編
成
、
送
出
、

0
海
外
農
業
情
報
の

し
ゅ
ぅ
集
、
紹
介

海
外
農
業
ニ
ュ
ー
ス

（
送
料
共
）

昭
和
四
十

六
年
三
月
二

十
日

編
集
兼
発
行
人

石

黒

通
巻
第
十
六
号
光

第
十
六
号

内
線
3
c

舎

は
本
財
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

財

団

法

人

海

外

農

業

開

発

財

団

郵

便

番

号

一

0
七

東
京
都
港
区
赤
坂
八

l
-
0
ー
三
二

ア

ジ

ア

会

館

内

電

話

直

通

（

四

0
I

)

一

五

八

八

（四

0
二
）
六
ニ
―

印

刷

所

泰

西
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定

価

海

外

股

染

一
部

毎
月

一
回

二
十
日

昭

和

四

十

六

年
ン． ． 

． ,, 
I 

一
五

C
円

発
行
通
巻
第
十
六
号

一
月

一
十

日

発

行
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